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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　星が綺き麗れいな夜だった。

　東京二十三区でこれほど星が綺麗に見える場所は、ここ、廃はい区く（旧練ねり馬ま区く）だけだろう。何しろここには人工の明かりがない。今夜はまだ月が昇のぼっていないから、瓦が礫れきの街を照らすのはただ星明かりのみだ。彼方かなたに目をやれば、池いけ袋ぶくろや新しん宿じゆく方面の空が白っぽく光っているのがわかる。

　池袋や新宿の歓かん楽らく街は健在だった。かつてほどではないにせよ、至る所でネオンサインが明めい滅めつする、そこは未いまだに不夜城だ。けれど今では、ただ廃区と呼ばれる旧練馬区には、歓楽街どころか、人っ子一人住んでいない。

　ここは「Deserted City見捨てられた街」なのだ。

　あの大災さい厄やくによって完かん膚ぷなきまでに破は壊かいされ、人々から見捨てられ、切り離はなされた街。

　東京にあるが東京ではない、魔ま素そに汚お染せんされた街。

　けれど政府は廃区を諦あきらめてはいなかった。

　人ではなく魔ま妖ようが闊かつ歩ぽする異界と人じん界かいの狭はざ間ま。

　そんな廃区を人の手に取り戻もどすため、日本政府は討とう魔ま庁ちようを創設し、対魔妖戦せん闘とう団である討魔兵団三女師団トリスケリオンを編制して廃区の周囲を固めていた。

　討魔兵団の任務は、魔妖が廃区から外へ出てくるのを阻そ止しすることと、もしも出てきた場合は速すみやかにこれを排はい除じよすること。そして最終的には、魔素に満ち魔妖が闊かつ歩ぽしている廃区を解放することだった。

　討魔兵団実戦部隊の兵士は、全員が対魔妖戦闘が可能な人材である。

　通常兵器がほとんど効かない対魔妖戦闘には、「討魔能力」とか「対魔妖戦闘力」──魔ま力りよくと略されることが多い──と呼ばれるような特とく殊しゆな能力が必要不可欠だ。そして討魔能力を持つのは女子に限られていた。だから討魔兵団の戦闘員──討とう魔ま士し──は、全員が女子で構成されている。

　あらゆる人材に対して検査や試験を繰くり返しても、未だに男子で討魔士の資質を持つ者は見つかっていない。その理由には様々な説が唱えられているが、これといった決め手を欠いていた。理由はともかく、現実問題として討魔士として魔妖と戦える者は女子だけ。それが日本の常識だった。とはいえ、常識は簡単に覆くつがえされることがある。そして常識が覆されたとき、事態は大きな進展を見せ、閉へい塞そくした時代は揺ゆり動かされる。

　そのときは、すぐそこまで迫せまっていた。
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　廃区では、夜ともなれば街も空も底知れぬ暗さに閉とざされる。東京では見えないはずの等級の低い星の明かりも、ここではよく見えた。満天に煌きらめく数あま多たの星々が大気の影えい響きようで瞬またたいている様は、漆しつ黒こくの台座に象眼された貴石のようだ。先ほどから少年はそんな夜空を見上げていた。瓦礫に埋うもれて横たわったまま、静かに夜空を見上げていた。

「まいったな。これじゃ動けやしない。ちょっと……いや、かなり想定外の事態だけど」

　少年は胸から下が完全に瓦礫に埋もれていた。しかも上半身は裸はだかだった。もしかすると埋もれた下半身も裸なのかもしれない。

　魔素が漂ただよう廃区内では、耐たい熱ねつ耐たい寒かん服を着てガスマスクをしていても、耐性のない人間は十数分で意識を失い、そのまま放置すれば一時間で死に至ると言われている。裸で生きていられるはずがない。少なくとも討魔士としての資質のない男には。けれど少年は平然と夜空を見上げ、苦しむ様子は微み塵じんも見られなかった。

「ま、いいか。そのうち誰だれかが助けてくれるだろう」

　少年は改めてゆっくりと視線を動かし、夜空を見み渡わたした。
















　天空の一角に、ひときわ白く輝かがやく場所があった。

「あれが天の川？　綺麗だな」

　少年は初めて見る輝く星々に見とれていた。

　そうしてどれほどのあいだ、少年は夜空を見上げていただろう。少年はふと眉まゆを顰ひそめ、顔を動かした。

「何かが来る。誰かが来る」

　少年は静かに息を吐はき、ゆっくりと目を閉じた。

　次に目を開けたとき、そこには何が見えるだろうか。あるいは、誰が見えるだろうか。もしかすると、何も見えないという可能性もあった。少し恐くもあるが、楽しみのほうが勝まさっていた。

　目覚めたとき、少年はすべてを忘れているだろう。自分の出自も目的も、すべて。

（僕を助けてくれるのは、どんな人だろう。いい人だといいな）

　少年はそんなことを思いながら、ひたすらそのときを待った。

　やがて少年の意識は薄うすれ、世界は闇やみに閉ざされた。
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　緊きん急きゆう事態の発生を知らせる警告音アラートが討魔兵団第二師団の作戦指揮所に鳴り響ひびき、壁かべ際ぎわに並んだ通信機器に取りついている通信士オペレーターたちの頭上で、異状を知らせる警告灯が繰り返し明滅していた。

「芦あし屋や小隊、応答せよ！　芦屋小隊！」

　相手の内耳共振装置レゾナンスフオンからはなんの応答もない。魔力感応機マジツクレスポンスも目標を見失っていた。

　通信士が悲痛な声で叫さけぶ。

「芦屋小隊、消失ロスト！」

　続いて別の通信士からも悲鳴のような声が上がった。

「住すみ吉よし小隊も消失しました！」

　司令室の中央に仁に王おう立ちしていた制服姿の当直士官が顔を歪ゆがめて呻うめくように言った。

「馬ば鹿かな。汚染度三ダーテイー・スリーの地区で小隊が二つも消失だと!?」

「大たい尉い！　どうしますか!?」

　通信士に問われて指揮官は我に返る。

「生存部隊チームは!?」

「菜な畑ばた小隊と淀よど屋や橋ばし小隊です！」

「ただちに撤てつ収しゆうを命じろ！」

「了りよう解かい！」

　通信士がヘッドセットのマイクに向かって叫んだ。

「菜畑小隊と淀屋橋小隊はただちに撤収せよ！」

　内耳共振装置からは返答が一つ。

「菜畑小隊、了解！　撤収を開始する！」

　しかし、もう一つあるべき返答がなかった。

「淀屋橋小隊！　淀屋橋小隊、撤収だ！　応答せよ！」

　内耳共振装置は沈ちん黙もくしたままだった。

「大尉！　菜畑小隊、撤収を開始しました。ですが淀屋橋小隊とは連れん絡らくが取れません！」

「淀屋橋の反応は!?」

　通信士が魔力感応機のモニターを覗のぞき込む。

「反応は……あります！」

「魔ま素そ嵐あらしでも起きて通信障害が発生したか」

　当直士官は、ぎり、と歯がみしたが、すぐに部下を呼んだ。

「浅あさ香か曹そう長ちよう！　大おお泊どまり少しよう佐さの部屋へ走れ！　すぐに作戦指揮所まで来てもらうんだ！」

「了解であります！」

　通信士の一人が振ふり返った。

「室内放送で呼んだほうが早くないですか？」

　当直士官はため息交じりで答える。

「大おお地じ震しんがあっても火災報知器が鳴っても、熟じゆく睡すいしてるあの人は起きやしない」

　通信士は曖あい昧まいな顔で頷うなずいた。

「あ、はい、そうで、すね」

「というわけで、曹長、君は少佐の部屋まで走って、あの人を叩たたき起こすんだ。あと十分だけとかもう五分だけとか戯たわ言ごとを言うかもしれないが、かまわない、そのまま引きずってこい」

「は！　大泊少佐がなんと言おうと、引きずってでもここまでお連れします！」

「よし、行け！」

　浅香曹長が作戦指揮室を出て、廊ろう下かを駆かけていった。そのあいだも通信士が淀屋橋小隊を呼び続けたが、小隊からの応答はないままだった。
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　曳えい光こう弾だんのように眩まばゆい炎ほのおの塊かたまりが幾いくつも飛んでいく。すぐにそれらは、百メートルほど先にある巨きよ大だいな肉色の立方体に命中した。立方体の一辺は二十メートル近くあるだろうか。

　炎は霧む散さんし、立方体の一部が削けずり取られて少し凹へこんだ。けれど削られた箇か所しよは、すぐに復元されてしまう。周囲にある瓦が礫れきの山やまが燃えている。その炎に照らし出された巨大な肉の立方体は撃うっても撃ってもその姿を崩くずさず、先ほどから何人もの討とう魔ま士しを屠ほふっている。

「おい、いったいあの魔ま妖ようはなんなんだ!?」

　討とう魔ま庁ちよう三女師団トリスケリオンの第二師団淀屋橋小隊所属の烏からす丸ま刹せつ那な討魔士長は、倒とう壊かいしたビルの陰かげに身を隠かくしたまま、隣となりにいる太秦うずまさ薊あざみ討魔士長に向かって叫んだ。

　二人は極ごく薄うす素材の戦せん闘とう服に身を包み、頭部には多機能型ヘッドセットマルチネコミミを装着し、眼前を透とう明めいなバイザーで覆おおっている。バイザーには何種類かのデータが映し出されていた。二人とも小型の銃じゆう器きを持っているだけで重武装はしていないが、討魔士は魔マ技ギ──「討魔技能」あるいは「対魔妖戦技」などと呼ばれる戦闘術の略りやく称しようだが、東方三博士やゾロアスター教における司祭の意も掛かけられている──で戦う兵士だから、当然といえば当然だ。

　そもそも魔妖相手に通常兵器はほとんど通用しない。討魔庁が開発した対魔妖特とく殊しゆ弾だんを使用する銃火器なら多少の効果はあるが、それとて「多少はある」というレベルだ。二人もその銃器を携けい行こうしているが、この巨きよ大だい魔妖相手に効果があるとは思えない。魔妖を確実に屠るのは討魔士による魔技に頼たよるしかない。そして烏丸も太秦も、魔妖と戦って廃はい区くを解放するために投入された討魔の兵士である。

　炎の塊を数発撃った太秦は、乗り出していた上体を物もの陰かげに沈しずめ、肩かたをすくめて応こたえた。

「大きな肉のサイコロ？」

「サイコロなわけあるか！　そもそもあんな巨大なモン、どうやって転がすんだよ！」

「そうよねぇ。サイコロにしちゃ目もないし。こっち向いてるあの面が一なのか二なのか六なのか、わかりゃしないものねぇ」

「そういう話をしてるんじゃないよ！」

「いちいち怒ど鳴ならないで。あなたはただでさえうるさいんだから。っていうか、怒鳴っている暇ひまがあったら攻こう撃げきしなさいよ」

　ちっ、と舌打ちした烏丸は、精神を集中し、魔力を練り上げる。

「発動！　液体窒素槍ニトロジエノン！」

　烏丸の周囲の空間に液体窒素槍ニトロジエノンが五本浮うかんだ。空気中の窒ちつ素そを集めて冷やしたそれは、刺ささった魔妖を凍こおりつかせて活動を停止状態に追い込む、対魔妖戦の武器だ。

「発射シユート！」

　音もなく空中を進み始め、巨大な立方体に向かって加速していく液体窒素槍ニトロジエノンは、戦闘機から放たれ、巨大な航空母ぼ艦かんに向かって飛んでいくミサイルのようだ。

　五本の槍やりは立方体の側面に刺さり、その周囲が凍とう結けつした。しかし凍結したのはごく一部だけだった。周囲の肉の壁かべがうねるように動いて槍は次し第だいに立方体に吞のみ込まれていく。槍の姿が完全に消えると、表面の凍結箇所も常温に戻もどってしまった。

「だぁぁ～～っ！　くっそ、やっぱ効かない！」

「効かないわね。わたしの超高熱炎弾リトルサンフラワーもぜんぜんダメだし。効かないっていうか、手応えがないっていうか」

「もう六、七人は殺やられてんだろ!?　なんだってあんな化け物が第三汚染度地区こんなところにいるんだよ!?　第五汚染度地区級ダーテイー・フアイブクラスだろ、アレ！」

「っていうか。そもそもあんな魔妖、誰だれも見たことがないわよね？　討魔庁の魔妖図ず鑑かんにも載のってないわよね？」

「見たことあろうとなかろうと、載っていようと載っていまいと、あたしらにゃ手も足も出ないことに変わりないわ！」

　太秦に向かって怒鳴りつけた烏丸は、今度はハンズフリーマイクに向かって怒鳴った。

「おい、朱と鷺き瑚こさん！　どうすんだ、コレ!?　指揮所はなんて言ってる!?　どうぞ！」

　内耳共振装置から淀屋橋小隊の小隊長、淀屋橋朱鷺瑚少しよう尉いの声が返ってきた。

「それがねぇ、指揮所と連絡がつかなくなってるのよねぇ。どうぞ」

「椥なぎ辻つじ、サボってんじゃない！　ちゃんと働け！　どうぞ！」

「サボってないですよう！」

　通信担当の椥辻可か香が一等討魔士の甲かん高だかい喚わめき声が響いてきた。

「魔素嵐で通信が利きかないですよう！　烏丸士長こそサボってないで槍を撃ってくださいよう！　撃って撃って撃ちまくってくださいよう！」

　椥辻の喚き声が内耳共振装置を介かいして脳内に響き、烏丸は顔を顰しかめる。

「大声で叫ぶな！　頭が割れる！」

「烏丸士長の声のほうが大きいですよう」

「はいはい二人とも喧けん嘩かしないの～。今はそんなことしてる場合じゃないでしょ～？」

　横から淀屋橋朱鷺瑚少尉の、のんびりとした声が割り込んできた。

　すぐに太秦の声が続く。

「この緊きん迫ぱくした状じよう況きようでもその間延びした声。いつもの朱鷺瑚さんだね。なんか頼たのもしい。どうぞ」

　烏丸が情けなそうな顔になる。

「頼もしいのか、それは」

「で？　そちらの状況は？　椥辻が無事なのはわかったけど墨すみ染ぞめは？　どうぞ」

　太秦が訊きくと、内耳共振装置から淀屋橋の声が返ってきた。

「ケイちゃんも無事よ。わたしのほうはさっきから十種類以上の種を植えているんだけど芽が出ないのよねぇ。こんなの初めての経験だわ。ぜんぜん気持ちよくない。初体験って痛いだけで気持ちよくないって言うけど、本当ねぇ。どうぞ」

　すかさず烏丸がツッコんだ。

「頼もしいというより、緊張感がなさ過ぎて戦せん闘とう意い欲よくが霧散していくけど！　どうぞ！」

「こうなったら逃にげるしかないかなぁ？　どうぞ」

　という朱鷺瑚の声に、烏丸は曖昧に頷いた。

「あ……まぁ、そうだ、ね」

「もう少し抵てい抗こうしてみたい気もするけど～、芦屋小隊と住吉小隊が壊かい滅めつしちゃったみたいだし～、もう無理かなぁ？　どうぞ」

「芦屋と住吉が壊滅!?　マジかよ！　どうぞ！」

「菜畑小隊が撤てつ退たいしていくみたいだし～、撤退命令が出たのかもねぇ。どうぞ」

「それを早く言ってよ！　いや、その前に。椥辻、働け！　どうぞ！」

「だからぁ！　魔力感応装置マジツクレスポンスが復活したの、つい今し方なんですよう。わたしのせいじゃないですよう。どうぞ」

「いいや、おまえのせいだ！　こんなところにあんな肉の立方体が出たのも含ふくめて、全部おまえのせいだ！　どうぞ」

「烏丸士長が酷ひどいこと言ってますよう」

「まぁまぁ、カガちゃん、セッちゃんが酷いのはいつものことだから、気にしない気にしない～」

「朱鷺瑚さんのほうが酷いわ！　どうぞ」

「とにかく合流するわね。そこまで退さがります。あのサイコロ、ほとんど動かないから、むやみに接近しなければ大だい丈じよう夫ぶだと思う。芦屋小隊と住吉小隊が全滅したのは近づきすぎたからよ。わたしたちが合流するまでその場で待機、よろしく～。どうぞ」

（あの人たち、接近戦が得意だから近づいて攻撃したくなるのもわかるんだけど、でも、あんな大物、迂う闊かつに近づいちゃダメよね。特性とか能力とか、全然わからないんだから、なおさらだわ）

　そう思いつつ、太秦は淀屋橋に応えた。

「了りよう解かい。烏丸士長と太秦はこの場で待機、小隊長以下三名の合流を待ちます。どうぞ」

　一方、烏丸は情けなさそうな顔で呟つぶやいた。

「アレの呼び方、サイコロで確定かよ」
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　淀屋橋少尉と椥辻一等討魔士、そして墨染桂けい花か二等討魔士の三人は、すぐに烏丸と太秦のいるところまで下がってきた。

　淀屋橋と墨染は烏丸や太秦と同様、ウエストポーチを腰こしに巻いた程度の身軽な出いで立ちだが、椥辻だけはウエストポーチに加え大きなバックパックを背負っていて、そこからは長く伸のばしたアンテナが覗のぞいていた。指揮所との通信は椥辻の担当なのだ。濃のう度どの高い魔素のせいか、廃区では通信状況が悪いから、こうして隊の誰かが高出力の通信機器を背負っていなくてはならなかった。

　五人とも身に着けているのは極薄の戦闘服で全身のラインがはっきりと出ているから、見た目はかなり艶つやっぽい。小型のナイフで簡単に切り裂さけそうだが、魔妖との戦いは特とく殊しゆ能力戦である。これは魔技の使用と防ぼう御ぎよに特化した戦闘服なのだ。

「墨染、おまえのも効果なしか!?」

　烏丸がそう訊くと、墨染桂花は無表情のまま首を左右に振ふる。

「駄だ目めだった」

　烏丸が小さなため息を吐ついて首を横に振る。

「おまえのも駄目、朱鷺瑚さんのも駄目。あたしのも太秦のも通じない。アレ、どうやったら殺せるんだ!?」

「っていうか。魔力を喰らう朱鷺瑚さんの吸魔大輪ラブラフレシアでも駄目って、あいつ、魔妖じゃないのかな？」

　と太秦が首を捻ひねると、淀屋橋が、ううん、と否定した。

「魔妖だと思うわ。魔力が膨ぼう大だいすぎるから、わたしの吸魔大輪ラブラフレシアが魔力を吸いすぎて枯かれちゃうのね。お花に肥料をやり過ぎると枯れちゃう、みたいな？」

「そんな魔力量なの、あいつ!?　マジで第五汚染度ダーテイー・フアイブ……っていうより、第六汚染度地区級ダーテイー・シツクスクラスじゃない？」

「だから、もう逃げるしかないわよね？　これ、戦闘義務放ほう棄きにならないわよね？」

　四人の顔を見回して淀屋橋がそう言うと、真っ先に烏丸が応えた。

「こんだけ戦って勝てなかったんだから、ならないでしょ」

　太秦も、そうそう、と頷うなずいた。

「菜畑隊が撤てつ収しゆうしていったんだから、撤退命令が出たに違ちがいない。だから大丈夫よ、朱鷺瑚さん」

「そうよね～。じゃぁ退ひきましょうか～」

　淀屋橋小隊の五人は瓦が礫れきや廃はい墟きよとなった建物に巧たくみに身を隠かくしながら走り、戦闘域からの離り脱だつを開始するのだった。
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　五百メートルほど離はなれたところで足を止めると、淀屋橋が椥辻に訊いた。

「カガちゃん、サイコロに動きは？」

「今のところ、とくになし」

「よかった。追いかけてくるような真ま似ねはしないのね」

　情けなさそうな顔で烏丸が呟いた。

「いよいよあの魔妖の名前、サイコロに決定かよ」

「呼び名はともかく。追いかけてこないなら好都合、このまま第一汚染度地区ダーテイー・ワンまで走りましょう。あれだけの魔妖なら第一汚染度地区までは追ってこないでしょう」

　と淀屋橋が言うと。

「了解……あれ？」

　多機能型ヘッドセットマルチネコミミに接続してあるバイザーを暗視モードにして周囲を見み渡わたしていた椥辻が首を捻っている。

「どうかした、カガちゃん？」

「いえ……熱源反応が」

「はい？」

　すぐに淀屋橋が、続いて残りの三人が、バイザーの機能を魔力源探査モードから熱源探査モードに切り替かえる。

「ホントだ。あっちに何かいるぞ」

「何かっていうか、この反応なら生物だよね？」

「魔力探査に反応してなかったから魔妖じゃないわよね」

　それぞれが互たがいに顔を見合わせる。

「猫ねこ？　犬？」

「犬や猫が、こんなとこにいるわけないだろ」

「じゃあ……人間？」

「人間なんか、もっといるわけない」

「菜畑隊の逃げ遅おくれかしら？」

　と太秦が言うと、椥辻が、それはないです、と否定した。

「さっき五人揃そろって現場から離脱していったのを確かく認にんしたですよう。こんなところにいるはずないです」

「じゃあ、これはいったい？」

　五人は顔を見合わせていたが、やがて淀屋橋が口を開いた。

「ともかく放ほうっておくわけにはいかないわよね。この反応がなんなのか確認しないと」

　太秦が身み震ぶるいした。

「な～んか嫌いやな予感がするんですけど」
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　少年は誰だれかが近づいてくるのを察した。身動きが取れないし目も開かない。だからそれが何者なのかはわからない。けれど、意識の一部は、たしかに人の接近を感知していた。

（来てくれた）

　少年は内心で安あん堵どの息を吐はく。どうやら運命の女め神がみは、まだ生きていていいと彼に告げたようだ。

　安心したとたん、目覚めた意識の一部が再び闇やみに閉とざされ、少年は壊こわれた人形のようにぴくりとも動かなくなった。
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　椥辻が発見した熱源反応の場所まで、五人が慎しん重ちように近づいていくと。

「誰か倒たおれてますよう！」

　見つけた椥辻が前方を指さし、真っ先に烏丸が駆かけ寄っていった。そのあとから淀屋橋、太秦、椥辻、墨染が駆けていく。そこで五人が見つけたものは、道路脇わきで半ば瓦礫に埋うまった裸はだかの少年だった。

　足を止めた烏丸は、足あし下もとに倒れている裸の少年を指さした。

「なぁ、これなんだ？」

「なんだと言われてもねぇ。裸の男の子ではない？」

　首を捻りながら淀屋橋がそう答えると、烏丸は身を捩よじり頭を振って否定した。

「いやいやいや、あり得ない！　汚染度三地区ダーテイー・スリーで男が生きてられるわけない！」

「そうよね～。ってことは、あれ、男子に見えて、じつは女子？」

　太秦がそう言うと、椥辻が、ぽん、と手を打った。

「なるほどう。烏丸士長と同じ貧ひん乳にゆう属無ない乳ちち科の生き物なんですね」

「なんだと!?　殺すぞ、おまえ！」

「悔くやしかったら乳腫はらしてから来るといいですよう」

「おまえだってあたしと大して変わらないだろ！　そういうことは朱鷺瑚さんくらい大きく腫らしてから言え！」

　烏丸と椥辻が睨にらみ合ってるその横で墨染がしゃがみ込んだ。彼女は右手を伸ばし、倒れている者の胸部を掌てのひらでぺたぺたと触さわる。

「この感かん触しよく、おっぱいが小さいというより、おっぱいはないと言うべき。おっぱいの代わりに筋肉があると言うべき。なかなか立派な筋肉だと思う」

　睨み合っていた烏丸と椥辻が、うっ、と頭を引いた。

「おまえ度胸あるな。そんな正体もよくわからない裸男子をいきなり触るなんて」

「どれどれ」

　墨染の隣となりにしゃがんだ椥辻が右手を伸ばし、瓦礫の山をかき分けようとする。

「おいぃ椥辻、積極的だな！」

「だって念願の美少年細マッチョが裸で埋まってるんですよう？　これを掘ほり出さなくて何を掘り出すと言うんですかぁ！」

「って言いながら、どこに手を入れようとしてる!?」

「え？　だって男か女かを確かめるなら、胸触るより股こ間かん触ったほうが手っ取り早いじゃないですかぁ」

「……正論だな。けど、涎よだれを垂らして瓦礫をかき分けてるおまえの姿は、まったく正しくない気がするけどな！」

「そんなこと気にしないでくださいよう」

「いや？　おまえの浅ましい姿はめっちゃ気になるわ！」

「それより烏丸士長も一いつ緒しよにどうです？　裸の美少年のお※▼□×を拝むチャンスなんて、もう未み来らい永えい劫ごう、二度と訪おとずれないかもしれないですよう？　見たくないですかぁ？」

　椥辻に言われて、烏丸は改めて倒れている少年（たぶん）の顔を見る。

　たしかに顔の造ぞう作さくは整っており、二ふた重えまぶたで鼻び梁りようもすっきりと通っていて、なかなかの美少年（たぶん）と言える。それに上半身を見る限り、鍛きたえられた美しい肢し体たいの持ち主だと言えそうだ。

「い、いや、見たくないわけじゃないけど」

「ですよねぇ？　わたしなんか二次元では腐くさるほど見てるけど三次元の◎ち▼□×は見たことないから興味津しん々しんですよう。気絶してても触ると大きくなるのかなぁ？」

「露ろ骨こつだな！」

　とツッコんだ烏丸は、振ふり返って淀屋橋を見やった。

「朱鷺瑚さん、この腐ふ女じよ子しに何か言ってやって！」

「駄だ目めよカガちゃん、そういう楽しいことを独ひとり占じめしては。みんなで仲良く。ね？」

「朱鷺瑚さんまでそういうことを！」

「小隊長の許可出た！　そうと決まれば早く瓦礫を退かしてこの美少年の全ぜん裸ら……全ぜん貌ぼうを露あらわにして男か女かを確かめましょうよう！」

　烏丸が呆あきれた顔でツッコんだ。

「今さら言い直しても遅おそいわ！　そもそも、おまえ、もう美少年って決め打ちしてるじゃないか。女の可能性なんかまったく考こう慮りよしてないだろ」

「だからこそ確かめるんですよう」

「駄目だ、こいつ」

「ねえ、烏丸士長」

　それまでおとなしく二人のやり取りを聞いていた墨染が烏丸の脹ふくら脛はぎを突つっついた。

「なんだよ、墨染。おまえもこいつの裸を見たいのか？」

「見たい」

「きっぱり肯こう定ていしやがったな」

「それはいいの」

「いいのかよ！」

「そんなことより」

「あ？　なんだよ？」

「あのサイコロ、近づいてきていない？」
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　少年の耳は彼女たちの声を捉とらえていた。意識はまだ覚かく醒せいしていないが、聞こえてくる声はとても心地よく、彼の脳内にすんなりと浸しん透とうしていった。

（この声は……僕の頭に心地よく響ひびくこの声は……誰の声……）

　闇に閉ざされていた彼の意識は少しずつ目覚めていく。

　感覚のなかった体が瓦が礫れきの重みを感じ始める。

　動かなかった瞼まぶたが微かすかに動く。

　霞かすむ目の向こうで誰かが動いているのがわかった。

（ここはどこだろう。あれは誰だろう。そして僕は……僕は何者だろう）
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　墨染はいつの間にか探査モードを熱源から魔ま力りよく源に切り替えていたようで、バイザーに映し出された画像を見ながら言った。

「近づいてきてるように思える」

　他の四人も慌あわてて探査モードを魔力源探査に切り替えた。

「うわ、動いてる！」

「っていうか！　いつの間にか距きよ離りが半分近くに縮まってる!?」

「どういうことかしらね？」

「いや、朱鷺瑚さん、考えてる場合じゃないって。早く逃にげないと」

「そうね。では速すみやかにこの人の下半身を掘り起こして運んで逃げましょう～」

　烏丸が、え？　と目を見開いた。

「運んでいくの!?　ほっぽっておきゃいいんじゃない？」

「駄目よ？　この子が本当に男子だったら、とても貴重なサンプルだもの。どうしてこの汚染度の高い地区で生きていられたのか調べないといけないわ。放置していったら、上層部からどやしつけられるわよ？」

「ようし、急ぐですよう！」

　椥辻がグラブを嵌はめた両手を忙せわしなく動かして摑つかんだ瓦礫を放ほうり投げていく。

「嬉うれしそうだな！」

　という烏丸のツッコミをものともせず、椥辻は倒れている者の下半身を覆おおっている瓦礫を取り除いていく。それにつれて少年は自分の体が軽くなるのを感じていた。

「出たぁっ！　やっぱり男子ですよう！　本物の◎※ん□×ですよう！」

「その恥はずかしい単語を大声で叫さけぶのは止めろ！」

　そのとき少年の眉まゆがぴくりと動き、わずかに開いた唇くちびるのあいだから、

「う……うん……」

　という吐と息いきのような声が漏もれた。

「うわぁ！　リアルＢＬゲーム来たですよう！」

「誰かこいつの腐った脳のう味み噌そに聖水をかけて浄じよう化かして！」

　びし、と椥辻の頭を指さして烏丸がツッコんだ、そのとき。

「え？」

　墨染が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ちょ……サイコロの速度が上がった！」

「なんだって!?」

　またもや全員が魔力感応機がバイザーに映し出す映像を見やった。

「うわ、ホントだ！」

「凄すごい速さで近づいてくる！」

　慌てて物もの陰かげから道路へ顔を出した彼女たちの目に映ったのは、側面四つと下面から無数の触しよく手しゆを伸のばした立方体が器用に触手を動かして進んでくる姿だった。伸び縮ちぢみする無数の触手が重さを分散しているせいか、足音もしなければ振しん動どうもしない。

　椥辻が身み震ぶるいしながら悲鳴を上げる。

「うわぁ、キモい！　あんなキモい魔妖見るのは初めてですよう！」

「朱鷺瑚さん、あのままだとすぐにここまで来る」

　滅めつ多たなことでは感情を表さない墨染だが、珍めずらしく声に動どう揺ようが感じられる。

「逃げるわよ」

　と言う淀屋橋の声にも、ふだんは感じられない緊きん張ちよう感が滲にじみ出ていた。

「これ、どうすんだ!?」

　烏丸が足あし下もとに横たわる全裸の少年を指し示すと。

「わたしが背負っていきます」

「いいなぁ。わたしも背負いたいですよう」

「椥辻のは単なる腐女子的欲よく望ぼうだろ！」

「もちろんそうですが何か？」

「徹てつ底てい的にダメな奴やつだな！」

「体格的にカガちゃんには無理ね」

　たしかに淀屋橋の指し摘てきどおり、少年の身長は百八十センチくらいあるように見える。

　百六十センチ足らずの椥辻では背負って走るのは無理そうだ。

「肉のサイコロに追いつかれるわよ？」

　椥辻が身震いした。

「そ、それは嫌ヤですね」

「はい、じゃあ、わたしの背中に乗せて」

　淀屋橋が少年に背中を向けて腰こしを下ろすと、烏丸、太秦、椥辻の三人で少年の体を持ち上げて淀屋橋の背中に乗せた。少年は自分で動こうとしたが、まだ体は動かせなかった。誰だれかが自分の体を触りまくっているのを感じたが、自分ではどうしようもないので、されるがままになっていた。

「おい、椥辻、どさくさに紛まぎれて全裸男子を触さわりまくるんじゃねえよ」

「いいじゃないですかぁ。こんな絶好機、もう二度とないかもしれないんですよう」

「もう二度とないって、さすがに彼氏いない歴十七年の奴は言うことが違ちがう。おまえには未来永劫、彼氏ができないようだな」

「い、いますよう。二次元になら、彼氏の十人や二十人くらい、いますよう」

　涙なみだ目めで言い張る椥辻に少しだけ哀あわれさを覚える烏丸だった。

「ほらほら、急ぐわよ」

　少年を背負った淀屋橋が立ち上がると、彼の体に淀屋橋の体温が染み込んできた。

（温かい……）

　彼は初めて感じる他人の温ぬくもりにうっとりした。

「みんな、走って」

　少年を背負った淀屋橋が走り始めた。

　彼女は身長が百七十二センチほどあって女子にしては大おお柄がらだが、それでも自分より大きな人間を背負って走るのは辛つらそうだ。移動速度はあまり上がらず、背後から迫せまる肉の立方体がどんどんと距離を詰つめてくる。

「駄目、逃げ切れないわ！」

　走りながら後方を確かく認にんした太秦が悲鳴のような声を上げた。

「これ以上、距離を詰められると、あの触手に摑まれるわよ!?」

　墨染が続く。

「小隊長、それ捨てたほうが」

「捨てるなんて許さないですよう！」

　と椥辻が怒ど鳴なる。

「じゃあ、あなたが背負いなさいよ！」

　今度は太秦が椥辻に返し。

「今からじゃ無理ですよう」

「ちっ、しようがねえな」

　烏丸が走る足を止めると、それに気づいた残りの四人も足を止め振ふり返る。

「あたしが足止めする。みんなは先に行け」

「あなた、それ完かん璧ぺきな死亡フラグ」

「死亡言うな！」

　烏丸は太秦を睨にらみつけたまま言った。

「本体には効かなくても、あの触手には効くだろ。足を破は壊かいすれば進む速度は落ちる」

　太秦が不審そうな顔で訊きいてきた。

「本当に落ちるの？」

「……たぶん」

「出たとこ勝負ね」

「いいから、ほら、早はよ行け」

　と烏丸が手を振った。

「わかった」

　墨染が一歩進み出て、烏丸の隣となりに立った。

「なんのつもりだ、墨染!?」

「触手に攻こう撃げきされたとき、わたしがいたほうが防げる」

「いいのか？」

「いい」

「そうか。じゃ、守りは任せた」

「任された」

「ってわけだから、朱鷺瑚さん、早く行って。で、そいつを安全な場所まで連れてったら、応おう援えん連れて戻もどってきて」

「わかったわ。なるべく早く戻ってくる。足止めに成功したら二人も逃げてね」

「もちろん逃げるさ」

　烏丸と淀屋橋は視線を絡からめ、頷うなずき合った。

「行くわよ、ザミちゃん、カガちゃん！」

「あ、了りよう解かい」

「了解ですよう」

　淀屋橋に向かって頷いた太秦が、烏丸に顔を向けた。

「ちゃんと足止めして、しっかり逃げなさいよ？　死んだら殺すからね？」

「それじゃ逃げる意味ないわ！　っていうか、死んでたら殺しようがねえだろ！」

　とツッコんでから、烏丸はニヤリと笑った。

「そうかんたんに死なないよ、安心しろ」

「そうね。バカは殺しても死なないって言うしね」

「ゾンビじゃねえわ！　いいからさっさと逃げやがれ！」

　烏丸が怒鳴ると、太秦は、ふん、と顔を背そむけた。

「じゃあ行くわね。セッちゃん、ケイちゃん、無茶はしないでね」

「わかってるよ、朱鷺瑚さん」

　少年を背負った淀屋橋に太秦、椥辻の三人が走り去っていくのを見送った烏丸と墨染が、さて、と振り返る。

　廃はい墟きよを押し潰つぶしながら迫ってくる肉の立方体との距きよ離りはもう百メートルを切っていた。その巨きよ大だいな質感に二人は圧あつ倒とうされそうになるが、烏丸は敢あえて強がった。

「ビビっててもしかたがない。戦場ではビビったり怯ひるんだりした奴から死んでく。なぁ、墨染？」

「そうだね。あと、蛮ばん勇ゆうを振ふるった者とかもよく死ぬ」

「あぁ？　それ、あたしのこと？」

「自覚があるのはいいこと」

　烏丸は、ちっ、と吐はき捨ててから呼びかけた。

「やるぞ、墨染！」

「やる」
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　墨染は魔ま力りよくを練り上げ、討魔技能マギを発動させる。

「退廃的防御天蓋デカダンスドーム発動。タイプ『鳥籠バードケージ』。半径を三メートルに設定」

　魔妖の触手は自在に伸しん縮しゆくするので、頭上だけを守っても意味はない。墨染は自分と烏丸の周囲と頭上に退廃的防御天蓋デカダンスドームを張り巡めぐらせた。

「これで前面、側面、後方、頭上の攻撃は防げる。いつまで保もつかはわからないけど」

「できるだけ長く頼たのむぜ」

「やれるだけのことはやる」

　烏丸も素す早ばやく魔力を練り上げ。

「液体窒素槍ニトロジエノン発動」

　液体窒素槍ニトロジエノンを自分の周囲に六本、浮うかべた。

「発射シユート！」

　空中に浮かんだままの液体窒素槍ニトロジエノンは滑すべるように前進を開始し、墨染が造った退廃的防御天蓋デカダンスドームをすり抜ぬけていった。墨染の退廃的防御天蓋デカダンスドームは外からの魔妖の攻撃には反応するが、中からの魔技攻撃は透とう過かするという特性を持っている。ただの魔技的防御盾マギイシールドより、数段、使い勝手がいい。

「続けてもう六発」

　烏丸は次じ弾だんを撃うった。合わせて十二本の液体窒素槍ニトロジエノンが肉の立方体目がけて飛んでいく。目標は本体ではなく脚あし──立方体を支える触しよく手しゆのほうだ。

　液体窒素槍ニトロジエノンは次々と脚に命中した。当たった分だけ脚が凍こおりついて、魔妖の移動速度は大きく低下した。凍った脚は魔妖の自重に耐たえきれず、硝子ガラス細工の細い管のように粉々に砕くだけていく。巨大な肉の立方体がぐらりと傾かしいだ。

「やったか!?」

　烏丸の声が弾はずむ。

　しかし、砕けた脚の数だけ新たな脚──というか触手──が本体の下部から生えてきて、傾かたむいた立方体が地面に落下することはなかった。新たに生えた脚と元から生えていた脚がぞわぞわと蠢うごめき、魔妖はゆっくりと前進を再開した。

「ちっ！　移動速度は落ちたが、足止めにはならないな！」

　吐き捨てるようにそう言うと、烏丸は吼ほえた。

「おら──っ、今度は十五本、行くぜ！」

　烏丸の体の周囲に液体窒素槍ニトロジエノンが十五本、浮かんだ。

「一度に十五本も出して平気なの？」

　と墨染に訊きかれ、烏丸は荒あらい息を吐はきながら答える。

「あんまり平気じゃないな。けど、このくらいしないとあいつの足が止まらないだろ」

　烏丸は迫り来る巨大な肉の立方体を睨みつけて叫さけんだ。

「発射シユートっ！」

　十五本の槍やりが飛んでいく様は壮そう観かんだった。

　墨染は舌を巻く。

（凄すごい。烏丸士長の本気、初めて見たかも）

　だが、本気を出すということは全力を出すということで、それは消しよう耗もうの度合いも大きいということだ。

（烏丸士長の魔力、いつまで保つかな）

　十五本の槍は脚に命中し、脚は即そく座ざに凍りついた。凍った脚は次々に砕け散り、今度は肉の立方体も巨きよ体たいを支えきれなかった。立方体の下面が地面に接せつ触しよくし、魔妖は停止した。

「正しいサイコロの形になったね」

　と墨染が言うと。

「あぁ、まぁな」

　烏丸は額に脂あぶら汗あせを浮かべて自じ嘲ちようの笑えみを浮かべる。

「けど、あの程度じゃ、すぐにまた脚を生やすだろ」

　烏丸の予想どおり、魔妖は砕けた触手の代わりを生やして己おのれの体を持ち上げつつあった。

「きりがないな。でも、倒たおさなくても足止めすりゃいいんで気は楽だ」

　烏丸はまた十五本の槍を浮かべ、そして発射した。

　そのとき、止まっていた立方体の前面から十五本の触手が、にゅぅっと生えた。

「！」

　驚おどろきに目を瞠みはる烏丸と墨染は、さらに驚くことになる。新たに生えた触手は凄すさまじい速さで伸のびてきて、空中を飛んでいく液体窒素槍ニトロジエノンを摑つかんだのだ。摑んだ触手はたちまち凍り砕けたが、おかげで本体は無傷のままだった。

　本体が前進を再開した。同時に、上面から新たに何本もの触手が生えた。生えた触手は上方へ伸び、途と中ちゆうでいきなり方向転てん換かんして、凄まじい速さで二人を目がけて襲おそってきた。

　魔妖の攻撃は基本的に魔妖が持つ魔力による特とく殊しゆ攻撃だから、間接であろうと直接であろうと、墨染の退廃的防御天蓋デカダンスドームで防げるはずだ。果たして触手の先せん端たんは退廃的防御天蓋デカダンスドームに阻はばまれ、二人の立ち位置から三メートル手前で止まった。だが、触手との接触で、本来、見えないはずの退廃的防御天蓋デカダンスドームが激しく明めい滅めつした。五本の触手が二人を摑もうとして退廃的防御天蓋デカダンスドームを激しく押している。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか、墨染!?」

「これだけなら大丈夫」

　逆にいえば、これ以上の攻撃が来たら大丈夫ではないということだ。烏丸は急いで液体窒素槍ニトロジエノンを五本浮かべ、目の前で蠢いている触手目がけて撃った。

　触手は凍りつき、砕けて散った。

　肉の立方体が震ふるえ、吼えた。

　目も耳も口もないから吼えたという表現が正しいのかどうかわからないが、少なくとも烏丸と墨染には、魔妖が怒いかりの咆ほう哮こうをしているように思えた。
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　魔妖が次の触手群を伸ばしてきた。今度は八本だ。だが、墨染の退廃的防御天蓋デカダンスドームに阻まれて二人の体には届かない。触手は退廃的防御天蓋デカダンスドームを突とつ破ぱしようと押し込んでくる。墨染には防御天蓋ドームが軋きしむ音が聞こえるような気がした。

　烏丸が八本の液体窒素槍ニトロジエノンを撃って触手を凍らせ、破壊。間かん髪はつを容いれずに次の触手が伸びてきた。今度は十五本。その十五本も退廃的防御天蓋デカダンスドームが食い止めたが、墨染は自分の魔力が削けずられつつあるのをはっきりと自覚していた。

「くそっっ！　槍の生成が追いつきゃしない！」

　烏丸は必死で魔力を練り上げ、液体窒素槍ニトロジエノンを創り出すが、空中に浮かんだ槍は十三本しかなかった。

「とりあえず、これで行けっ！」

　十三本の槍が飛んで、十三本の触手が破は壊かいされた。だが、残りの二本は退廃的防御天蓋デカダンスドームと押し合い圧へし合いを続けている。そこへまた新たな触手が襲ってきた。今度は十八本。残りの二本と合わせて二十本。墨染の魔力がみるみる減っていく。

　烏丸は一度に十二本しか槍を創つくれなかった。その十二本を発射シユート。十二の触手が破壊され、八本が残った。

「じり貧ひんだな！」

　すかさず新たな触手が二十本も飛んできた。合わせて二十八本の触手が、二人を狙ねらって目の前で蠢いている。

　墨染が苦しそうな声で告げた。

「これ以上来たらヤバい……かも」

「多少は時間が稼かせげた。朱鷺瑚さんたちはもう逃にげ切っただろ。あたしらも逃げるか」

「どうやって？　退廃的防御天蓋デカダンスドームを解いた瞬しゆん間かんに触手の餌え食じき」

「触手より速く走ればいい」

「そんな無茶な。わたし、短たん距きよ離り走苦手」

「じゃあ、あたしが抱かかえて走ってやる」

「それも無茶。それだと二人とも確実に触手の餌食」

　苦しげな顔のまま、墨染は眼前で蠢く触手を睨にらんだ。

「わたしもう少し頑がん張ばる。烏丸士長は逃げて。士長だけなら逃げられる可能性、高い」

「阿あ呆ほか。おまえだけ残して行けるわけないだろ！」

「二人とも触手の餌食になるよりはマシ」

「マシじゃねえよ、バカ！」

　烏丸は墨染の肩かたを摑んで言った。

「この触手はあたしが破壊する。魔妖が次の触手を生やして伸ばすまで、少しだけタイムラグがある。おまえはその隙すきに逃げろ。次の触手もあたしの槍で迎げい撃げきするから」

「それじゃ烏丸士長が触手の餌食」

「だから。二人ともやられるよりはマシって話だろ。それにあたしはおまえよりずっと足が速い。おまえじゃ逃げられないかもしれないが、あたしなら逃げられるだろ」

「無理。無理だと思う」

「いいから逃げろ！」

「烏丸士長こそ逃げて」

「言い争ってる場合か。早く行け」

　二人が不毛な言い争いをしているあいだも、墨染の魔力はどんどん削られていく。

「う……どのみちわたしには走る体力さえ残っていない。わたしが逃げるという選せん択たく肢しはなくなった」

「じゃあ、あたしがおまえを抱えて逃げるっていう選択肢を選ぶしかないな」

「なに言ってるの。烏丸士長が逃げるという選択肢しかない」

「うるさい。気が散る、静かにしてろ」

　烏丸はありったけの魔力を絞しぼり出して液体窒素槍ニトロジエノンを二十三本、生成した。

（く……こんだけの数を同時に創ったのは初めてだ。消耗、半はん端ぱないな。もう魔力がほとんどからっけつだ。っていうか、体力も）

「悪い、墨染。おまえを抱えて逃げるのは無理そうだ」

「烏丸士長、バカだ」

「おまえだってバカだろ」

　烏丸が二十三本の魔ま槍そうを撃つと、眼前で蠢いている触手はすべて凍りつき、すべて砕け散った。

「あ、駄だ目めだ。魔力切れた。足も動かない」

　ふらつく体を必死で支えつつ烏丸が叫ぶ。

「今だ！　走れ、墨染！」

「無理無理。わたしも走れない」

「ちっ。おまえと心中か。どうせならいい男と一いつ緒しよに最さい期ごを迎むかえたかったな」

「まだだよ烏丸士長。わたしもう少し頑張れる。頑張れば朱鷺瑚さんが応おう援えんを連れて戻もどってきてくれるかもしれない」

（それは望み薄うすだな。いや、墨染も信じてるわけじゃない。そうでも言わなきゃ、すぐにぶっ倒れてしまいそうだから言ってるだけだ。やれやれ、なんでこうなっちまったか）

　烏丸は内心で苦く笑しようしながら応えた。

「そうだな。もうちょっと頑張ってみるか」

（と言ったものの、もう魔力はからっけつだ。体力も残り少ないし、頑張る手段がないんだけどな。こんな場所であんな化け物みたいな魔妖に出くわすとは、ついてないな。いや、魔妖はそもそも化け物だったな）

　烏丸はくくっと嗚お咽えつするように笑って顔を上げた。すぐに次の触しよく手しゆ群が襲ってくるかと思ったが、案に相そう違いして触手は来ない。なのに烏丸は悲鳴を上げていた。

「本体が前進してくる！」

　下面や側面から生えた触手に支えられた巨きよ大だいな肉の立方体は、もっそりと前進を始めていた。

「こっちの魔力を削るだけ削ったから、あとは本体で押し潰つぶそうってぇのか」

「触手が来ないなら、逃げる？」

「背中を見せたとたん、触手が飛んでくるだろうさ。それより何より、走るだけの体力がもうない」

「じゃあ、鳥籠バードケージを保持したまま後ずさりで退たい却きやく」

「とうてい逃げ切れるとは思えないが、そのくらいしかすることがないな」

　二人はよろめく足を踏ふん張り、魔妖を見み据すえたまま、じりじりと後退を始めた。
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　自分の体がリズミカルに揺ゆれているのが心ここ地ちよかった。全身に上う手まく力が入らないが、意識はほぼ回復したように思える。少年はうっすらと目を開けて周囲の状じよう況きようを視し認にんしようとした。

　誰だれかに背負われているのがわかった。すぐ隣となりに二人の女子が走っている。自分を背負っているのも、どうやら女子のようだ。

　だから軟やわらかくて温かいのかなと少年は思う。

　そのとき、揺れるリズムが乱れた。彼を背負って走っている者が、瓦が礫れきを飛び越こえようとしたのだ。空中に浮ふ揚ようする感覚に続いて、落下する感覚。彼の体が、背負っている者の背中でずれ動いた。彼は自分の体を支えようと、無意識のうちに両りよう腕うでに力を込こめる。腕の筋肉は予想外にちゃんと動いた。だが、手が摑んだ場所は彼の予想外のところだった。

「やんっ」

　背負っている者が艶なまめかしい悲鳴を上げ、急停止した。

「どうしたの、朱鷺瑚さん？」

　太秦と椥辻も足を止める。

「この子が、いきなりわたしの胸を摑んできたの」

　淀屋橋は左手で少年の右手の甲こうを思いきり抓つねった。強きよう烈れつな痛覚を感じて、少年は悲鳴を上げる。

「痛いたたたた！」

「あ、目が覚めた!?」

　全ぜん裸らの少年が、ぼとりと淀屋橋の背中から落ちた。

「ひゃっは～」

　素早くバックパックを下ろして少年に飛びかかろうとする椥辻を淀屋橋が羽は交がい締じめにする。

「気がついたのね。わたしたちは討魔兵団の討魔兵よ。廃区内であなたを見つけたから、今連れて逃げる途と中ちゆう。で？　あなたは誰？　どうしてあんなところにいたの!?」

　瓦礫が散乱するアスファルトの上にへたり込んだまま、少年は淀屋橋を見上げる。

「えぇと……僕は誰でしょう？　どうしてこんなところにいるのでしょう？」

　椥辻を羽交い締めにしたまま、淀屋橋は太秦と顔を見合わせ、首を捻ひねった。

「どういうことかしら」

「まさかの記き憶おく喪そう失しつ？」

　だが、淀屋橋はすぐに意識を切り替かえる。少年がどこの誰なのか、どうして魔素に満ちた廃区で生きていられたのか、そもそもどうやって廃区へ入り込んだのか。知りたいことはいろいろとあるが、今はそれどころではなかった。

「話を聞くのは後回しね。早く戻って増ぞう援えんを呼んで来なくては。でないと、セッちゃんとケイちゃんが危ないわ」

「あ、それなんですけど」

「え？　それって、どれかしら？」

「あなた方のお仲間二人が、魔妖と戦っているのですよね」

　淀屋橋の目が細められる。

「どうしてあなたがそれを知っているの？」

「さっき、半分ほど覚かく醒せいしたときに話している声が聞こえたんです」

「そうだったの。でも」

「その話はあとです。それよりも」

　何か言おうとする淀屋橋を遮さえぎって彼が立ち上がった。

「え!?」

「うわ！」

「ご褒ほう美びありがとうございます！」

　全裸の少年が仁に王おう立ちになったので、淀屋橋と太秦は慌あわてて目を逸そらせ、椥辻は随ずい喜きの涙なみだを流して喜んだ。

「ちょ、たんまよ、たんま！」

　淀屋橋に羽交い締めにされたままの椥辻の前に回った太秦は、椥辻のウエストポーチを外した。

「あれ？　何するんです、太秦士長？」

「わたしたちのより大きいから、これなら足りるわね」

　と呟つぶやいた太秦は、ウエストポーチのベルトを緩ゆるめると、少年の背後に回って、そこから腰こしに手を伸ばし、ウエストポーチを彼の腰に装着した。普ふ通つうより少しだけ下方、ちょうどポーチが腰の前部に来るように、だ。

「どう、朱鷺瑚さん？」

「あ……上う手まいこと隠かくれたわ」

「よかった。これでまともに話ができそう」

　一方、椥辻は。

「どうして余計なことするんですかぁ。美お味いしいところが隠れちゃったじゃないですかぁ。でも、わたしのポーチが全裸細マッチョ美少年の股こ間かんに押し当てられて……それはそれでエキサイティング！　っていうかエクスタシーですよう！」

「この馬ば鹿かの口を永遠に封ふうじる手立てはないものかしら」

「はい、カガちゃん、少し静かにしていてね」

　羽交い締めを解いた淀屋橋は、椥辻の首を両手で摑つかんで斜ななめに傾かたむけた。

　ぼき。

　変な音がして、椥辻の体から力が抜ぬけ落ちる。彼女が地面に頽くずおれるのを放ほうっておいて、淀屋橋は少年に向き直った。

「それよりも、とは？　あなたは何を言いたいのかしら？」

「あなた方のお仲間は、かなり危険な状況に追い込まれていると推測されます。おそらく増援部隊は間に合いません」

　淀屋橋と太秦は、ぎくりと体を強こわばらせる。

「ですから僕たちで助けに行きましょう」

　淀屋橋の顔に困こん惑わくが浮うかび上がる。

「助けに行くと言われても。そもそもわたしたちでは太た刀ち打ちできない魔妖だから、セッちゃんとケイちゃんが時間稼かせぎをしてくれているのであって。もちろん、あなたを連れて逃にげる時間を、よ？」

「大だい丈じよう夫ぶです。僕がいれば太刀打ちはできます。僕の能力ちからがあれば魔妖を倒たおせます」

「はい？　どういうことかしら？」

「僕は、あなた方の言うところの討魔の技能が使えますから」

「はいぃ!?」

　淀屋橋が目を剝むき、太秦も驚おどろきに目を見開いた。

「正確に言えば、僕が使うのではなく、皆みなさんの魔技を手助けするというか増ぞう幅ふくするのですが、詳くわしい説明をしている時間はありません。それに、僕も上手く説明する自信がありません。とにかく僕の言うとおりにしてください。そうすれば、あなた方のお仲間を助けられる可能性はあるのです」

（言われてみれば、たしかに今は彼から微び弱じやくな魔力を感じるけど……）

　困惑を色いろ濃こく顔に浮かべたまま淀屋橋は少年を見つめる。

（廃区内で生きていたことも不可解なら、魔力を感じることも不可解。こんな常識外れの存在であるこの少年を信じてもいいのかしら）

　けれど、じっくりと考えている余よ裕ゆうはない。応援を連れていかなければ、烏丸と墨染は間ま違ちがいなく死ぬことになるだろう。

（二人が助かる可能性が、たとえ一％でも上がるなら……この少年に賭かけてみるのもアリなのかも）

　男のくせに廃区で生きていたという常識外れの存在なら、常識外れの能力を持っているかもしれない。淀屋橋はそこに僅わずかな望みを託たくすことにした。

「わかったわ。可能性があるのなら、やりましょう。いいわね、ザミちゃん？」

「……朱鷺瑚さんが、小隊長が決めたのなら」

「では、戻もどりましょうか。あ、その前にカガちゃんを起こさなくては」

　地面の上でぐったりとしている椥辻を見下ろして淀屋橋がそう言うと。

「すみません、その前に」

「はい？　まだ何か？」

「何かというか、僕、まだ全身の筋肉にしっかり力が入らなくて走れそうにないんです。すみませんが、もう一度、背負ってもらえます？」

「……仕方がないわね。でも、さっきみたいにいきなり胸を摑むのはなしよ？」

「あ、はい、すみません、許可が出ない限り、もうしません」

「いえ？　申しん請せいされても許可を出す気は毛頭ありませんけどっ!?」

「そうよね。朱鷺瑚さんの胸を男に揉もませるくらいなら、わたしと烏丸で揉み拉しだくわ」

「ザミちゃんも何を言っているのかしらっ!?」

「あの、それより急がないと」

「あ、ああ、そうね。では」

　淀屋橋は少年に背を向けてしゃがみ込む。

「乗ってください」

「お邪じや魔まします」

　少年が頭を下げて淀屋橋の背中にもたれかかると、彼女は小さく噴ふいた。

「お邪魔しますって。変な言い方ね」

　淀屋橋は少年の太ふと腿ももを両手で支えると、その体重をものともせず、ひょいと腰を伸ばして立ち上がった。

「う～ん、ポーチが背中に当たって邪魔ね。でも我が慢まんするしかないわ」

（男子のアレが当たるよりはマシだし。というか。さっきまでモロに当たっていたのよね。思い返すと、かなり危ない図式ね）

「どうしたの、朱鷺瑚さん？　顔が赤いけど。やっぱり彼、重い？」

「あ、そ、そうね、重いのは重いけど、でも大丈夫。それよりザミちゃん、カガちゃんを起こして」

「椥辻は、ここに捨てていってもいいんじゃないかなぁ」

　などと毒づきながら、太秦は椥辻の頰ほおを叩たたいた。

「ほら、起きなさい椥辻。戻るわよ！」

　けれど椥辻は目を覚まさなかった。太秦はため息を吐ついて、椥辻の耳みみ許もとに顔を寄せる。

「早くしないと、お目当ての新刊が売り切れるけど？」

「うわぁお」

　椥辻の上体が跳はね起きた。

「あ、あれ？　ここは？」

「この馬鹿は、ホントにもう」

　太秦が天を仰あおいだ。

　きょろきょろと周りを見回す椥辻の頭上から淀屋橋が声をかける。

「セッちゃんとケイちゃんを助けに戻ります。ついてきて」

　そう言うや否いなや、淀屋橋は少年を背負ったまま全速力で駆かけ出した。太秦も遅おくれずに従ついていく。背負われた少年の臀でん部ぶに視線を向けたまま、べつにキリスト教徒でもないのに、椥辻は十字を切った。
















「神様、今日という幸せな日をくださったあなたに尽つきせぬ感謝を」

　それから椥辻は急いでバックパックを拾い上げ、淀屋橋（と裸はだかの少年の臀部）と太秦を追いかけて猛もうダッシュを始めるのだった。
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　烏丸と墨染は後退を始めたものの、その速度は散歩並みに遅おそい。魔妖の進み具合も決して速くはないのに、徐じよ々じよに相そう互ごの距きよ離りが詰つまってしまう。

「いま触しよく手しゆを伸ばされたら終わりだな」

「あと一いち撃げきくらいなら受け止める」

「触手が飛んでこなくても、いずれ本体に追いつかれて押し潰つぶされるだろうけど、魔素の薄うすい場所まで逃げられれば、あの魔妖も追ってこられないはずだし。逃げられなくても、多少時間を稼げれば増ぞう援えんが来る可能性は上がる……か」

　と烏丸も信じていないことを口にしたその直後。

「セッちゃぁん、ケイちゃぁん！」

　後方から淀屋橋の声が聞こえて、二人は小こ躍おどりした。

「マジで増援来たっ!?」

　顔を輝かがやかせた二人が振ふり返ると、少年を背負った淀屋橋が走り寄ってくるのが見えた。その後ろから太秦と椥辻が従ついてくるが、他の討魔兵の姿は見当たらなかった。

「は？　どういうこと？　朱鷺瑚さん、増援を連れてきてくれたんじゃないのか？」

　烏丸が訝いぶかしげな顔で淀屋橋を見やっていると、墨染が声をかけてきた。

「烏丸士長、とにかく朱鷺瑚さんたちと合流」

「お、おお」

　二人は必死の形相で後退する足を速め、すぐに淀屋橋たちとの合流を果たした。
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「なんで戻ってきたの!?　わたしと墨染が決死の覚かく悟ごで時間稼ぎしたのに。朱鷺瑚さん、バカなの!?」

「バカじゃないわよ？　これにはちゃんと理由があるの」

　淀屋橋はドヤ顔で胸を張った。

「わざわざ死にに戻ってくるって、どんな理由があるの」

　淀屋橋はその場にしゃがむと、背負っている少年に声をかけた。

「はい、連れてきたわよ」

　少年は淀屋橋の背中から下りて自分の足で立った。全ぜん裸らの少年のちょうど股こ間かん部分を、黒いウエストポーチが隠かくしている。

「おまえのその恰かつ好こう、なんというか、絶ぜつ妙みようだな」

　ジト目になった烏丸がそんな感想を漏もらしたが、墨染のほうはあまり反応しないまま、ふうぅん、と言って冷静な目で少年を見ていた。

　少年は奇き天て烈れつな恰好にも恥はじる様子はなく、真まっ直すぐに真しん摯しな視線を烏丸のほうに向けてきた。烏丸が何か言おうとするのを制するように、少年が右手を伸のばす。

「アレを倒しましょう」

「は？　アレを？　倒す？」

　少年の右手の先に視線を向けた烏丸が見たものは、こちらに向かってゆっくりと進んでくる肉の立方体だった。

「いやいや、なに言ってるの、おまえ？　っていうか、朱鷺瑚さん!?」

　烏丸が淀屋橋に疑うたぐり深そうな目を向けると。

「あのね、目を覚ました彼がね、『僕がいればあの魔妖を倒せる』って言うから、それで連れてきたの」

「はぁあぁ!?　朱鷺瑚さん、そんな出任せを信じたの!?」

「でも、彼、大だい丈じよう夫ぶだって言うのよ。僕の能力ちからがあれば魔妖を倒たおせるって」

「はぁあぁあ!?　能力って何!?　それこそ出で鱈たら目め、出任せの極きわみでしょ！」

「でも、少しだけど彼から魔ま力りよくを感じたわよ？」

「え？　マジ？　あり得ない」

「あり得ないわね？　でも事実は事実。だからわたしたちは、彼の言葉に賭けてみることにしたの。このままじゃセッちゃんとケイちゃんを失うことになってしまうもの。そんなの嫌いやだわ」

「朱鷺瑚さん……いや、でも」

　二人のやり取りに少年が割り込んできた。

「あの魔妖には、あなたの氷結系の魔技が効果的です。だから、あなたが魔技攻撃をして、僕が魔ア技シ補ス助トをします。それでアレを倒せます」

「アシスト!?　それこそあり得ないだろ」

「アシストしてアジャストします」

　少年が、ずいっと烏丸のほうへ近づいてきた。股間だけをウエストポーチで隠した全裸姿で。

「ちょ、その恰好でこっち来んな！」

「そのポーチ、わたしのなんですよう。いま、わたしの精神こころはわたしのポーチによって、彼の大事なところと繫つながってるんですよう。なんてエクスタ」

　ごす。

　椥辻の脳天に淀屋橋のチョップが突つき刺ささり、くにゃっと椥辻が頽くずおれた。

（うわぁ。いざとなると、ほんっとに容よう赦しやないな、朱鷺瑚さん）

「続けてくれる？」

　と淀屋橋が少年を促うながす。

「はい」

　少年が頷うなずいた直後、墨染の悲鳴のような声が上がった。

「もう魔妖がすぐそこまで来てる！」

　烏丸がはっとして振り返ると、肉の立方体との距離は三十メートルかそこらまで縮まっていた。至近距離で見上げる魔妖の姿には恐おそろしいほどの圧あつ迫ぱく感がある。

「触手が来る！」

　墨染が悲鳴のような声を上げた。

　今までよりもずっと太い触手が一本、立方体の前面から生えたかと思うと、いきなり伸びてきた。同時に少年が素す早ばやく動き、左手を伸ばして墨染の背中に掌てのひらを押し当てる。

「えっっ!?　噓うそっっ!?」

　墨染が驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめる。触手は彼女が展開する退廃的防御天蓋デカダンスドームに触ふれた瞬しゆん間かん、ぼろぼろと崩くずれ落ちた。烏丸も、信じられないといった顔で墨染を見つめた。

「おい、なんだ、今の!?」

「わ、わからない。空っぽになっていた魔力が急激に高まった。もう満タンを超こえている。魔ま力りよく充じゆう塡てん百二十パーセントっていう感じ」

「な、なにぃ？」

「次はあなたの番です」

　裸の少年──股間だけをウエストポーチで隠している──が右手を伸ばしてきたので、烏丸はびくぅっと跳とび退のこうとしたが、それを墨染が押し止とどめた。

「烏丸士長、彼に触さわられてみるとわかる。魔力充塡百二十パーセント」

「ななな、何を言ってるんだか」

　烏丸がその場で固まっていると、彼の手が彼女の肩かたに置かれた。その直後、烏丸は自分の魔力が急速に回復していくのを感じた。

「なっ、なんだ、これぇ!?」

　彼女は思わず悲鳴のような声を漏らしていた。

（今までとは比べものにならないくらいの魔力量が体に満ちているのを感じる。これは、いったい……）

「どうですか？」

　という少年の声に、我に返った烏丸は思わず振り返り、そして慌あわてて顔を背そむけた。

（至近距離で見るマッパ男子とか、ヤバい。いや、マッパじゃないけど。股間だけ隠れているけど、その珍ちん妙みような恰好が、なおヤバい）

　そっぽを向いた烏丸の耳に少年の声が届いた。

「それなら撃うてるでしょう？」

「あ……ああ。どでかい奴やつを何発でも撃てそうな気がするな」

　烏丸が視線を魔妖に戻もどすと、肉の立方体が震ふるえるのが見えた。

　前面と上面から伸びた触手が十数本、烏丸と墨染を目がけて突つっ込こんできた。しかし、そのどれもが墨染の退廃的防御天蓋デカダンスドームに弾はじかれて空中に舞まい上がっていく。弾かれた触手の先せん端たんが、ぐずぐずと崩れ落ちる。膨ぼう大だいな魔力に支えられた退廃的防御天蓋デカダンスドームは、触れるだけで魔妖にダメージを与あたえた。

（そんなの、見たことも聞いたこともないぞ）

　崩れ落ちる触手を横目で睨にらみながら烏丸は溢あふれ出す魔力で液体窒素槍ニトロジエノンを練り上げ、一気に三十本の魔ま槍そうを生成した。

「いや、まだ行ける」

　さらに二十本。都合五十本の液体窒素槍ニトロジエノンが烏丸の周囲にひしめいている様を見て、太秦が目を瞠みはった。

（凄すごい！　っていうか、凄すぎる）

　大量の液体窒ちつ素そに冷やされ、周りの空間の温度が下がってきた。戦せん闘とう服は耐たい寒かん仕様ではあるが、その光景を見た淀屋橋と太秦は大きく身み震ぶるいをする。

「発射シユート！」

　五十本もの液体窒素槍ニトロジエノンが一いつ斉せいに飛んだ。退廃的防御天蓋デカダンスドームを貫つらぬけないまま空中で蠢うごめいていた触手は、飛んでいく液体窒素槍ニトロジエノンに触れただけで凍こおりついてしまう。

　凍った部分の面積が凄すさまじい速度で広がっていき、やがて触手は根元まで凍りついて砕くだけ散った。ほぼ同時に、五十本の液体窒素槍ニトロジエノンが肉の立方体本体に命中する。立方体の表面はあっという間に凍りつき、魔妖はその動きを止めた。

「なんだ、これ!?　これがあたしの魔技攻撃か!?　あり得ないだろ、こんなの！」

　自分で撃った液体窒素槍ニトロジエノンの威い力りよくに、烏丸自身がいちばん驚おどろいていた。

「次は、あなたです」

　振ふり返った少年が太秦を手招いた。

「え？　わたし？」

「アレは今なら内部まで凍っていますから、あなたの炎えん弾だんで熱すれば急激な熱変化に耐たえられずに、アレは爆散するでしょう」

　どうしてそんなことがわかるのよ、と思った太秦だが。

「ザミちゃん、やって」

　と淀屋橋に背中を押され、ふらふらと進み出る。

「僕の前に立ってください」

　と手招く少年の体をあまり露ろ骨こつに見ないように気を遣つかいながら──それでもちらちらと見てしまったが──太秦は烏丸の隣となりに立った。

　少年が烏丸の左ひだり肩かたに置いていた右手を太秦の右肩に置き換かえると。

　どくん。

　全身が脈打ったような気がした。体内で魔力が膨ふくれ上がっていくのを感じる。

（なるほど。烏丸や墨染が、あんな馬ば鹿かげた威力の魔技を使った理由がわかった。けど、こんな真ま似ねができるなんて、こいつ、いったい何者なのかしら）

　そんな疑念に囚とらわれつつ、太秦は魔力を練り上げ、炎えん弾だんを生成する。眩まばゆい輝かがやきを放つ灼しやく熱ねつの光球が四つ、太秦の前面に出現した。その膨大な魔力量に烏丸は圧あつ倒とうされる。

（おい、これもかよ。いつもの太秦のとは威力が桁けた違ちがいだぞ）

　戦闘服は耐たい熱ねつ仕様でもあるが、にも拘かかわらず、体表がちりちりと焼け焦こげるような錯さつ覚かくを烏丸は覚えた。

「超高熱炎弾リトルサンフラワー、投擲スロウ！」

　眩い白熱の炎弾が打ち放たれた。

　極小の太陽のようなそれは凍りついた魔妖に次々と命中し、凍った立方体を溶とかしつつ内部に潜もぐり込んでいく。

　ぱきぃっっ。

　びしぃっっ。

　魔妖の本体がひび割れる音が響ひびいたかと思った次の瞬間、縦じゆう横おう無む尽じんに亀き裂れつが走り、巨きよ大だいな立方体は粉々に割れて砕け散った。破は片へんが地面に落下する音が盛せい大だいに響き渡わたる。

（た……助かった……のか）

　烏丸と太秦は安あん堵どの息を吐はいた。一方、少年の体からは力が抜ぬけ、目の前にいる烏丸と太秦の背中に寄りかかるようにして気を失った。裸はだかの少年の体を背中に感じつつ、烏丸と太秦は大いに混乱する。混乱し疑念に囚われていたのは淀屋橋も墨染も同じだ。

（男のくせに魔技が使えるというのは、いったい？）

（烏丸士長の、太秦士長の、そしてわたしの魔力を極限以上に高めてみせた？）

　魔技補助という概がい念ねん、たしかにあるにはあったが、実際に使える討魔兵にお目にかかったことはない。討魔兵団の研究部門でも、まだ実例を把は握あくしていないはずだった。それなのにこの少年は平然とそれを使ってみせた。そんな彼が第三汚染度地区ダーテイー・スリーに倒れていたのは何な故ぜか。

　助かったという安あん堵ど感と共に、様々な疑念に囚われたまま、四人は──椥辻は気絶して倒れている──その場に立ち尽つくした。
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「あ、朱と鷺き瑚こさん、戻ってきた」

　長なが椅い子すに座っていた烏からす丸ま刹せつ那なが腰こしを浮うかせた。

　烏丸たちがいるのは討とう魔ま庁ちよう三女師団トリスケリオン第二師団の江え古ご田たの森もり公園駐ちゆう屯とん地ち内の病びよう棟とうで、淀よど屋や橋ばし小隊の五人は、廃はい区くで発見、救出した少年を、先ほどここまで運んできたのだった。

　最初に廃区で民間人を保護したと言ったとき、医師や看護師はそれほど驚かなかった。廃区へ入り込む民間人は、ごく希まれに、いることはいる。だが、それらは回収屋と呼ばれる討とう魔ま士し崩くずれに限られる。つねに魔ま素そが漂ただよっている廃区では、外がい縁えん部を除くと討魔の資質がない人間は生存すら難しい。だから、一いつ般ぱん人が廃区の奥へ入り込むことは不可能。という経験則に照らせば、保護されたのは無断で廃区に入り込んだ討魔士崩れの回収屋だろうと担当医師は判断した。

　ところが保護された者を見て医師は驚きよう愕がくした。それが男子だったからだ。

　医師は大おお慌あわてで第二師団の司令部に報告を入れた。最初、司令部は医師の報告の真しん偽ぎを疑ったようだが、電話に出た淀屋橋が説明するとようやく信じたらしく、彼女に対して、すぐ報告に来るようにと命じてきた。そこで淀屋橋は司令部へ報告に向かい、彼女を除く四人は、そのまま病棟の廊ろう下かで待機していたのだった。

　もう夜半に差しかかる時刻のこと、病棟の照明は極きよく端たんに絞しぼられていて廊下は薄うす暗ぐらかった。昼間は明るい緑色に見えるリノリウムの床ゆかも、今は暗あん灰かい色しよくにくすんでいる。

　烏丸が立つと、彼女の隣に腰を下ろしていた太秦うずまさも、廊下の反対側の長椅子に座っていた墨すみ染ぞめと椥なぎ辻つじも、次々に腰を浮かせた。戦闘域から病棟へ直行したから、全員が戦闘服のままだった。極ごく薄うす素材の戦闘服は、激げき闘とうの痕こん跡せきを留とどめ、ところどころ焦げたり破れたりしている。

「どうだったの、朱鷺瑚さん？」

　歩み寄ってくる淀屋橋に向かって烏丸が大声を発すると、彼女は右の人差し指を唇くちびるの前に立て、静かにするように、とジェスチャーで伝えてきた。烏丸の前まで来ると淀屋橋は足を止め、軽く相手を睨んだ。

「病棟で、しかも深夜なのよ、セッちゃん」

　さして反省しているふうでもなく烏丸は、ごめん、と軽く会え釈しやくする。太秦、墨染、椥辻の三人も、淀屋橋と烏丸の下へ集まってきた。

「司令部は大おお騒さわぎになっていたわね」

「まぁ……そうなんだろうな」

　烏丸が肩かたをすくめると、ですよねぇ、と椥辻が頷うなずいた。

「なんてったって全ぜん裸ら美少年ですもん。みんな騒さわぐですよう」

「騒ぐのはそこじゃねえだろ」

　と烏丸がツッコむと。

「そこに騒ぐのは椥辻くらいじゃないの？」

　と太秦も絡からんできた。

　椥辻が、いかにも驚いたという顔を二人に向ける。

「え？　騒ぐでしょう？　全裸美少年のあられもない痴ち態たいを間近で見たわたしら、みんなから羨せん望ぼうの眼まな差ざしでしょう？」

「あられもない痴態って、ただ瓦が礫れきに埋うまってただけじゃねえか」

「だからぁ。いったい何がどうなってあんな場所に全裸で埋まっていたのかって考えると、もう堪たまらんじゃないですかぁ！」

「椥辻の妄想力は留まるところを知らないわね」

　烏丸と太秦は蔑さげすんだ視線を椥辻に向けるが、彼女はどこ吹ふく風の体ていだ。

「しかも。しかも！　最後はわたしのポーチが彼の全裸股こ間かんに圧着で密着ですよう。これに興奮しない女子は、もう女子じゃないですよう」

「腐くさってる分ぶん際ざいで女子を語るな！」

「椥辻一士の脳には、右脳と左脳の他に腐ふ脳のうがある」

「お？　上う手まいな、墨染！」

「三人とも、脱だつ線せんしすぎよ。というか、静かにしなさい」

　淀屋橋に𠮟しかられ、烏丸と太秦と墨染は決まり悪そうに顔を背そむけた。

「廃区で見つかったのが男子だったんだもの。彼の出いで立ちはともかく、騒ぎにならないほうがおかしいわよね」

　淀屋橋は真しん剣けんな顔でそう言った。

「そうそう。あんな魔素の濃こいところに男がいて、しかも生きていたとなれば騒ぐよな。ということをあたしは言いたかったんだ」

　そう言って烏丸が椥辻を睨にらむ。

「そうです？　そこ、そんなに騒ぐところです？」

　かなり騒ぐところよ、と淀屋橋が応こたえた。

「魔素への耐たい性せいがない男性が、あんなに魔素の濃い場所に生存していたんだもの。ふつうなら一時間もしないうちに死ぬくらいの魔素濃のう度どだったはずよ、あそこ。死なないまでも、濃い魔素に晒さらされれば、耐性のない者は内臓や脳に機能障害が起きたりするのに、彼にはそんな様子がなかった。それだけで、わたしたちの常識を覆くつがえすような大事でしょう？」

「そうなのかなぁ？　何事にも例外があると思うですよう。それより美少年×全裸という前代未み聞もんの事態こそ重要じゃないですかぁ？　どうせなら、一人じゃなくて二人で倒たおれていてくれると、もっと嬉うれしかったのに。どちらが攻せめてどちらが受けるのか、とかぁ」

「駄だ目めだ、こいつ。脳内すべてがＢＬ色に染まってやがる」

「失礼なぁ。わたしの頭の中はＢＬ色だけじゃないですよう」

「他に何があるんだ？」

「百ゆ合りでもノーマルでも獣けも娘むすでも、どんと濃いですよう」

「駄だ目め駄だ目めだ、こいつ。っていうか、来いの字が間ま違ちがってなかったか？」

　烏丸が蔑んだ目を椥辻に向けていると、太秦が訊きいてきた。

「ＢＬ色ってどんな色よ？」

「さぁな。腐ったピンク色とかじゃね？」

「気持ち悪いわね」

「もしかすると全裸美少年パーティーの席で一人だけ脱ぬがされ、全員で寄って集たかって強ま姦わされそうになったので逃にげ出してきたとかかもしれないですよう。そのパーティーでは、アイマスクだけした全裸美少年が優ゆう雅がにダンスを踊おどってたりするですよう」

「おい、誰だれかこいつを黙だまらせてくれ！」

　ごす！　どさ。

　対魔ま妖よう戦用の拳けん銃じゆうの銃じゆう床しようで椥辻の後頭部を殴なぐりつけた墨染が、床に頽くずおれた椥辻を指さしながらドヤ顔で応えた。

「命令に従って黙らせた」

「お、おお、センキュな」

「これでまともに話が進む」

「墨染の言うとおりだ」

　大きく頷いた烏丸は、改めて淀屋橋に向き直る。

「で？　司令部はなんて言ってるの？」

「彼の容よう態だいが安定したら、監察部から査問官が来るって。それまでわたしたちも待機」

「え？　それって……」

　太秦が目を見開いて淀屋橋を見ると、彼女は、そうよ、と頷いた。

「わたしたちも事情聴ちよう取しゆされることになるわ」

「うえぇぇ～～」

　気絶している椥辻を除く三人、太秦、烏丸、墨染の顔が嫌いやそうに歪ゆがんだ。
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「監かん察さつ部の沢さわ良ら宜ぎ中ちゆう佐さである」

　そう名乗った将校が敬礼を寄よ越こすと、淀屋橋以下が一いつ斉せいに敬礼を返した。

「淀屋橋小隊の小隊長、淀屋橋少しよう尉いであります」

「淀屋橋小隊の烏丸討魔士長であります」

「淀屋橋小隊の太秦討魔士長であります」

「淀屋橋小隊の椥辻一等討魔士でありますぅ」

「淀屋橋小隊の墨染二等討魔士であります」

「ご苦労」

　沢良宜中佐が敬礼を解くと、五人も一斉に右手を下ろした。

　中佐は理知的な顔の造作と怜れい悧りな瞳ひとみが印象的な将校だった。身長は百七十センチほどあって、背の高さは淀屋橋とあまり変わらないが、体型的にはかなり違ちがっていた。淀屋橋がぼん、きゅっ、ぼん、だとすれば、沢良宜はかなりスレンダーな体型だ。言い換かえると、あまり凹おう凸とつがない体型だ、となる。目つきの鋭するどさもあってマニッシュな印象だ。監察官らしく、一分の隙すきもなく軍務服──上着とスカート──を着こなしている。その恰かつ好こうを見なければ男性と見間違う者もいるだろう。

　沢良宜少しよう佐さの後方には、大おお柄がらな女性に指揮された一個小隊五名がひっそりと控ひかえていた。全員が監察部を表す部章を付けている。背後に控えている小隊長は中佐よりも背が高く、確実に百八十センチ以上ある。階級章から曹そう長ちようであることが窺うかがい知れるが、いかにも現場の叩たたき上げといった迫はく力りよくに満ちた女性だ。小隊の武装は通常兵器だったが、それは彼女たちの戦う相手が魔妖ではなく人間だということを示している。

　監察部は討魔兵団内の揉もめ事を調査、解決することが主な職能で、昔の軍隊用語で言うなら「憲兵」に近いだろうか。兵員の素行調査も行うので、もしかすると烏丸などは監察部に目をつけられているかもしれない。とはいえ監察部は討魔士の体調管理なども行っており──健康診しん断だんなどは監察部が実じつ施ししているのだ──単なる軍事警察的な部署ではなかった。

（中佐かよ）

（沢良宜中佐といえば、監察部の部長だったんじゃ？）

（いきなり大物が出てきたね）

　敬礼を終えた烏丸と墨染と太秦がひそひそ話をしていると。

「淀屋橋少尉」

「はい、沢良宜中佐」

「わたしは君たちが保護した少年の様子を見て、担当医と話をしてくる。その間、ここで待機していてくれないか」

「了りよう解かいしました。沢良宜中佐のお戻もどりをお待ちします」

「座って待ってくれてかまわない。それと、後ろの五人はあまり気にしなくてもいい」

「それも了解しました」

　淀屋橋の背中に隠かくれるように立った烏丸と太秦がひそひそと言葉を交かわす。

（気にするなって、どう見てもあいつら、わたしらを見張ってる感じなんだけど？）

（だから。それを気にしちゃ駄目だって話でしょ）

「芝しば原はら士長、一いつ緒しよに来てくれ」

「はい」

「残りはここで待機だ、南みな部べ曹長」

「了解であります」

　沢良宜中佐が、にやりと笑って言葉を継ついだ。

「ただし、君たちは座れないぞ」

　南部という大柄な曹長も、にやりと笑って応えた。

「勝手に座ろうとする者がいたら、わたしが寝ねかしつけてやりますよ」

「では行ってくる。今の状態だと軽く話を聞く程度だろう。患かん者じやにあまり負担をかけられないからな。十分かそこらで終わる」

　沢良宜中佐は病室のドアを軽くノックすると、静かにドアを開けた。
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「失礼するよ」

「沢良宜中佐」

　病室にいた医師と看護師が姿勢を正す。

　ベッドの上に上体を起こし、ぼんやりと天てん井じようを見上げている少年に視線を向けた沢良宜が、

「どんな具合かね？」

　と医師に尋たずねると、彼は声を落として答えてきた。

「どうやら記き憶おく喪そう失しつ……のようですね。いろいろ訊いてみたのですが、ほとんどまともに答えてくれません」

「そうか。いま訊けるか？」

「短時間なら大だい丈じよう夫ぶかと」

「では、わたしが訊いてみよう」

　沢良宜は部屋の隅すみに置いてあった折り畳たたみのパイプ椅い子すを持ってきてベッドの横に置き、そこに腰こしを下ろした。

「君の名前を教えてくれないか、少年」

　呼ばれた少年が、ゆるゆると中佐に顔を向けてきた。

「えぇと？」

　少年が小首を傾かしげたので、沢良宜は自己紹しよう介かいを始めた。

「わたしは討魔庁三女師団トリスケリオン第二師団監察部の沢良宜という。階級は中佐だ。君は討魔兵団のことは知っているかな？」

　少年は力なく首を左右に振ふる。

「そうか。では、改めて問おう。君の名前は？」

「それもわかりません」

「君は廃区で発見された。どうしてそんなところにいた？」

「わかりません」

「発見されたとき、君は裸はだかだったそうだ。なぜ裸だった？」

「わかりません」

「脱ぐのが好きなのかね？」

　少年がきょとんとした顔を向けてきた。

　沢良宜は薄うすく笑いながら、彼に向かって手を振った。

「冗じよう談だんだ」

「そうですね、もしかすると脱ぎたがりの露ろ出しゆつ狂きようなのかもしれません」

「は？」

「いえ。冗談です、気にしないでください」

（こいつ）

　沢良宜の目が細められた。

（記き憶おくは喪なくしていても、こういう冗談は言えるんだな）

　沢良宜はすぐに表情を戻し、尋じん問もんを再開する。

「君は魔マ技ギが使えるようだね。しかも、魔ア技シ補ス助トが」

「ええ。でも、どうして使えるのかと訊きかれても、その理由はわかりません」

「なるほど。魔技補助については自覚して使っていたわけだ」

「はい、そうです。ちなみに、戦った魔妖のこともなんとなくわかっていました。えぇと、どんな魔技が有効なのかとか」

「しかし、どうしてわかっていたのかはわからない？」

「はい。わかりません」

（淀屋橋小隊が遭そう遇ぐうした魔妖は兵団のデータにはなかったタイプだ。それなのに何な故ぜこの少年は魔妖のことを知っていた？　魔妖については、後ほど二に乃の瀬せ大佐にもう一度、確かく認にんしておいたほうがいいな）

「君、お腹なかは空いていないかね？」

　といきなり話題を変えられ、少年は不思議そうな顔になった。

「そう言われると……空腹感はあります」

「レントゲンを撮とった限り、君の胃い袋ぶくろは空だった。ということは、君は少なくとも丸一日以上、何も食べないまま、あそこに倒たおれていたことになる。以前に何か食べた記憶はあるかな？」

　少年は宙を見上げ、必死に思い出そうとしている。しかし、返ってきたのは芳かんばしくない答えだった。

「……すみません、何かを食べたという記憶はありません。どころか、僕は以前、どこで何をしていたのかということさえ思い出せません。過去のことは、まったく何も……」

「なのに、ふつうに話はできるんだね）

「そう……ですね。どうしてでしょう。自分でもよくわかりません」

　少年は大きなため息を吐ついて宙を見上げた。その視線は何かを見ているようで、その実何も見ていないようで、儚はかなげで虚むなしいものに思えた。

　少し考えていた沢良宜だが、やがて彼女は椅子から腰を浮うかせた。

「疲つかれたかな。今日はこのくらいにしておこうか」

　少年からの返事はない。

「だが、君がどこの何者で、どうして魔技が使えるのか、ということに関しては、我々は重大な関心を寄せている。日を改めて、また事情聴取につき合ってもらいたいが、かまわないか？」

　少年はゆるゆると顔を戻し、沢良宜に目を向けてきた。

「それはかまいません。僕はあなた方に命を救われた身なのですから。そういえば」

　少年は俯うつむいて、何かを思い出すような素そ振ぶりを見せた。

「僕を助けてくれた人たちに、まだお礼を言っていないような。きちんとお礼を言わせてもらいたいのですが」

「わかった。日を改めて引き合わせよう」

「ありがとうございます」

　頭を下げる少年の後頭部を見下ろしたまま、沢良宜は彼に言った。

「何か思い出したら、いつでもわたしを呼んでくれ。君を診みている医師や看護師に言えば、すぐにわたしは飛んでくる」

「はい、わかりました」

　沢良宜は、背後にいた医師に声をかける。

「手間を取らせたね」

「いいえ、お気になさらずに」

「このあとも彼のことをよろしく頼たのむよ。とても重要で恐おそろしく貴重な存在だからね」

　医師は緊きん張ちようを隠さずに頷うなずいた。

「承知しています」

「では、戻ろうか」

　沢良宜は部屋の片かた隅すみに控ひかえていた芝原討魔士長に視線を向ける。芝原は黙だまって頷くと、一歩を踏ふみ出した。

　沢良宜は芝原を従え、悠ゆう々ゆうとした足取りで病室から退出していった。その背中に向ける少年の視線は、沢良宜が入ってきたときとは別物の、瞳ひとみに光りが灯ともった生き生きとしたものだった。
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　沢良宜と芝原が病室から出てくると、淀屋橋以下、小隊の面々が弾はじかれたように長なが椅い子すから立ち上がった。南部曹そう長ちようも足早に寄ってきて沢良宜の横に立つ。

「如何いかがでしたか、中ちゆう佐さ？」

「何もわからない、というのが正直なところだな」

「で、ありますか」

「とはいえ、興味深い対象であることは間ま違ちがいない。当面、我々のところで保護して彼の回復を待つことにするが」

　沢良宜はそこで言葉を切り、素す早ばやく淀屋橋小隊の面々に視線を走らせたが、すぐに視線を部下に戻もどした。

「さて、南部曹長、ここは君に任せる」

「了りよう解かいです、中佐。任されました」

　小さく頷くと、沢良宜は顔を巡めぐらせた。

「淀屋橋小隊の諸君、お待たせした。行こうか」

「あ、はい？」

「簡単な報告は大おお泊どまり少佐から聞いているが、君たちが彼を発見したときのことを、改めて詳くわしく聞かせてもらいたい。というわけで、うちの隊舎の会議室までご足労願いたい、ということだよ」

「了解しました」

　淀屋橋が敬礼を送るその背中で、ひそひそ声が上がる。

「取調室でなくてよかったな」

「監かん察さつ部の取調室には拷ごう問もん道具があるっていう噂うわさ、本当なのかな？」

「拾ったあの美少年を全ぜん裸らで拷問するとき、見学させてくれないですかねぇ？」

「おまえは黙ってろ」

「っていうか。椥辻が拷問されればいいのに」

「太秦士長に酷ひどいこと言われたですよう」

　烏丸、太秦、椥辻がひそひそ話を続けていると、突とつ然ぜん、沢良宜中佐から声がかかった。

「おいおい、監察部うちには拷問道具など欠片かけらも置いていないぞ」

　三人はその場で跳とび上がる。

「監察部のモットーは、親切丁てい寧ねいに、詳しよう細さいに、ねっとりねっちり訊き出そう、だ」

（最後の！）

（嫌いやなモットーだなぁ）

「だから君たちからも詳細に訊くことになる。我が慢まんしてくれ」

「あ、はい、それはかまいませんけれど」

　と淀屋橋が応こたえた。

「では、行こうか」

　歩き出した沢良宜の背中を追って、淀屋橋以下の五人も歩を進めていくのだった。




　　　５




　監察部の建物に案内された五人は、揃そろって会議室に通された。それから改めて一人ずつ別室に呼ばれ、沢良宜中佐自身が行う事情聴ちよう取しゆを受けることになった。最初に呼ばれたのが小隊長の淀屋橋少しよう尉いで、彼女の聴取時間がいちばん長く、だいたい三十分くらいかかっただろうか。続いて烏丸、太秦、椥辻、墨染と続けられたが、四人の聴取時間は各おの々おの十数分といったところだった。

　最後の墨染の聴取が終わるのを待つあいだ、烏丸や太秦、椥辻は各自が受けた質疑応答を教え合うのに余念がなかった。

「みんな、だいたい同じことを訊かれたわけね」

　太秦がそう言うと、烏丸が応じた。

「だけどさ、五人ばらばらの聴取ってことは、あたしらの言動を疑ってるってことだろ」

「疑っているというか、どこまで信じていいのかわからないって感じじゃないの？」

「まぁ、そうか」

「そうですよう。全裸美少年が道ばたに転がってるなんていう前ぜん代だい未み聞もんのラッキーイベントなんか、そう簡単に信じられないですよねぇ？　もしわたしが他の誰だれかからそんな話を聞かされたとしても信じやしないですよう」

「だよな。証しよう拠こがあれば別だけどな」

「証拠！　しまったぁぁ！」

　いきなり椥辻が素すっ頓とん狂きような声を上げたので、烏丸と太秦は、びくぅっと仰のけ反ぞった。

「なんだよ。何か不ま味ずい受け答えをしたのを思い出したか？」

「じゃなくって。証拠写真を取り損そこねてたのを思い出したんですよう」

「はぁ？」

「偵てい察さつ用の超ちよう小こ型がたカメラ持ってたのに。あんな素す敵てきなシーンを撮らなかったなんて、わたしの馬ば鹿か馬ば鹿かぁ！　全裸美少年の画像を携けい帯たいの待ち受けにできたのにぃ」

「そんな画像を待ち受けにしてる携帯に電話をかけたくはないな」

「べつにかけてきたほうが見るわけじゃないですよう。電話を受けるわたしが見るだけですよう。いいじゃないですか、べつにぃ」

「理り屈くつではそうなんだけど、あたしの電話に出たおまえが持ってる携帯の待ち受け画面が、あの男子の全裸画像だと思うと気持ち悪い。主におまえが」

「烏丸士長が酷いですよう」

「おまえの腐脳のほうが酷いわ」

　言い合う二人を後しり目めに、太秦が朱鷺瑚を呼んだ。

「ねえ、朱鷺瑚さん」

「なぁに、ザミちゃん？」

「朱鷺瑚さんだけ時間がかかったのは、どうして？　何か別のことを訊きかれてたの？」

「そういうわけではなくてね、発見に至るまでの行動も詳細に報告させられたの」

「な～んか、被ひ疑ぎ者しやみたいな扱あつかいだよな」

　烏丸は不満そうな顔を隠かくさない。

「それだけ大おお事ごとなのよ、これは」

「そうだよな。廃区で男の生存者が見つかったとか、マスコミが放ほうっておかないな」

「あ、そのことだけど」

　淀屋橋が三人を手招いた。

「今回の件は極ごく秘ひ扱い。口外無用の上にも他言禁止」

　少し戯おどけた口調で淀屋橋はそう言った。

「もしも情報が漏もれたら、わたしたちが漏ろう洩えい源だと真っ先に疑われるから、今度は優やさしく質問どころじゃないかもしれないわね？　服務規程違い反はんで逮たい捕ほ、監かん禁きん、裁判、銃じゆう殺さつ」

「「最後の！」」

　烏丸と太秦が嫌そうな顔でツッコんだ。

「そこまで酷くはないでしょ！」

「え？　絞こう首しゆ刑けいのほうがいいの？　でも絞首刑だと、死ぬとき、おしっこやうんちを垂れ流すっていうわよ？　いいの、そんな無ぶ様ざまな死に方で？」

　烏丸と太秦の顔が、さらに大きく歪ゆがんだ。

「違うよ！　殺され方を選びたいんじゃなくて。情報漏洩くらいじゃ、そこまで重罪にはならないでしょ、という話」

「そうかなぁ。中佐の言い方を聞く限り、重罪間違いなしな感じだったけど？　銃殺刑にならなくても、全裸に剝むかれて鞭むち打うち一万回くらいはされそうな勢いだったけど？」

「鞭打ち一万回も喰らったら確実に死んでるよね！」

　烏丸がそうツッコむと、そうよねぇ、と太秦が同意した。

「ある意味、銃殺や絞首刑より嫌な死に方よね、それ」

「だから。とにもかくにも今回の件は極秘扱い。超ちよう秘密。絶対に誰にも言っちゃ駄だ目めよ？　二人ともわかった？」

「了解っすよ」

「うん、了解」

「カガちゃんも」

「了解ですよう」

「ところで、あの沢良宜って中佐殿どの……」

　と烏丸が言いかけたとき、背後で当の中佐の声が上がった。

「わたしがどうかしたかね、烏丸士長？」

「うわぁっっ!?」

　仰ぎよう天てんのあまり、烏丸はその場で跳ちよう躍やくする。

　振ふり返ると、いつの間にか控え室に通じるドアが開いていて、沢良宜が会議室を覗のぞき込んでいるではないか。

（いつの間にドアを開けたっ!?）

　中佐の背後に墨染が隠れるように立っている。沢良宜は会議室に足を踏み入れ、つかつかと歩み寄ってきた。

「わたしに何か用かね？」

「いえ。とくに用ということはありません。事情聴取はいつ終わるのかなって思っただけでして」

　引き攣つった笑えみを浮うかべながら、淀屋橋がそう言った。

「もう終わったよ。さて、では最後にもう一度、全員が揃ったところで話をしておこう。座ってくれたまえ」

　率そつ先せんして会議室の椅い子すに座った中佐は、改めて五人を前に話を始めた。

「先ほど淀屋橋少尉にも話したが、今回の件は極秘扱いとさせてもらう。口外は一いつ切さい無用でお願いする」

「はい、それは小隊長から聞きました」

　と烏丸が応えた。

「もし秘密を漏らすようなことがあれば……」

　そこで言葉を切った沢良宜は、意味深な表情で五人の顔を見回してから言葉を継ついだ。

「おそらくその隊員は、いつの間にか行方ゆくえ不明になっているだろう。気をつけてくれ」

（裁判すらナシかよ！）

（監察、恐こわい～～）

（というか、この中佐、恐いですよう）

　烏丸や太秦だけでなく、椥辻や墨染も震ふるえ上がったが、淀屋橋だけは、いつもの如ごとく、にこにこと笑っていた。

（ぶれない朱鷺瑚さんも凄すごいな）

　沢良宜の脅おどしにまったく動じない淀屋橋を尊敬したくなる烏丸だった。

「沢良宜中佐」

「なんだ、淀屋橋少尉？」

「極秘扱いはいつまで……なのですか？」

「しばらくは、としか言いようがないな」

「あ、はい、そうです、か」

「彼がどこの何者なのか。何な故ぜあんな場所にいたのか。あるいは、何故あんな場所に行ったのか。何故あんな場所で生存できたのか。何故魔ま力りよくを有しているのか。何故魔技補助を使えるのか。それらが完全に把は握あくできて裏が取れるまでは彼の存在自体が極秘扱いとなる。たとえ兵団の同どう僚りようであっても言わないように」

「了りよう解かいしました」

　と朱鷺瑚が応えると、烏丸以下、太秦、椥辻、墨染も背筋を伸のばして声を揃えた。

「了解です！」

「もっとも、今夜のどんぱちはかなり大きかったから、すでに彼の存在も多くの兵に知られるところだがね。君たち同様、指揮所に詰つめていた者には、口外しないよう懇こん切せつ丁てい寧ねいに重ね重ねくどいほどお願いしてきた。彼の存在を知る者がこれ以上増えないほうがいいに決まっているからな」

　五人は無言で頷うなずくことしかできなかった。

「いつまでというのは気にするな。彼の正体やら何やらがすべて判明したとしても、逆にそれが理由で極秘扱いの期間が延びるだけかもしれない。とにかく、こちらがいいと言うまでは極秘だ。超秘密だ。秘中の秘だ。それだけは忘れないでくれ」

　皆みなを代表して淀屋橋が敬礼した。

「了解しました」

「で、今後のことだが」

　という沢良宜の言葉に、全員が上体を乗り出した。

「君たちは当面、巡じゆん回かいのシフトから外れてもらう」

「はい？」

「いつでもこちらの呼び出しに応じられるよう、隊舎で待機だ」

「えぇと、よろしいのでしょうか？」

「二に師し長ちようにはわたしから話を通しておく」

　沢良宜はそう断言した。

　二師長とは第二師団の師団長のことで、ここの実働部隊チームの指揮官だ。討魔庁には第一師団から第三師団までがあり、三人の師団長を従えるのが討魔庁討魔兵団少将──討とう魔ま将しようと略される──と呼ばれる討魔庁武官のトップである。自衛隊で言えば、陸将補とか海将補などと同列の地位だ。ちなみに討魔庁では、自衛隊と違って尉い官かんの呼び名は少しよう尉い、中ちゆう尉い、大たい尉いであり、佐さ官かんの呼び名は少佐、中佐、大佐である。

「了解しました」

「授業には出てもらってかまわないよ」

　沢良宜が言っているのは、非番の隊員が受ける討魔兵学校の授業のことだ。何しろ討魔士のほとんどは十代半ばから二十代半ばの女性だ。けれど、その任務の特とく殊しゆ性ゆえ、学校に通うわけにもいかない。だから討魔庁は討魔兵団内に、一いつ般ぱん教養や軍事知識などを身につけさせるための学校を開設しているのである。淀屋橋小隊の面々も、巡回警備の任務が入っていない日は学校に顔を出して授業を受けている。

「ただし、駐ちゆう屯とん地ちの外には出ないこと。まぁ、出ようとしても止められるだろうがね」

「え？　それはどういう……」

「端たん的てきに言うと、今日から君たちは監かん察さつの監視下に置かれるということだ」

（マジかよ）

　烏丸は内心で舌打ちする。

「そう嫌いやそうな顔をするな、烏丸士長」

　ぎくぅっっ。

「あ、いえ、べつに嫌という、わけでは」

「しばらく巡回警備の任務は入らないから、休きゆう暇かを楽しむつもりで気楽に過ごしてくれ。もっとも、見張り付きで駐屯地の外には出られないがね」

（そんなんで楽しめるかってぇの）

　という腹立たしさを抑おさえ込み、烏丸は気になる点を訊き質ただす。

「それも無期限ですか？」

「いや。そちらは彼の処しよ遇ぐうが決まるまで、だな。そう長期間にはならないだろう」

　まだ何か言いたそうな烏丸の機先を制して淀屋橋が、ですか、と言った。

「それも了解しました」

　淀屋橋がそう応えると、烏丸以下の四人も、気乗りがしないふうで返事をした。

「了解であります」

「わたしからは以上だ。何か質問はあるか？」

　五人は顔を見合わせたが、とくに手を挙げる者もいなかった。

「では、追って呼び出しがあるまで待機だ」

「了解しました」

　立ち上がった沢良宜中佐は、廊ろう下かに通じるドアを開けた。

「忍おし海み少尉！」

「はい」

　若い士官が顔を覗かせると、沢良宜が彼女を指し示す。

「忍海少尉だ。今後、彼女と彼女の部下が君たちと行動を共にすることになる。が、彼女のことを気にする必要はない。行動するとき、彼女に了解を求める必要はない。目的を伝える必要もない。彼女らはひっそりと君たちのあとをついていくだけだ。そうだな、背はい後ご霊れいか何かと思えばいい」

（気になるだろ、それは！）

　と内心でツッコむ烏丸だが、それを口に出して言う勇気はなかった。

「向後、あなた方を見張ることになる忍海少尉であります。よろしくお願いはしません」

「えぇと、はい、わかりました。ご苦労様です」

　と淀屋橋が笑え顔がおを向けると、忍海はぼそりと呟つぶやくように応えてきた。

「任務ですのでお気になさらずに」

「よし、今日のところは解散にしよう。もう夜も更ふけた。君たちは帰って寝ねなさい」

　そう言って沢良宜が腰こしを浮かせると、淀屋橋以下が続けざまに立ち上がった。

「お疲つかれ様でした」

　低頭する五人を後しり目めに、沢良宜は手を振って会議室を退出していった。

　頭を上げた五人は互たがいの顔を見やっていたが、とりあえず帰って寝ましょうかと淀屋橋に促うながされ、ぞろぞろと会議室をあとにするのだった。

「鍵かぎかけなくていいのかしら」

　と太秦が誰だれに言うともなく言うと。

「かける必要はありません」

　すぐ背後から忍海の声がして、彼女は小さく跳とび上がる。

「わたしの部下があとで施せ錠じようしておきます」

「じゃあ、隊舎に戻もどりましょう」

「あぁ、淀屋橋少しよう尉い」

「なんですか、忍海少尉？」

「中佐はとくに指示されませんでしたが、今夜の聴ちよう取しゆの件も内密にお願いします」

「了解です……が、そうなると、こんな遅おそくに隊舎に戻る理由が必要になりますね」

「今夜遭そう遇ぐうした魔妖について、監察部から根ね掘ほり葉は掘ほり訊きかれていたということで如何いかがでしょう？」

「わたしたちはかまいませんけど、魔妖について監察部に訊かれるというのは却かえって注意を引きませんか？」

「何か訊かれた場合は、適当に答えておきますので」

「ではこちらは、詳くわしいことは監察部に訊いてください！　の一点張りで行きますね」

「それでお願いします」

　淀屋橋は、面めん倒どうくさいわねぇ、と嘆なげきつつ。

　烏丸は、まったくツイてないな、と罵ののしりつつ。

　太秦は、厄やつ介かい事に巻き込まれたものね、と辟へき易えきしつつ。

　椥辻は、最高のイベントを経験したなぁ、と喜びつつ。

　墨染は、これだけで済めばいいけど、と危き惧ぐしつつ。

　五人は監察部の建物を出て、自分たちの部屋がある隊舎へと重い足取りで──若じやつ干かん一名軽い足取りの者がいたが──向かうのだった。
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　病室のドアが開いて、看護師に案内された女性将校が二人、入室してきた。時刻は午後十時で、病人の病室を訪おとずれるには少しばかり遅い時間だった。続いて将校に従う討とう魔ま兵へいがやはり二人、さらに医師と看護師が一人ずつ入ってきた。

　将校の一人は監察部の沢さわ良ら宜ぎ中ちゆう佐さで、もう一人は討魔兵団第二師団長の二に乃の瀬せ大佐。

　彼女は元自衛官で、討魔兵の嚆こう矢しとなった人物である。

　沢良宜の身長は百七十センチほどで女性にしては高いほうだが、二乃瀬はもっと身長が高く、百八十センチを超こえていた。沢良宜とは対照的に凹おう凸とつがはっきりとした体型である。喜き怒ど哀あい楽らくを面おもてに表さない沢良宜に比して二乃瀬は感情を割とストレートに顔に出す。今も興味津しん々しんといった色を隠かくそうともしていない。何から何まで対照的な二人だが、どちらも今の討魔兵団を支える高級幹部だった。

　沢良宜は監察部の部長で二乃瀬は三女師団トリスケリオンの一つを率いる師団長という立場上、一いつ緒しよに行動することはほとんどない。それなのに今、二人が揃そろってここに顔を出したのだから、上層部が少年の存在をどれほど重要視しているのかは明白である。

「やぁ少年。また来たよ」

　病室に足を踏ふみ入れた沢良宜が声をかけると、ベッドの上に上体を起こしてぼんやりと窓の外を見ていた少年が、ゆるゆると首を巡めぐらせた。

「あぁ、沢良宜中佐……と、どなたですか？」

「こちらは二乃瀬大佐だ。この駐屯地を仕切っている、いちばん偉えらい人さ。この駐屯地というより、三女師団第二師団のトップだよ」

　少年は興味深そうな目で大おお柄がらな二乃瀬を見上げた。

「二乃瀬大佐だ。よろしく」

　いきなり二乃瀬が右手を差し出してきたので、少年は戸と惑まどった。

「ん？　握あく手しゆを知らないか？　それともやり方を忘れたか？」

「いえ、知っています」

　少年はおずおずと右手を出して、大きな二乃瀬の掌てのひらに自分の掌を合わせる。

「よろしくな」

「はい、よろしくお願いします」

　二乃瀬は強く少年の手を握にぎった。見た目通りの握力だった。

　二乃瀬が握手を終えて手を引っ込めると、沢良宜は護衛の兵士が止める間まもなく自分で二脚きやくの折り畳たたみ椅い子すを持ち出してきてベッドの脇わきに置き、その片方に腰を下ろした。それから彼女は少年に親しげな声をかける。

「調子はどうかな？」

「悪くもなく、よくもなく……ですかね」

　二乃瀬もゆっくりと椅子に腰を下ろした。パイプ椅子が軋きしむ音がして、少年はちらっと二乃瀬に視線を走らせる。

（体格がいいし、鍛きたえているし、体重、どのくらいあるのかな）

　少年は二乃瀬から視線を外し、自分の体を見やった。

「そういえば健康診しん断だんを受けたとき、いろいろ測られましたよね。僕の体重って、何キロだったんですか？　身長は？」

　いきなり質問されて、二乃瀬も沢良宜も面食らう。

　二人が背後に立つ医師に顔を向けると、医師はタブレット型端たん末まつを取り出して、指先でモニターをタッチする。そして表示された画面で何かを操作していたが。

「体重は六十二キログラム。身長は百七十八センチメートル、ですね」

「だそうだ、君」

「そうですか。ありがとうございます。ところで二乃瀬大佐、あなたの体重は？」

「ぶほっっ」

　二乃瀬が小さく噴ふいた。

「初対面の女子にいきなり体重を訊くとか、失礼じゃないかな？」

「大佐は、もう女子って年ではないのでは？」

　横から小声でツッコむ沢良宜を無視して、二乃瀬は引き攣つった笑えみを少年に向ける。

「それとも、喪なくした記き憶おくと一緒に礼れい儀ぎも喪したのかな？　ん？」

「あ、いえ、失礼な行こう為いだったんですね。ごめんなさい。もう訊きません」

「ぷぷっっ」

　今度は沢良宜が、おかしさを堪こらえかねて噴いた。

「縊くびり殺すぞ、貧ひん乳にゆう」

　二乃瀬が凶きよう悪あくな顔つきで沢良宜を睨にらみつける。

「師団長がそんな乱暴な口を利きいているから、二に団だんはならず者集団だなんて揶や揄ゆされるんじゃないですかね」

「揶揄した奴やつを連れてこい。蹴けり殺してやる」

　沢良宜は、駄だ目めだこの人、とばかりに天を仰あおぐ。

「おまえもわたしに、体重とかバストサイズとか、彼氏いますかとか結けつ婚こんしてますかとかお子さんは何人ですかとか訊いたら、殴なぐり殺すからな？」

　二乃瀬にそう凄すごまれ、少年はこくこくと首を縦に振ふった。

「彼は記憶喪そう失しつなんですよ。世間の流りゆう儀ぎとか常識とかを忘れていても仕方がないでしょう。多少の失礼は大目に見てやったらどうです」

「む。それはそうかもしれないが」

「ちなみに二乃瀬大佐の体重は八十五キロであらせられる」

　二乃瀬の拳げん骨こつが沢良宜の頭部に振り下ろされた。

「そんなにあるかっ！」

「いったいなぁ」

　沢良宜は涙なみだ目めになって頭を手で押さえた。

「指揮官が率そつ先せんして暴力を振るうから、二師団はヤクザ顔負けの荒あらくれ者軍団とか言われるんですよ」

「言ってる奴を連れてこい！　わたしが直じき々じきに地じ獄ごくへ送ってやろう」

「この人は。ほんとにもう、この人は」

　沢良宜は椅子に座ったまま腰こしを折り、大きなため息を吐ついた。

　少年は呆あつ気けに取られた顔をしていたが、やがてくすくすと笑い出す。

「あ？　何がおかしい？」

　二乃瀬が凶悪な目を向けると、少年は慌あわてて口くち許もとを手で隠し、頭を下げてきた。

「すみません。でも、偉い軍人さんだから、もっと恐こわい人なのかなと思っていたら、意外とそうでもなかったので」

「え？　恐いだろ、この人？　ヤクザよりも恐いって兵団内でも評判なんだよ」

「うるさい、黙だまれ！」

「恐いと言われれば、そうですね、恐いですけど、でも安心しました」

「はぁ？」

「安心？　何がだ？」

　二人が怪け訝げんそうな顔を向けると、少年はにっこりと笑い返した。

「いえ、皆みなさん善いい人たちで安心したと、そういう意味です」

「善い人ねぇ。わたしは自分のことを善い人だなんて、これっぽっちも思っていないが」

　沢良宜がそう応こたえると。

「こいつは性しよう悪わる女だからな。こんな性悪女を善い人だなんて評価してると、おまえ、そのうち結けつ婚こん詐さ欺ぎに引っかかるぞ」

「それは言い過ぎでしょう」

　沢良宜は不服そうに頰ほおを膨ふくらませ、少年はまた楽しそうに笑い出した。

「お二人は仲がいいのですね」

　沢良宜と二乃瀬は嫌いやそうな顔で互たがいを見やった。

「仲がいいわけではないよ。ただの腐くされ縁えん……かな」

「ああ、そうだな。腐れ縁だ」

「そうだとしても、僕からはとても仲がいいように見えますよ」

「心外だな」

「まったくだ」

「僕を助けてくれた、えぇと、淀よど屋や橋ばし小隊、そう、淀屋橋小隊の皆さんもとても仲がよさそうでしたし」

「あいつらか。あいつらはたしかに仲がいいな。その代わり他の連中とはあまり仲がよくないがな」

　顰しかめっ面つらでそう言うと、二乃瀬は内心で付け加える。

（おまけに上の受けがよくないから、実力の割に位が上がらないんだがな）

「僕、あの人たちにお礼を言いたいのですが」

「ああ、そうだったね」

　沢良宜と二乃瀬は真ま面じ目めな顔に戻もどって互いを見やり、小さく頷うなずき合った。

「少年」

　と呼びかける沢良宜の顔がとても真しん剣けんなものになっているのに気づいて、少年も表情を引き締しめた。

「はい、なんでしょう？」

「医者の話だと、君の骨格や内臓には問題がないそうだ。筋きん繊せん維いに少しばかり傷いたみがあるらしいが、普ふ通つうに暮らす分には不都合もないから、そろそろ退院してもよい頃ころ合あいらしい。ただ、君の場合、そもそも普通の存在ではないから普通に退院はできないんだがね」

　少年は、ああ、と頷いた。

「つまり、僕を軟なん禁きんしておくということですね」

　沢良宜は、いやいや、と眼前で大げさに右手を振った。

「人聞きの悪いことを言わないでくれ。軟禁なんてするわけがない。とはいえ君は自分がどこの何者かを知らないわけだし、ここを出ても行くところがない。暮らしていくだけのお金もない。そうだな？」

「仰おおせのとおりです」

「そこで我々は君を保護しようと、そういう話さ。住居と食事を提供する代わりに我々に少しばかり協力してほしいんだよ」

　少年は、くすっと笑う。

「そんなに持って回った言い方をしなくてもいいですよ。調査には協力します。実験にも。でも、体を切り刻むとかはご遠えん慮りよ申し上げたいんですが」

「我々をなんだと思っているのかな。そんなことはしないと言っているのに」

　苦く笑しようしつつ沢良宜がそう言うと、二乃瀬も大きく頷いた。

「こいつの言うとおりだ。そういう非人道的な扱あつかいは、このわたしが許さない」

「そうですか。なら、喜んで協力させてもらいます」

　沢良宜は大きく両手を広げた。

「そうか。協力に感謝する。ところで。彼の性別は確かく認にんしたのだな？」

　両手を戻した沢良宜が医師に顔を向ける。

「ええ、してありますよ」

「本当に男だった？」

「染色体検査まではしてませんが、中ちゆう佐さ殿どのが彼が男でない目に賭かけるのであれば、わたしは全財産を彼が男であるほうに賭けますね」

「そうか。男か」

「少なくとも、男か女かと問われれば男だと答えますね」

　沢良宜が僅わずかに眉まゆを上げた。

「持って回った言い方だな」

「それはそうでしょう。男だったら、廃はい区くのあんな場所で生存していたのは、もはや奇き跡せきというレベルですからね」

　医師はベッドの上で自分のほうを見ている少年にちらっと目をやってから、視線を沢良宜に戻した。

「淀屋橋小隊の報告、信じていいんですか？　発見場所を間ま違ちがえたという可能性は？」

　沢良宜が隣となりの二乃瀬を見やると、彼女は、ふふん、と鼻を鳴らして応えた。

「魔力源追跡記録装置トラツキングデータシステムが故障していたのでなければ、発見場所は淀屋橋小隊の報告どおりで間違いない」

「だそうだ。つまり彼は丸一日以上も廃区内にいたことになる。胃の中身は空っぽだったのだろう？」

　医師は唸うなるように言った。

「そのとおりですが……けれど、廃区で男が一日以上も生きていたなど、あり得ませんよ。非常識にもほどがあります」

「そう、あり得ないほど非常識だな」

　と頷いた沢良宜は、あからさまに声を落とし、囁ささやくように言った。

「だから我々はこの件を極ごく秘ひ扱いにすることを決めたんだ。わかっているよね？」

　医師は渋しぶい顔で頷く。

「わかっていますよ。医務課でも、実情を知っている者はほとんどいません」

　医師が看護師へ目を向けると、彼女も無言で頷いた。

「それより淀屋橋小隊のほうこそ大だい丈じよう夫ぶなんですか？　彼女たちの口から事が漏もれる可能性はないのですか？」

「現状、それはない。監かん察さつ部で監視しているからな。そして、この先もない。何しろ彼女たちはこれから当事者になるんだからな。当事者。言い換かえれば、共犯者に、だ」

　沢良宜は極上の笑みを浮うかべてそう言った。
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　ぴろりろりん。ぴろりろりん。

　烏からす丸まの意識が闇やみの淵ふちから急速に呼よび戻された。

（携けい帯たい……が鳴った？　誰だれのだ？）

　小さく鳴った呼び出し音はすぐに鳴り止やんだ。烏丸は舌打ちしながら目を開ける。枕まくら元もとの自分の携帯画面を確認すると、まだ午前五時四十分だった。通常のシフトの場合、起き床しよう時間は六時。起床や就しゆう寝しんの時間は他隊に合わせるしかないから、シフトから外れた淀屋橋小隊であっても、六時起床は守らなくてはならなかった。

（ちっ。中ちゆう途と半はん端ぱな時間に起こされたもんだ）

　内心で舌打ちしながら烏丸が耳を澄すませると、ぼそぼそと話す声が聞こえてきた。

（ああ。忍おし海み少しよう尉いか）

　ベッドから身を乗り出した烏丸が声のするほうへ顔を向けると、果たして忍海が官給品のＰＨＳを手で覆おおうようにして会話をしていた。

（聞いたことのない呼び出し音のはずだ。しかもＰピＨツＳチかよ）

　世間的にはすでに廃すたれているＰＨＳだが、討とう魔ま兵団に限っては現げん役えきだった。

　ＰＨＳの基地局は駐ちゆう屯とん地ち内にあって、送受信の範はん囲いは駐屯地限定だ。携帯だと通信会社のホストに通話記録ログが残ってしまうが、ここで使っている特製ＰＨＳならその心配がない。通話記録が流出する虞おそれがないし、外部から盗とう聴ちようされる虞もない。だから監察部や上層部は携帯だけでなく討魔兵団特製のＰＨＳも持っていて、駐屯地内での通話には主にそちらを使っているのだった。

　烏丸は耳に神経を集中させるが、忍海の声が小さすぎて、彼女がどんな話をしているのかまではわからなかった。室内は薄うす暗ぐらかったが、他にも起きている団員がいるのはなんとなく気配でわかった。

（っていうか、あの呼び出し音で目が覚めないのは墨すみ染ぞめくらいだろうな）

　おそらく淀屋橋や太秦うずまさ、椥なぎ辻つじも、自分と同様、耳を澄ませていることだろう。

　ＰＨＳの通話を終しゆう了りようさせた忍海が、薄暗い室内をゆっくりと見回した。

「何かありましたか？」

　と淀屋橋が小声で声をかけると、忍海が小声で詫わびてきた。

「ああ、すみません、起こしてしまいましたか」

「いえ、それはいいんですけど」

「じつは先ほど、あなたたちが救った少年の処しよ遇ぐうが決まったそうでして」

　四人は、はっと息を吞のむ。

「それとは別に、彼があなたたちと会って話をしたいと言っているそうです。話というか、お礼が言いたいのだと。ですので、ご苦労だが朝食後に病びよう棟とうまで来てもらいたい、というのが沢良宜中佐からの指示です」

「こんなに朝早くに？」

「あの人、朝の五時には起きて仕事を始めていますから」

　思わず烏丸は、超ちよう人じんだな、と素す直なおな感想を口に上のぼせてしまう。

「まったくですね。見習いたいものです」

（マジかよ。あたしは絶対に見習いたくないけど）

　今度は口に出さず、烏丸は内心でツッコむに留とどめておく。

「了りよう解かいです。では、朝食後、淀屋橋小隊は沢良宜中佐の下へ出頭します。えぇと、場所は監察部の隊舎でいいんでしょうか？」

「わたしがご案内します」

「ですか。では、よろしくお願いします」
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　朝食後、淀屋橋小隊の面々は忍海に先導されて沢良宜の執しつ務む室を訪おとずれた。

「やあ、ご苦労だね」

　沢良宜の執務室は、プレハブの建物の中にある質素な部屋だった。部屋は狭せまく、大きな執務机が窓まど際ぎわに鎮ちん座ざしている。その横には秘書官の事務机が置いてあるが、秘書官の姿は見えなかった。壁かべ際ぎわには背の高い書棚だなや書類キャビネットが並び、一方の壁には特とく撮さつ戦隊ものに出演しているイケメン俳優のポスターが貼はってあった。

（ええ～～。この人、そういう人なの!?）

　四人はその意外性に驚おどろいたが、椥辻だけは目を輝かがやかせていた。

（ヤバい。椥辻のバカが尊敬の眼まな差ざしを中佐に送ってる）

（中佐までＢＬ趣しゆ味みだったら、どうしよう）

（椥辻一士がますます増長する）

　烏丸、太秦、墨染の三人がひそひそと話していると。

「ん？　ああ、あれか？」

　沢良宜が壁のポスターに視線を向ける。

「気にするな。あれは秘書官の趣味だ」

（ですよね～）

（さすがに監察部の部長様がイケメン特撮俳優好きとか、ないわよね）

　烏丸と太秦は安あん堵どの息を漏らした。

「わたしも毎週欠かさず見ているがね」

（見てるのかよ！）

　沢良宜は、さて、と言って椅い子すから立ち上がった。

「ここではなんだから、応接室へ行くとしよう。忍海少尉も来てくれ」

　立ち上がった沢良宜に先導され、五人と忍海は別の部屋へ移動することになった。
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　沢良宜に促うながされ、その部屋に入ると。

「おいぃ。ここ、取調室じゃねえか！」

　思わずツッコんでしまい、烏丸は慌あわてて自分の手で自分の口を押さえた。

「はっはは、監察の隠いん語ごで取調室のことを『応接室』と言うのさ。覚えておきたまえ」

　五人はげんなりとした顔で、はぁそうですか、と言うしかなかった。

　狭せま苦くるしい取調室に置かれた机の周りに並べられたパイプ椅子に五人が腰こしを下ろす。その背後に忍海少尉が立ち、沢良宜は取調官が座る位置に腰を下ろした。

（嫌いやなポジショニングだな）

　烏丸は内心でため息を吐つく。

「例の少年の件だがね。いろいろ事情を訊きいてみたし、健康診しん断だんも行ったし、魔力関連の検査も行った。その結果……どうなったと思う？」

　沢良宜が意味深な顔で五人を見回したので、彼女たちはごくりと唾つばを吞んだが、中佐は、ははっと自じ嘲ちよう気味に笑って両手を上に向け、肩かたをすくめてみせた。

「結局、何もわからないことがわかっただけだった」

　全員が、だぁぁ～～っと肩からずっこける。

「彼が噓うそを吐ついているようには見えない。男のくせに魔力もあった。だが、彼に関しては正直な話、何もわからないままというのが現状だ」

　淀屋橋が、曖あい昧まいな顔で、はい、と応こたえた。

　彼の正体が不明で、しかも魔力を持っているとなると、討魔兵団にとって大問題なのはわかる。けれど、それが自分たちとどう関かかわってくるのかがわからない。淀屋橋は珍めずらしく警けい戒かい感に満ちた目を中佐に向けた。

「えぇと、彼の正体がわからないことと、わたしたちが呼ばれたことは、どういう関係があるのでしょうか」

「まず以もつて、彼が君たちに会いたいと言っている。助けてくれた礼を直接、君たちに言いたいそうだ。そこで我々は彼の希望を聞き容いれることにした。ということで、君たちを改めて彼に引き合わせる」

「そうなの……ですか」

「彼は君たちにずいぶん感謝していたが、それも当然だ。何しろ彼は君たちに命を救われたのだから。そこで我々は、ああ、この場合、我々というのは、わたしと二乃瀬大佐が、と捉とらえてくれてかまわないが、ともかく我々は、彼のその感謝の念につけ込んで……いや、利用して、じゃなくて、厚こう意いに甘えることにした」

（本音を漏らすにもほどがあるな！）

　と内心でツッコむ烏丸だが、すぐに思い直した。

（もしかすると、わざと言ってるのかもしれない。この中佐、油断がならない女だ）

　烏丸や淀屋橋たちの思おも惑わくなど気にするふうもなく、沢良宜は淡たん々たんと言葉を継ついでいく。

「君たちと話しているあいだに、もしかすると記き憶おくの一部だけでも取り戻もどしてくれるかもしれないという一いち縷るの望みがこちらにはあるのだ」

　淀屋橋は、なるほど、と頷うなずいた。

「そういうことでしたか」

「だから、なんでもいい、彼と話をしてみてくれ。彼の過去に関することを直接、訊かなくてもいいんだ。ただとりとめもない話をしているうちに、彼が何かを思い出すかもしれないだろう？」

「了解しました。そういう意味のない無む駄だ話をするのは、うちの小隊、割と得意ですからお任せください」

「朱と鷺き瑚こさん、辛しん辣らつ」

　烏丸は思わず口の中で囁ささやくように呟つぶやいたが、隣となりに立っている太秦は聞き逃のがさなかった。

「辛辣っていうか、どっちかというと自じ虐ぎやくではない？」

「ああ、そうかもな」

　淀屋橋が咎とがめるような視線を向けてきたので、二人はびしりと背筋を伸のばした。

　すぐ顔を戻した淀屋橋は沢良宜に、

「話をするとき、とくに注意する点など、ありますか？」

　と確かく認にんしたが、中佐は、いや、と首を横に振ふった。

「今のところ精神状態も安定しているようだし、とくに問題はない。あまり気を遣つかわなくてもいい」

「わかりました」

「頼たのんだぞ」

　淀屋橋が隣に座っている烏丸のほうへ顔を向けてきた。

「烏丸士長と太秦士長の出番ね」

「小隊長。そういう言い方は、自分と太秦士長が無駄話のエキスパートのように聞こえるので、止やめてください」

　烏丸が真ま面じ目めくさった顔で抗こう議ぎすると。

「え？」

　淀屋橋は驚きに目を瞠みはった。

「二人はそういうエキスパートでしょう？　二人というか、椥辻一士を加えた三人は」

「容よう赦しやなさ過ぎでしょ！」

　烏丸は思わずツッコんでしまった。沢良宜がこちらを見て笑っている。

「その調子で頼むよ、烏丸士長」

　顔を赤らめて俯うつむいた烏丸は、消え入りそうな声で応えた。

「あまり得意ではありませんが、頑がん張ばってみます」

　背後で忍海がくすくすと笑っているのが癪しやくだが、いま何か言うと、さらに自分のところへ跳はね返ってきそうなので、烏丸は何も言えなかった。

「では、彼のいる病室へ案内しよう」

　そう言って沢良宜が腰を浮うかせたので、五人も慌てて立ち上がる。

「もう退院してもいいくらいには回復しているんだが、何しろ彼には行く当てがないから、病室住まいで我が慢まんしてもらっている」

　淀屋橋が、なるほど、と頷くと、中佐は独ひとり言ごつように言った。

「そんな仮住まいも今日で終わるがね」

「はい？」

「いや、なんでもない。では行こう。従ついてきてくれ」

　沢良宜自らの案内で、淀屋橋小隊の五人は特別病棟をさらに奥へと進んでいった。
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　中佐と共に淀屋橋の面々が病室に入ると、件くだんの少年は個室に運び込まれたライティングデスクで本を読んでいた。部屋の隅すみに監かん察さつ部の兵員が二人、安物のパイプ椅子に腰を下ろしていたが、沢良宜中佐を認めると、二人とも弾はじかれたように立ち上がった。

「お疲つかれ様です、中佐」

「やあ、ご苦労さん」

　病人用の部屋着を着て本を読んでいた少年が顔を上げて沢良宜のほうを見やった。

「あ！」

　淀屋橋小隊の五人を認めた彼の顔に喜色が浮かんだ。

「淀屋橋さん、烏丸さん、太秦さん、椥辻さん、墨染さん！」

「お久しぶりね」

　と淀屋橋が挨あい拶さつすると、少年は勢いよく椅子から立ち上がった。

「お久しぶりです。また皆みなさんにお会いできて嬉うれしいです」

　少年は両手を広げて淀屋橋に突とつ進しんし、熱ねつ烈れつなハグを敢かん行こうした。

「え？　あの、ちょっと？」

「あのときは本当にありがとうございました！」

　少年が淀屋橋の背中に回した両りよう腕うでに力を込こめると、薄うす手での病人用部屋着越ごしに彼の筋肉質な体が感じられ、淀屋橋は思わず顔を赤らめる。

「あの、苦しいので、そんなに力を込めないでもらえます？」

　ハグされたまま淀屋橋が抗議の声を上げると、少年は慌てて腕うでの力を緩ゆるめた。淀屋橋が、えい、と少年を押し返すと、ようやく彼は淀屋橋を解放した。

「あぁ、ビックリした」

　淀屋橋が息を整えているその横で、少年は今度は烏丸に突進してきた。

「烏丸さん！」

「うわぁ？」

　淀屋橋同様、熱烈なハグを受け、烏丸がじたばたと暴れている。

「ちょ、おま、いきなり何すんだ！」

「あのときは本当にありがとうございました！」

「お？　おお。ってか、それはいいから、放せよ」

　烏丸を解放した少年が次に向かったのは太秦だった。

「太秦さんも、本当にありがとうございました！」

　熱烈なハグを受け、太秦の声が裏返る。

「べっべつにいいんだけどっっ」

　太秦を解放した少年が、次の人物に向き直ると。

「さぁ、ばっち来～い」

　両手を広げ、やや腰を落とし気味にした椥辻が、万ばん全ぜんの体勢で待ち構えていた。

「椥辻さんも、ありがとうございました！」

　少年のハグを受けた椥辻は、自分も腕を少年の背中に回して彼にしがみついた。

「わたしがあなたを救ったんですよう。もっと感謝してくれてもいいですよう」

「わたしが、じゃなくて、わたしらが、だろうが！」

　と烏丸がツッコんだが、椥辻は聞いちゃいない。彼女は随ずい喜きの涙なみだを流しながら言った。

「こんな美お味いしいイベントが待っていただなんて。リスクを冒おかしただけのリターンがありましたよう」

「いいから、もう離はなれろ。墨染が順番を待ってるだろうが」

　なるほど、墨染も両手を広げ、今か今かと少年のハグを待っていた。

「あんな貧ひん乳にゆうっ娘こを抱だいても楽しくないですよう」

「おまえに人のこと言えるほどの胸があったか!?」

　烏丸と太秦で無理やり椥辻を少年から引っぺがす。

「酷ひどいですよう。わたしの人生で最高のイベントなのにぃ」

「これが人生最高って、寂さびしい人生を生きてるな、おまえ」

「彼氏いない歴三十年の烏丸士長に言われたくはないですよう」

「そんなに長いいない歴はないわ！　っていうか、そんなに生きてないわ！」

　引き剝はがした椥辻の頭を、烏丸は思いきり叩はたいた。

「痛いですよう。暴力反対ですよう」

「いいからおとなしくしてろ！」

　二人の騒さわぎを余よ所そに少年は墨染の前まで進み出ると、四人のときと同様、熱烈なハグを敢行した。

「墨染さんも、本当にありがとうございました！」

　墨染は抵てい抗こうもせず、うっとりとした顔でハグされている。

「男子に抱かれるって、こういうことだったんですか。気持ちいいです」

　すかさず烏丸がツッコんだ。

「その言い方は誤解を招くから止やめろ！」

「セッちゃん、大おお忙いそがしね」

　と淀屋橋が笑い。

「あんた、ホントに根っからのツッコミ体質よねぇ」

　と太秦が呆あきれたような感心したような声を漏もらした。

　やがて墨染を解放した少年は、少し後あと退ずさると、五人に向かって頭を下げた。

「淀屋橋小隊の皆さん、僕を助けてくださってありがとうございました」

「いいのよ、べつに。当然のことをしたまでですから。それに、わたしたちだってあなたに助けてもらったのだし」

　と淀屋橋が応こたえると、烏丸が続いた。

「そうだな。ああいう場面に遭そう遇ぐうしたら、誰だれだって助けたさ」

「でも、あなたたちは命の危険を顧かえりみずに助けてくれました。それは誰にでもできることではないでしょう？」

「そうでもないだろ。それに、あたしたちにも打算があったからな。あんたを助けたのはその結果だ」

「打算？　打算とはなんですか？」

「あんたを見捨てて逃にげ帰ったら、間ま違ちがいなく上層部にどやしつけられるだろうって思ったんだよ。あたしら、いつも上から睨にらまれてるから、これ以上睨まれたくはないんだよ。だからあんたを助けた。それだけさ」

　ぶっきらぼうな口調で烏丸がそう言うと、太秦も、そのとおりよ、と頷うなずいた。

「あんな場面に出くわしたら、誰だってあなたを助けたでしょう。だからお礼はいいのよ、べつに」

「でも、僕があなたたちに救われたのは事実ですから、お礼を言わせてください」

「いえいえ、お礼を言いたいのはこちらですよう」

　そう椥辻が叫さけんだ。

　少年が、はい？　と小首を傾かしげると。

「あんないいものを見せていただいて、どうもご馳ち走そう様さまでした！」

「？？？」

「ぜひ、もう一度、全ら……」

　すかさず烏丸と太秦が椥辻の足を蹴けり、淀屋橋が椥辻の首を絞しめた。

「気にしないでくださいね」

　にこやかな顔で椥辻の首を絞めつつ淀屋橋がそう言うと、少年は不思議そうな顔になる。

「意味がよくわかりませんが」

「いいの、わからなくても。むしろわからないほうがいいわね」

　という淀屋橋の言葉に、少年は真しん剣けんな面おも持もちになって言った。

「僕は意味を知りたいと思います。差し支つかえなければ教えてもらえませんか？」

　今度は淀屋橋のほうが困こん惑わくする番だ。

「世の中には知らないほうがいいこともあるんですけど……」

　あくまでもどこまでも真しん摯しな顔で自分を見つめている少年に気け圧おされたように淀屋橋は彼から少し視線を外してしまう。

「えぇと、では、またの機会に、ということで」

　少年は淀屋橋のその場限りの言い逃のがれをまともに受け取ったらしく、

「はい、お願いします」

　と目を輝かがやかせつつ頭を下げた。

（あ～～、困ったわね。なんて説明すればいいのかしら）

　淀屋橋は内心でため息を吐つくが、すぐに気を取り直した。

（沢良宜中ちゆう佐さ殿どのは、なんでもいいから彼と話をしろと仰おつしやってましたし、まぁ、こういう話でもいいのかしらね？）

　一方、少年と淀屋橋たちのやり取りを見守っていた沢良宜は思った。

（驚おどろいたな。こちらの問いかけには必要最低限の受け答えしかしなかった彼が、淀屋橋らとは旧知の間あいだ柄がらのように話をしている。ひょっとすると、この五人なら本当に彼の記き憶おくを呼び覚ますことができるかもしれない。とはいえ、その前に幾いくつものハードルをクリアしなくてはならないんだが）

　沢良宜は一歩前に出て呼びかけた。

「さて、挨拶は済んだかな、少年」

「はい。ありがとうございました、沢良宜中佐。きちんとお礼を言えて嬉しいです」

　少年の顔にはっきりと喜色が浮うかんでいるのを見て、中佐は確信した。これからやろうとすることが、必ず兵団にとって利益をもたらすと。

「では、改めてわたしから話がある。君と」

　少年を見ていた沢良宜の視線が自分たちに向いたので、淀屋橋小隊の五人は思わず心臓が跳はねるのを感じた。

「君たちに、だ」
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「えぇえ？　彼をうちの小隊預かりに、ですか!?」

　淀屋橋が悲鳴のような声を上げ、あまり物事に動じない朱鷺瑚さんがここまで驚くのも珍めずらしいと、烏丸や太秦はそのことに驚いた。

（いや、朱鷺瑚さんが驚くのも無理はないか。どういうことだ？）

　烏丸は値ね踏ぶみするような視線を、そっと沢良宜に向ける。

「預かりというか、彼の処しよ遇ぐうが正式に決まるまで、彼の面めん倒どうを見てやってほしいということだな」

「ですが、ここにいれば医務課が面倒を見てくれるのではありませんか？」

「現状では彼の体に異状は見当たらない。ならば、いつまでも病室のベッドに縛しばりつけておくのも可哀かわい相そうだろう？」

「それは……そうかもしれませんが」

「それに、こんな辛しん気きくさいところに閉じ込めておくより、君たちと行動を共にしてもらったほうが、彼が何かを思い出すきっかけになるかもしれないだろう？」

「辛気くさくて悪かったですね」

　と医者が呟つぶやくように言った。

「そうでしょうか」

　淀屋橋は疑わしそうな顔を沢良宜に向けるが、彼女はどこ吹ふく風の体ていだ。

「たとえ思い出さなくても現状のままだから、我々に損はないということだな」

「試作の実験機みたいな扱あつかいですね」

　淀屋橋が不満を隠かくそうともせずにそう言うと、沢良宜は、くくくっ、と嗚お咽えつするように笑った。

（なかなか鋭するどいな、淀屋橋少しよう尉い。討とう魔ま士しとしての腕うでもたしかだし、指揮能力もある。ただの小隊長にしておくのがもったいないくらいだ。今みたいな正直な言動が上層部の印象を悪くしているんだろうが）

　そんな思いは微み塵じんも感じさせず、それにこれは、と中佐は言葉を継ついだ。

「彼の希望でもあるのだ」

「え？」

　淀屋橋だけでなく、烏丸も太秦も、椥辻も墨染も、驚きの色を浮かべて少年を見やった。彼は五人に対して真剣な顔で頷いて、沢良宜の言葉を肯こう定ていした。

「僕の処遇が決まるまで二、三日かかるらしいですから、そのあいだ、僕は皆みなさんに面倒を見てもらいたいのです。駄だ目めでしょうか？」

「いえ、駄目ということはないですけど」

　戸と惑まどいを面おもてに出したまま、淀屋橋は部下四人の顔を見回した。

「歓かん迎げいですよう」

　真っ先に応こたえたのは椥辻だった。

　続いて墨染が。

「いいですよ、べつに」

「ま、本人の希望ならしゃあないな」

　と烏丸が。

「そうね。二、三日なら、いいんじゃない、べつに」

　太秦がそう言って。

　淀屋橋はくるりと上体を回し、沢良宜に向き直った。

「淀屋橋小隊に異存はありません」

「協力、感謝する」

　沢良宜は淀屋橋に軽く会え釈しやくした。

「では、わたしのほうから幾つか注意点を言っておく、注意点というか、これだけは押おさえておいてくれという要点だ。まずは」

　沢良宜は、ちらっとドアのほうへ目をやった。

「彼と君たちには監かん察さつ部の護衛がつく。護衛がな」

　淀屋橋は、なるほど、と頷いた。

「見張りと言ってしまうのは外聞が悪いですものね。了りよう解かいしました」

「淀屋橋少尉」

「はい、なんでしょうか、沢良宜中佐殿」

「前半は要いらないぞ。こういうときは、了解しました、だけでいいんだ」

　烏丸は内心で小さく噴ふいた。

（まったくだ。ああいうことを平気で言えてしまうのが朱鷺瑚さんのいいところだけど、だからこの人、実力の割に上層部の受けが今一つなんだよな）

　自分と同じような感想を沢良宜が抱いだいたことを知ったら烏丸は驚くだろうか、それとも納なつ得とくするだろうか。当の淀屋橋はいつもと変わらぬ態度で、びしりと背筋を伸のばして沢良宜に敬礼を送ったが、その表情にはいつもの笑えみが浮かんでいなかった。

「了解しました」

（全然了解してないな）

　というのが、他の四人に共通する思いだった。

　淀屋橋の心理状態など忖そん度たくする気もない体ていで沢良宜は、それと、と話を続けていく。

「彼を隊舎内に入れるわけにはいかない。隊舎には女子しかいないしな。そもそもが彼の存在は機密事じ項こうだ。彼のことを知っている人間をこれ以上増やしたくはない。ということで別に部屋を用意した。部屋というか、幹部用の官舎だが。君たちは彼と共にそこに移ってもらう。そこで彼の処遇が決まるまで共に過ごしてくれ。最短なら明日まで、長くても三日後までだろう。間取りは４ＬＤＫだから、六人でも不都合はないはずだ。トイレも、一階と二階に一つずつある。風ふ呂ろは一つしかないがな」

「あのう、沢良宜中佐、お忘れかもしれませんが、我が淀屋橋小隊の五人は全員が女子でして、年とし頃ごろの男子と一つ屋根の下で暮らすというのは如何いかがなものでしょうか？」

　淀屋橋の遠えん慮りよがちな抗こう議ぎというか皮肉をあっさりと聞き流した沢良宜は、さらに非情な追い討ちをかけてきた。

「割と広い風呂らしいから、なんだったら彼と一いつ緒しよに入ってもいいんだぞ？」

「「「「お断りします！」」」」

「喜んで！」

「おいぃ、いま誰だれか一人だけ声が揃そろってなかった奴やつがいるぞ！」

　と烏丸がツッコむと、太秦が肩かたをすくめて言った。

「誰かっていうか、椥辻だけどね」

「なんでですかぁ？　こんな素敵イベント、もう二度とないかもしれないですよう」

「はいはい、じゃあ彼がお風呂に入っているあいだ、カガちゃんに手て錠じようを嵌はめて柱に縛りつけ、なおかつ猿さる轡ぐつわを嚙かませておきましょうね」

「朱鷺瑚さん、酷ひどいですよう！」

　椥辻が大きく仰け反った。

「べつに僕はかまいませんよ？」

「ほらほら、本人がかまわないって言ってるですよう」

「かまえよ！」

　と少年にツッコんでから、烏丸は内心で首を捻ひねる。

（っていうか。そもそも監察のトップが、冗じよう談だんでもそんなこと言うかな）

　烏丸は疑念に囚とらわれたが、かといって、そこを追つい及きゆうするわけにもいかない。

（ま、しゃあないな。断れないなら、やるだけだ）

　と自分を納得させるしかなかった。

「彼を連れて食堂に行くわけにもいかないから、食事は仕出し弁当か何かで我が慢まんしてもらうしかないがね」

　という沢良宜の言葉に、淀屋橋以下、五人が安あん堵どの息を吐はいた。

「ん？　どうした？」

「いえ、わたしも含ふくめて我が小隊員は料理の腕が壊かい滅めつ的ですから」

「女子として由ゆ々ゆしき事態だな」

　沢良宜が皮肉の笑えみを浮かべて淀屋橋たちを見やると、五人は肩をすくめてうなだれた。

「安心したまえ。自じ炊すいしろとは言わないよ。忍海少しよう尉い」

「はい、中佐」

「出入りの業者から二、三、適当に見み繕つくろって出前を頼たのむといい。代金は監察部持ちだ」

「了解しました」

「話を戻もどすが」
















　と沢良宜がまた五人を見回した。

「彼の処遇が決まるまで、君たちは非番扱いだ。通常任務は入れないから、ちょっとした休きゆう暇かをもらったと思って彼との共同生活を楽しめばいい」

　真ま面じ目めな顔で沢良宜がそう言うと、淀屋橋は背筋を伸ばして中佐に敬礼した。

「了解しました。淀屋橋小隊は忍海少尉以下の警護の下、彼の……あ、そういえば。彼の名前は？　なんと呼べばいいのでしょうか？」

「そうだな。いつまでも『彼』とか『少年』では、たしかに不ま味ずいな。とはいえ彼自身が自分の名前を思い出せないから困っているんだが」

　沢良宜が顔を向けると、少年はにこりと微笑ほほえんだ。

「僕はどんな呼び名でもかまいませんよ」

　沢良宜は小さく肩をすくめて言った。

「だそうだ。君たちで彼に名前を付けてやってくれ。名前というか、当座の呼び名をな」

「そんなことしていいのですか？」

「かまわないさ。彼の希望なのだ。このままだと『発見一号』とかいう味気ない呼び名になってしまうぞ」

「それは嫌いやですから、淀屋橋小隊の皆さん、お願いします」

　にこやかな顔で少年に頭を下げられてしまうと、淀屋橋たちに断るという選せん択たく肢しはなかった。

「わかりました。では、それは考えておきます」

「じゃ、頼んだよ、淀屋橋少尉」

「了解しました。淀屋橋小隊は、忍海少尉の護衛の下、彼の処しよ遇ぐうが決まるまで官舎で共に生活します」

「右も左も上も下もわからないので、よろしくお願いします」

　少年が改めて頭を下げた。

「あ、はい、頑がん張ばりま……す？」

　と淀屋橋は曖あい昧まいな顔で頷うなずいた。珍めずらしく戸惑いが隠せていないが、それは烏丸や太秦たちも同様だった。

（何かおかしなことになってきたぞ）

　というのが、淀屋橋小隊員の正直な感想だ。一方、肝かん心じんの少年はあからさまに嬉うれしそうな色を顔に浮うかべている。記き憶おく喪そう失しつで、自分が何者か、どうしてこんなところにいるのか、何もわからない境きよう遇ぐうにしては焦あせりも怯おびえも戸惑いも感じられない。そこが淀屋橋には少し気になっていた。

（けれど、上から命令されてしまっては否いやも応もありませんし。やれることをやっていくしかありませんか）

　それは他の隊員たちにも共通する思いだった。
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　こうして淀屋橋小隊の五人は、自分たちが廃区で発見、救出した謎なぞの少年の記き憶おくを取り戻す一助となるべく、数日間、彼と一緒に暮らすという、よくわからないミッションを与あたえられたのだった。
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「幹部用の官舎って、思ったよりも豪ごう華かなんだな」

　二階建て四ＬＤＫの建物に入った烏からす丸まが、各部屋を覗のぞきながら感想を口にした。

　玄げん関かんから真まっ直すぐ伸のびる廊ろう下かの左右に洋室が二つと和室が一つ。それにバスとトイレ。トイレは温水洗せん浄じよう機能付きの暖だん房ぼう便座。風ふ呂ろは追い焚だき機能付きで、手足を伸ばして入れるだけの広めの浴よく槽そう。烏丸が豪華と言うのも肯うなずける。

「これが僕たちの住居ですか」

　部屋を見て回る烏丸のあとを少年が従ついていく。彼は庶しよ務む部から配給された一いつ般ぱん事務職の男性用隊服を着ていた。討とう魔ま庁ちようの実戦部隊は女性ばかりだが、それ以外の部署には男性もいるのだ。

「皆みなさんがお住まいの寮りようの部屋はこんなに広くないんですか？」

　と少年が声をかけると、振ふり返った烏丸は首を横に振って応こたえた。

「いや比べるのもおこがましいっていうか」

　すかさず太秦うずまさからツッコミが入る。

「おこがましいの使い方が間ま違ちがってる気がするけど？　まぁ言いたいことはわからないでもないわね」

「女子寮の五人部屋、ぎゅうぎゅうよね」

　そう言って笑いながら淀よど屋や橋ばしは階段を上がっていく。

　今日は非番扱あつかいなので、五人とも一般隊服を着込んでいる。一般隊服は上着とスカートの組み合わせで、どこかの高校の制服といってもあまり違い和わ感のないデザインだ。警察や自衛隊の女性用制服より可愛かわいいと討魔兵からは好評だった。それに比べ、少年が着ている男性用の隊服は、地味であまり見み栄ばえがしないデザインだった。

　四人と一人が淀屋橋に続いて階段を上がると、そこは十六、十七畳じようほどもあるリビングダイニングだった。廊下を挟はさんで七畳ほどの洋室がある。リビングダイニングの床ゆかはフローリングで、窓が大きく取ってあって、とても明るい。キッチンはリビングダイニングと一体化されていて、大型の冷蔵庫やオーブントースター、電子レンジなどが置かれている。もっとも急造駐ちゆう屯とん地ちの官舎なので、都市ガスではなくてプロパンガスらしいが。

「至いたれり尽つくせりね」

　広々としたリビングダイニングの中央に立って周りを見回した淀屋橋がそう言うと、ソファに深々と腰こしを下ろした太秦がソファの座面をぽんぽんと叩たたいて言った。

「このソファなんて北ほく欧おう製よ？　かなりのお値段じゃない？」

「豪華なリビングはともかく、豪華なキッチンは宝の持ち腐ぐされ」

「ははっ。墨すみ染ぞめの言うとおりだな」

「う～ん、テンションが上がりますね！」

　いちばん最後にリビングダイニングに足を踏ふみ入れた少年が、目を輝かがやかせてそう言った。

「なんか高校のクラブ活動みたいじゃないですか」

　烏丸が懐かい疑ぎ的な視線を彼に向けた。

「なんで記憶喪失のおまえが高校のクラブ活動を知っている？」

「病室にいるとき、暇ひまだったので沢さわ良ら宜ぎ中ちゆう佐さに映画か何か見せてもらえませんかとお願いしたら、アニメのＤＶＤを貸してくれまして」

「中佐が!?　マジか!?」

「それで高校では生徒がクラブに入って、夏に合宿に行くということを知りました」

「いや、その知識、かなり偏かたよってるぞ」

「合宿で海に行くと女子の水着がポロっと取れちゃったり、高原の温泉に行くと入り口の暖簾のれんがすり替かわっていて男湯に女子が間違って入ってきちゃったりする、そんな美お味いしいイベントが発生するものだということも知りました」

「それ、原作がエロゲのアニメじゃね!?」

　と烏丸がツッコむと、太秦が真ま面じ目めな顔で左右に手を振った。

「っていうか。それ、リアルの高校生活じゃ絶対に発生しないイベントだから」

「大だい丈じよう夫ぶですよう。美味しいイベント、わたしが責任を持って発生させますからぁ」

　淀屋橋が背後から椥なぎ辻つじの首を絞しめながら言った。

「あなたが入浴するときはカガちゃんに手て錠じようをして猿さる轡ぐつわ嚙かませて柱に縛しばりつけておきますから、安心してお風ふ呂ろに入ってね」

　首を絞められた椥辻が、呻うめくような声を漏もらす。

「びどいでずよ[image: う゛]」

　そんな淀屋橋と椥辻に向かって少年はにっこりと微笑ほほえんだ。

「間違って入ってきてくれても僕は全然気にしません。むしろウェルカムかな。皆さん、どんどん間違えてくださいね」

「おまえもエロゲの主人公的な言動止やめろ」

「見た目は爽さわやかな美少年なのにね」

　太秦がそう呟つぶやくと、墨染が、

「男子なんてそんなもの。つまり彼も普ふ通つうの男子だということ。むしろ安心材料」

　と応えた。

「スケベ男子と一つ屋根の下で暮らすことのどこに安心できる要素があるんだよ」

「烏丸士長。わたしは女子に興味のない男子と一つ屋根の下で暮らすほうが嫌いや」

「え？　そういう比ひ較かくなの墨染!?」

「違った？」

「違うだろ」

「はいはい、みんな、間違いはなるべく犯おかさないようにしましょうね。監かん察さつ部に呼び出されてしまいますから」

　椥辻の首を軽く絞めたまま淀屋橋がそう言うと、烏丸が目を剝むいた。

「なるべくなの!?　あたし、椥辻のせいで監察からねちねちと事情聴ちよう取しゆされるの、真まっ平ぴらなんだけど」

「そうね。でも、いくらカガちゃんが腐くさっていても、忍おし海み少しよう尉いの目の前でそんな間違いを犯すほど酷ひどいバカではないと思うの」

「相変わらず朱と鷺き瑚こさんが酷いな」

「それより。せっかくこんな広いリビングダイニングがあるのですもの、みんなでお茶を飲みながら彼の名前を決めるという重大なイベントを熟こなしましょうよ」

「う～い、了りよう解かい」

　手を挙げた烏丸がダイニングテーブルのほうへ移動すると、少年もあとを追ってきて、椅い子すに座った烏丸の隣となりに腰を下ろした。

「なんでそこに座る？」

「え？　駄だ目めですか？」

　すぐ隣にいる少年が上体を乗り出し真しん剣けんな眼まな差ざしを向けてきたので、烏丸は思わず頭を引いた。

「近い、近い」

「そうですよう。烏丸士長にそんなに顔を近づけるなんて危ないですよう」

　すかさず椥辻が走り寄ってきて少年の隣に腰を下ろした。

「どういう意味だ、こら！」

「だって、男に飢うえている烏丸士長が襲おそいかかるかもしれないじゃないですかぁ」

「飢えてね～わ！　っつ～か、男に飢えてるのはおまえだろ！」

「わたしには彼氏が腐るほどいますからねぇ。カッコ二次元ですけどカッコ閉じる。見境なく男子を襲うような真ま似ねはしませんよう」

「いやいや、おまえ、廃はい区くでこいつを見つけたとき、飢えた猛もう獣じゆうのように襲いかかってた気がするんだけど？」

「え？　そうなんですか？　僕、襲われてました？」

　少年が両隣に座った烏丸と椥辻を交こう互ごに見やった。

「全ぜん裸らで瓦が礫れきに埋うまっていたおまえを発はつ掘くつして触さわりまくったのは、こいつだ」

「そうだったんですか。じゃあ、僕は椥辻さんに助け出されたんですね。ありがとうございます」

「あれ？　そこ、礼を言うところ？　椥辻の破は廉れん恥ちっぷりを腐くさすところだろ？」

　という烏丸の皮肉を物ともせず、椥辻は少年に向かって胸を張った。

「はっは～ん。そうなんですよう。今にも死にそうだったあなたを掘ほり出したのは、わたしなんですう。もっと褒ほめてくださいよう」

「椥辻さんは僕の命の恩人ですね」

「ひっふっふ～。あなたはもう一生、わたしに頭を上げてはいけない運命なんですよう。今度デッサンのモデルになってくださいよう。もちろんぜんら……」

「こら！」

　がす！

　テーブルを挟んで椥辻の対面に座った淀屋橋が、腰を浮うかせ、上体を乗り出し、椥辻の頭頂にチョップを打ち込んだ。

「あうち！」

　椥辻は頭を押おさえて仰け反った。

「そんなことを大声で言ったら駄目よ？　お願いするときは、誰だれもいないところでこっそりとするように。いいわね？」

　そんな淀屋橋の言葉に烏丸は目を剝く。

「いいの!?」

「朱鷺瑚さん。お茶を淹いれるのはいいけど、お茶とかコーヒーはどこにあるのかしら」

　と言いつつキッチンを覗いた太秦が、わっっ!?　と叫さけんで跳とび退すさった。

「お、忍海少尉、いつの間に!?」

　忍海は小さく首を傾かしげて答えた。

「皆さんのあとから入りましたよ？」

「あ……あぁ、そうなの？」

（気がつかなかったわね。この人、忍にん者じやの末まつ裔えいか何かかしら）

「お茶はわたしが淹れます。皆さんは席についてていいですよ」

「それはどうも」

　太秦が軽く頭を下げると、淀屋橋が、いいんですか？　と訊きいてきた。

「かまいません。それも仕事のうちですから。皆みなさん、コーヒーでいいですか？」

「はい、お願いします」

　とキッチンに向かって答えた淀屋橋は、ほら、と言って椥辻を睨にらむ。

「忍海少尉のいるところで問題発言をしては駄目」

「りょ、了解ですよう。するのはいないところで、にしますよう」

「問題発言をしない、という選せん択たく肢しはないのか」

　烏丸が呆あきれた顔で淀屋橋と椥辻を見やった。




　　　２




　忍海が淹いれてくれたコーヒーは、インスタントではなく、じつに真っ当なコーヒーだった。

「病びよう棟とうの自じ販はん機きのコーヒーの何倍も美お味いしいです、忍海少尉」

　と少年が感想を言うと、忍海は別に嬉うれしそうな顔もせず応えた。

「病棟の自販機のアレは、コーヒーというより黒くて苦い熱水ですね」

（この人も辛しん辣らつだな）

　淀屋橋と忍海が話を始めたら厄やつ介かいなことになるのでは、と思わないでもない烏丸だった。

「さて、では始めましょうか」

　珈琲カップを受け皿に置いた朱鷺瑚が、そう宣言すると。

「わ──、ぱちぱちぱち～」

　少年が拍はく手しゆをしながら戯おどけた口調で言った。

「第一回、僕の名前をみんなで決める会議～～」

　淀屋橋小隊の五人が軽く頭を引いた。

「おまえ……ずいぶんテンション高いな」

「病室で見たテレビで、そんな番組をやっていたもので」

　少年は照れ笑いを浮かべながら頭を搔かいた。

「なんか、見るもの聞くもの、すべてが新しん鮮せんで、いま僕、テンション上げ上げです」

　烏丸や太秦が苦く笑しようしている。

「まぁでも、記き憶おくを喪なくしてりゃ、そんなものかもしれないな」

　と烏丸が言うと、少年が、ええ、と頷うなずいた。

「そんなものなんですよ。だから、僕が少しくらいおかしな言動を取っても、温かい目でスルーしてください」

「大丈夫。あなたの言動に目くじら立てるような人はここにはいません。そうですよね、忍海少尉」

「はい。基本、わたしは少年君の護衛に過ぎませんので」

「少年君て……なるほど、早くこいつの名前を決めたほうがよさそうだな」

　烏丸がそう言うと、太秦も賛意を示した。

「いつまでも少年とか彼とかじゃ不便よね」

「よろしくお願いします」

　少年が勢いよく頭を下げた。

（僕の名前かぁ。どんな名前をつけてもらえるのだろう）

　名前とは、他者と自分を区別するためのものだ。名前をもらって初めて、自分が自分になれる、自分が自分として存在できる。少年はそんな気がしていた。顔を上げた少年は、期待に満ちた目を五人に向けるのだった。

「はい、じゃ、何か案のある人」

　淀屋橋が四人を見回すと、すかさず椥辻が挙手した。

「はいはい、朱鷺瑚さん！」

「はい、カガちゃん」

「粟あわ田た口ぐち国ぐに綱つな」

　烏丸はツッコまずにはいられなかった。

「それ、おまえが好きな『刀とう剣けん嵐らん武ぶ』に出てくるキャラ名だろが！」

「じゃあ、三み日か月づき宗むね近ちか」

「それもだろ！」

「同どう田だ貫ぬき政まさ国くに」

「だから！　そこから離はなれろよ！　と言っている！」

「ええ～～。どれもいい名前なのにぃ」

　椥辻が不服そうに頰ほおを膨ふくらませると、太秦もツッコんできた。

「どこがよ。彼のことを同田貫君とか呼んだら、わたしたちの正気を疑われるじゃない」

　今度は椥辻、情けなさそうな顔になる。

「そこまで言わなくても」

　刀剣嵐武を禁止されておとなしくなった椥辻に代わり、烏丸、太秦、墨染の三人が思いつくままに名前を挙げていくが、どれも帯に短し襷たすきに長しで、決定打に欠けたまま時間が過ぎていった。

　小さなため息を吐ついた墨染が、ぽそりと呟つぶやくように言う。

「もう鈴すず木き一いち郎ろうでいいのでは？」

「早くも投げやりだな、墨染」

「山田太た郎ろうとか」

「そっちかよ。おまえは野球選手から離れろよ」

　そんなみんなのやり取りを、少年は面おも白しろそうに見ている。

（この人たちといると楽しいな。どうしてだろう。他の人と話をしても、こんなに楽しい気分にはなれないのに。相あい性しようってあるのかな。それとも、僕を助けてくれた人たちだから、だろうか）

　理由はよくわからないが。いずれにしても自分を助けてくれたのが彼女たちでよかったと少年は心の底から思った。そんな少年の思いを知ってか知らずか、淀屋橋が声をかけてきた。

「少年君、本人には何か希望はないの？」

「朱鷺瑚さん、少年君を定着させないで。これから新しく名前をつけるんだから」

　と太秦が釘くぎを刺さす。

「あ、ごめんなさい、呼びやすかったので、つい」

　朱鷺瑚がぺろりと舌を出し、その可愛かわいらしい仕草に少年は感心する。

（巨きよ乳にゆうのお姉さんキャラで可愛いって、無敵超ちよう人じんだなぁ）

　彼のそんな感想を聞いたら、烏丸辺りから、借りたＤＶＤの悪あく影えい響きようを受けまくりだな！　とツッコミが入ったかもしれない。自分のほうを見つめている淀屋橋の視線を感じ、少年は顔を伏ふせ、磁器製のティーカップを持ち上げて言った。

「このコーヒー、美味しいですね」

　太秦の視線が、彼の手にした珈琲カップに吸い寄せられた。

「そういえば、この珈琲カップ、マイセンよね。よくこんな物を揃そろえたものね」

「そんなに高いのか？」

「マイセンもピンキリだけど、このレベルだと、あなたの月給を丸ごとつぎ込んでも足りないんじゃないかしら、烏丸」

「マジで!?」

　烏丸は、恐おそる恐るといった手つきで、カップを受け皿に戻もどした。

「もう怖こわくて手に持てねえ」

「あんた、貧びん乏ぼう性しようねぇ」

「ほっとけ。あ、そうだ！　もうこいつの名前、高たか井い茶ちや器き君でいいんじゃね？」

「あんたこそ、投げやりになってるじゃない」

「地名はどうかな？」

　唐とう突とつに墨染がそう言った。

「いきなりイミフだな。何が言いたいんだ、墨染？」

「昔は名字を地名から取ったりした。今回もその方式ではどう？　と言いたい」

「いやいや、練馬君とか、どこかのゆるキャラみたいじゃないか」

「旧練馬区の現廃区で見つかったから練ねり馬ま廃はい君」

「上う手まいこと言ったつもりで胸張るなや」

「それはあまりにもあまりだわね」

　と朱鷺瑚が言うと、墨染が萎しおれるようにうなだれた。

　くすくすと少年が笑う。

「あ。受けた」

　萎れた墨染が顔を上げる。

「受けを狙ねらって名前をつけてやるなよ」

　と烏丸が窘たしなめる。

「烏丸士長が真ま面じ目めだ。明日、台風が来るかもしれない」

「どういう意味だ、こら、墨染！」

「ふだんの烏丸士長はあまり真面目ではないという意味」

「殺すぞ、この野や郎ろう！」

「そう、ふだんはそんな感じ」

　ぷぷっっ。

　少年は堪たまらず噴ふいてしまう。

　少し顔を赤らめた烏丸が、すぐ隣となりの少年を、びし！　と指さして言った。

「おっ、おまえも笑ってんじゃねえ！」

「すみません」

　と頭を下げながら、少年はなおもクスクスと笑い続けた。

（自分がどこの誰だれなのか忘れたままでも少しも不安にならないのは、この人たちと一いつ緒しよにいるからかもしれない）

　少年は笑いながらそんなことを思っていた。

「ねえ、地名ならさ、彼が発見された場所から取ればいいんじゃない？」

　と太秦が言う。

「ん？　発見された場所って廃区だろ」

「じゃなくて。町名よ、町名」

「ああ、なるほど」

「たしか、見つけたのは」

　といって淀屋橋が椥辻のほうを見た。

「見つけたのは豊とよ玉たま中なかと中なか村むらの境界付近だったわよね」

「ですねぇ。その辺りだったです」

「中村はともかく、豊玉は名前っぽくないな」

　烏丸がそう言うと、即そく座ざに椥辻が反応した。

「豊かな玉。なんだか子宝に恵めぐまれそうでいいじゃないですかぁ」

「黙だまれ、腐ふ脳のう」

「うぅぅ、烏丸士長がいつもどおりですよう」

「だから黙れと」

「その辺りの町名を片かたっ端ぱしから挙げてみましょうか」

　と淀屋橋が言うので、太秦は自分のタブレットを持ち出してきて、練馬旧区の地図を表示させる。

「豊玉。中村。貫ぬく井い。向こう山やま。春日かすが。早はや宮みや。桜さくら台だい。あと、もちろん練馬も」

「その中から二つ選んで名字と名前……かしら」

　五人は小さく唸うなって考え込む。少年も、いま読み上げられた町名を口の中で言ってみる。

「どれも名字向きね。名前となると……」

　淀屋橋が呟くと、墨染が、はい、と手を挙げた。

「春日というのが名前っぽい、早宮春日、あるいは向山春日は？」

「あら。意外といいかもね」

　淀屋橋がそう言うと、烏丸も賛意を表した。

「ああ、悪くはないな」

「少年君……じゃなくて、君はどう思う？」

　少年は、自分の名前がどんなものになるのかにはとくに執しゆう着ちやくしていない。彼が執着していたのは、誰かに自分の名前をつけられるという行こう為いに、だった。それは彼がこの世界で誰かと繫つながるということを意味しているからだ。少年は考える素そ振ぶりも見せずに頷うなずいた。

「いいんじゃないでしょうか」

「割と他ひ人と事ごとの感想だな」

「じゃ、早宮春日と向山春日、どちらが好み？」

「そうですね」

　今度は少しだけ考える素振りを見せた少年だが、すぐに顔を上げた。

「向山春日でお願いします」

「じゃ、決まりね。今後、あなたは向山春日君」

　ぱちぱちぱち。

　淀屋橋小隊の面々からおざなりの拍はく手しゆが上がり、少年は頭を搔かきながら五人に向かって低頭した。

「ありがとうございます。これで僕も、ようやく一人前になれた気がします」

「一人前になれたって、言こと葉ば遣づかいがおかしいだろ」

「おかしいですか？　では……人間になれた気がします」

「その言い方は、もっとおかしいからな？」

　烏丸にそうツッコまれたが、それは彼の正直な気持ちだった。名前を得て初めて彼は、向山春日は、この世界で生きてもいいと許されたような気持ちになれた。
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　少年に名前をつける会議が終わると、とくにすることもなくなった。五人と一人と一人は思い思いに本を読んだりＴＶゲームをしたりして時間を潰つぶした。リビング以外にもテレビがあったので、置いてあったブルーレイで映画を観みる者もいた。

　夕方になると、忍海少しよう尉いが手配してくれた仕出し弁当が届いたので、全員がダイニングに集まって夕食を摂とった。

「ああ、これは美お味いしい」

　向山春日は感かん極きわまった表情でそう言った。

「たしかに出前にしては美う味まいけど、泣くほどか？」

　と烏丸が揶や揄ゆするように訊きくと。

「僕、ずっと病室に隔かく離りされてましたから、病院食しか食べてないんですよ。油分も刺し激げき物ぶつもほとんどないような、あっさり淡たん泊ぱくな味付けの食事ばかりだったもので」

「なるほど、そうだったな」

「そもそも僕、何か美味しいものを食べた記き憶おくもなくって」

「わかったわかった。じゃあ、存分に味わって食べろよ」

「はい、そうします」

　そう応こたえると、向山春日は改めて弁当にかぶりついた。

　二十分足らずで全員が食べ終わり、食事の時間が終わった。

「お茶を飲んだらお片付けよ？」

　淀屋橋がそう言うと、忍海が腰こしを浮うかせて言った。

「ああ、いいですよ。ゴミを捨てるだけなので、わたしがやります」

「すみません。じゃあ、みんなは空の容器をキッチンに運びましょう」

　と淀屋橋に促うながされ、六人も腰を上げる。

「その辺に置いておいてください。片付け終わったらお茶を淹いれますから、皆みなさんはダイニングでお待ちを」

　キッチンでてきぱきと働く忍海を見ながら、墨染がぽつりと呟つぶやいた。

「忍海少尉をお嫁よめさんにしたい」

「自分が嫁になるという発想はないのかよ、墨染」

「その発想は、ない」

「胸を張るな」

　ダイニングまで戻った五人が椅い子すに座って待っていると、忍海がお茶の入った湯飲みを運んできた。

「食休みしたら、お風ふ呂ろにお湯を入れましょうか」

「一人ずつ入る、朱鷺瑚さん？」

「さっきお風呂を見てきたのよ。寮りようのお風呂とまでは行かないけど、かなり広かったわ。五人全員で、は無理だけど、二、三人ずつなら一緒に入れると思うわ。そのほうがお湯と時間の節約になるでしょう？」

「となると、組み分けだな。問題は誰が朱鷺瑚さんと入るのかってことか」

　そう言って烏丸が仲間の顔を見回すと、即座に墨染が手を挙げた。

「はい、わたし」

「わたしも入りたいわね」

「あたしだって入りたいわ」

　すると、向山が遠えん慮りよがちに手を挙げた。

「僕もいいですか？」

「いいわけあるかっ！」

「そうよ。朱鷺瑚さんの胸を揉もみ拉しだく特権は淀屋橋小隊員だけに許されたものなのよ」

「いえっ？　ザミちゃん、わたしそんな特権をみんなに与あたえたつもりは微み塵じんもありませんけどっ!?」

「いいなぁ。僕も淀屋橋さんの胸を揉み拉いてみたいものです」

「まぁあ、向山君たら何を言っているのかしら？　一度、死んでみる？」

　ぶるぶるぶる。

　右手の指を左手で覆おおい、ぱきり、ぽきりと指を鳴らす淀屋橋に向かって、向山は激しく首を左右に振ふった。

「僕の勘かん違ちがいでした！」

　すると。

「はいはい！　わたし、向山君と一緒に入浴する組に！」

「いいからカガちゃんはおとなしくお茶を飲んでいなさい。でないと全ぜん裸らに剝むいて手足を縛しばって重しをつけて水みず風ぶ呂ろに沈しずめるわよ？」

　即座に椥辻が静かになった。

「具体的には三人ずつ二組で、という形になるわね」

　そう言って淀屋橋が五人の顔を見回すと。

「わたしは淀屋橋少しよう尉いとは別の組でお願いします」

「あら。どうしてかしら、忍海少尉？」

「あなたと入浴すると、絶望感を植えつけられそうなので」

「そんなことないと思いますけど」

　忍海は烏丸や墨染にちらっと視線を走らせて言った。

「強きよう靭じんな精神力をお持ちですね」

「はぁ？　どういう意味かな、それ!?」

　と烏丸はすごんだが、墨染は忍海の皮肉に溢あふれる指し摘てきをあっさりと肯こう定ていする。

「コンプレックスも絶望も打ち消してしまうほど、朱鷺瑚さんのおっぱいは素す晴ばらしい。これを揉まずして何を揉むのだというくらいの至高の存在」

「たしかに魅み力りよく的なおっぱいではあるのでしょうけど、正直な話、わたしが淀屋橋少尉と同じ組になってしまうと、あなた方を見張る者がいなくなってしまいますので」

「ぐはぁ」

　烏丸や墨染が血ち反へ吐どを吐はく真ま似ねをした。

「じゃ、組み分けはあみだ籤くじにしよう」

　そう言って太秦が紙とペンを持ち出してきた。

　あみだ籤の結果、入浴の組み分けは、淀屋橋、墨染、椥辻の三人と、烏丸、太秦、忍海の三人となった。

「やっぱり僕は単独で、なんですね」

　向山が残念そうにそう言うと、六人が一いつ斉せいに疑うたぐり深そうな目を彼に向けた。

「当たり前だろ」

「向山君、そんなに女子と入浴したいのなら、女子寮の大浴場に行ったらどう？　場所を教えてあげるわよ？　もっとも行く前に見つかって撃うち殺されるでしょうけど」

　向山は、ぶるぶると首を左右に振った。

「じゃ、お湯を入れてきましょうか」

「わたしが入れてくる」

　と言って墨染が立ち上がった。

「いいの？」

「いい。朱鷺瑚さんと一いつ緒しよにお風呂に入れるので、わたしのテンション上げ上げ」

「そ、そう？　というか、どうしてそんなに上げ上げなの？　いつも一緒に入浴しているじゃない」

「大浴場には他の隊員も大勢いる。今日は朱鷺瑚さんだけ。誰だれに遠慮することなく朱鷺瑚さんのおっぱいを洗える」

「わたしの胸を洗うのが決定事じ項こうのように言わないでっ!?」

「っていうか、椥辻も一緒だろ」

「だいじょうぶ。椥辻一士もきっと洗いたい」

「もちろんですよう」

「わたしと椥辻一士とで朱鷺瑚さんの全身を隈くま無なく隅すみから隅まで徹てつ底てい的に徹てつ頭とう徹てつ尾び、ねっとりとねっちょりとにゅるにゅると洗いまくってあげようと思う」

「いいですねぇ」

「お断りしますけどっ！」

「いいなぁ。僕もにゅるにゅると洗ってあげたいなぁ」

　全員がジト目になって頭を引いた。

「だから。おまえは女子の可愛いエロトークにしれっと入ってくるなよ」

　烏丸が少し呆あきれ気味にそうツッコむと。

「あ、すみません。こういう経験がなかったもので、なんか楽しくて」

「やれやれ。おまえも女子と話したことのない寂さびしい男子組か？」

「というより、そもそも誰かと話をしたという記憶がないものですから」

　とたんに重々しい空気がダイニングに垂れ込める。

「あ、べつにそれを気にしてるわけじゃないので、皆さんも気にしないでください。今は、なんていうか、とても楽しいので。だからつい軽口というか、冗じよう談だんというか、本音を漏もらしてしまっただけです」

「本音かよ！」

「駄だ目めでしょ、それは！」

　烏丸と太秦はツッコんだが、墨染は意外に好意的なようだ。

「正直な男子は好もしい」

「ありがとうございます、墨染さん」

「いえ～い！」

「は──い！」

　二人は腰を浮かせ、ハイタッチを交かわした。

「おまえ変な趣しゆ味みしてるな、墨染」

「変な趣味ではない。向山春日は好男子」

「そうかぁ？　まぁ意外と体は鍛きたえてあったみたいだけどな」

　烏丸がそう言うと。

「烏丸さんって、漢おとこらしいというか頼たのもしいというか、凄すごく凜り々りしいですよね」

「はぁっ？　な、なんだよ、いきなり!?」

「向山春日から高評価をもらった烏丸士長が妬ねたましい」

　真ま面じ目めな顔で墨染がそんなことを言うから、烏丸は意識してしまったようだ。少し顔を赤らめて言い返した。

「高評価じゃないだろ。女子としてはマイナス評価だろ!?」

「向山春日は記き憶おくを喪なくして心細い思いをしている。そんなとき頼もしくて凜々しい女子がいたら好きになってしまうかもしれない」

「なっ、おまっ、なに言って……」

　さらに顔を赤くした烏丸は、わたわたと手を振り回した。

「許さないですよう。烏丸士長にだけは取られたくないですよう」

「だから取るも取らないもないってぇの！」

「あ、心配しないでください。僕、皆さんのことが大好きですから」

「なぁっっ!?」

　烏丸は顔を真っ赤に染め、頭頂から湯気を噴ふき上げる。墨染が、ぽん、と烏丸の肩かたに手を置いて言った。

「烏丸士長。向山春日は、皆、と言った。早とちりしないように」

「う、うっさい！　わかってるわ！」

「あんた、ホントに男子に免めん疫えきないわね」

「だから、うるさいってんだよ、太秦！」

（仲がいいんだな、こいつら。ちょっと予想外だったけど、その仲のよさが少年君の……向山春日の警けい戒かい心しんを解くのにちょうどよかったのかもしれない）

　五人と一人がじゃれ合うように話をしているのを見て、忍海はふとそう思った。

「お湯を入れてくる」

　そう言って墨染が立ち上がった。
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　お湯が入ると、最初の三人──烏丸、太秦、忍海が階下に下りていった。

　三人は正味三十分ほどで戻もどってきた。

「烏丸士長が烏からすの行水なのは知っていたけど、今日は太秦士長もいつになく早い」

　と墨染が言うと、太秦と忍海が言い訳を口にする。

「だって烏丸と忍海少しよう尉いが早いんだもの。急せかされているみたいで、落ち着いて浸つかっていられなかったのよ」

「いつもはシャワーで済ませるので。ゆっくりお湯に浸かるという習慣がないんですよ」

「そうですよねぇ。そちらの三人だと、一緒に入っても楽しみがないですものねぇ」

「何が言いたいんだ、椥辻!?」

「それに比べ！　こちらには朱鷺瑚さんのおっぱいというお楽しみが待ち構えているんですよう。たっぷり心ゆくまで楽しんでくるのですよう」

「ね～～？」

「ね～～？」

　墨染と椥辻がハイタッチを交かわしてはしゃいでいる。

「はしゃぐ墨染を見るのも珍めずらしいけど、はしゃいでいても表情に変化がないから、違い和わ感ハンパないな」

　と烏丸は首を捻ひねる。

「能面被かぶって漫まん才ざいやると、こんな感じか？」

「烏丸士長に酷ひどいことを言われている」

「烏丸士長、いっつも酷いですよねぇ？」

「ね～～」

　椥辻と墨染は、またもハイタッチした。

「おまえら、はしゃぎすぎだろ」

　烏丸は少し呆れた顔で、飛び跳はねる二人を見ている。その隙すきにタオルや着き替がえを抱かかえた淀屋橋がさっさとリビングから出て行った。

「あ～～、待ってくださいよう」

「早くしないと朱鷺瑚さんに中から鍵かぎを掛かけられてしまう」

「今日いちばんの楽しみがぁ」

　椥辻と墨染が、ばたばたと淀屋橋のあとを追って階段を下りていった。

「たしかに朱鷺瑚さんのおっぱいは楽しみだな。ちくしょう、あとから襲おそいに行くかな」

「あんた、それ、女子のセリフじゃない」

　太秦にそうツッコまれ、烏丸は不服そうに頰ほおを膨ふくらませる。

「朱鷺瑚さんのほど見事なおっぱいは女子でも愛めでたいの」

「まぁ、気持ちはわからないでもないけど」

「そうですよね。淀屋橋さんのは女子でさえ揉もみたくなる見事なおっぱいなんですから、男子の僕が揉みたくなるのは当然の話ですよね」

「だから。おまえはしれっと女子トークに加わってくるなってば」

「いいじゃないですか。記き憶おく喪そう失しつになった僕のささやかな楽しみなんですから」

「こいつ。記憶喪失を持ち出されると無む下げにできないじゃないかよ」

「仕方がないわね。女子トークに加わるくらいなら許してあげるわ」

　太秦がそう言うと、烏丸も渋しぶ々しぶといった体ていで頷うなずいた。

「しゃぁねえな」

「じゃ、お墨すみ付つきが出たところで、淀屋橋さんのおっぱいがどれほど見事なのか詳くわしく」

「そうだな。大きさは見た目どおりなんだが、見事なのはその弾だん力りよくと均整の取れた形状だ。ふつう、あれだけ大きいと垂れ気味になってもおかしくないのに、朱鷺瑚さんのはそれはもう見事に天を衝ついて聳そびえ立っている。喩たとえるなら、富士山が二つ、胸部に載のっている、そんな感じだ」

　烏丸がそう言うと、太秦も続いた。

「第二師団を見み渡わたしても、朱鷺瑚さんのおっぱいに対たい抗こうできるだけの逸いつ材ざいは、日米ハーフの武む庫こ川がわ琴座ライラ少尉くらいしかいないんじゃないかしらね」

「ああ。あいつのも凄いんだよな」

「そんなに凄いんですか？」

　と向山が身を乗り出すと。

「ブラのカップ数、ＨとかＩとか言ってなかったっけ？」

「男子の僕には想像もつきませんけど、凄いということだけは伝わってきました」

　向山は、烏丸と太秦の胸部に向かって交こう互ごに視線を走らせながら訊きいてきた。

「ちなみに、烏丸さんと太秦さんのカップ数は如い何かほどなんですか？」

「黙だまれ殺すぞ！」

「女子に向かってなんて失礼なことを訊くの!?」

「え～～？　淀屋橋さんのおっぱいに関してあれほど嬉き々きとして話しておきながら、いきなりキレないでくださいよ。あ。もしかしてブラが要いらないくらいささやかだとか？」

「はい、殺す！」

　立ち上がった烏丸は、向山の頭を抱え込んでヘッドロックを決めた。烏丸はそのまま腕うでに力を込こめ、向山の頭をギリギリと締しめ上げる。

「痛たた……あ！」

「な、なんだよ!?」

「大だい丈じよう夫ぶです、烏丸さん。いま僕は、烏丸さんのおっぱいがないことはないという事実を自分の頭で実感しています」

「はっっっ!?」

　向山の頭部が自分の胸部に押しつけられているのを今さらながらに感じ、烏丸は慌あわてて彼を解放した。

「なっ、おまっ、馬ば鹿かなこと言って……」

　顔を真っ赤にして手を振ふり回す烏丸を見て、太秦がにんまりと笑った。

「はしゃぐ墨染とか照れて赤面する烏丸とか、今日は面おも白しろいモノが見られたわ」

「うっせえ。おまえも殺すぞ！」

「あなたたち」

　忍海少尉のひんやりとした声が聞こえてきて、三人は、はっと我に返る。

「本当に仲がいいですよね。向山春日君も、ずっと淀屋橋小隊にいるみたいに溶とけ込んでいますし」

「あ、そうですか、ね」

　向山は少し嬉うれしそうに笑いながら頭を搔かいた。

　一方、烏丸と太秦は、少し嫌いやそうな顔で互たがいを見やっていた。

「べつに仲がいいわけじゃ」

「そうね。ただの腐くされ縁えんよね」

「べつに非難しているわけじゃありません。むしろ褒ほめているのです。胸を張ってもいいのです。あ、でも、張るほどなかったのでしたっけ、胸」

「あんたも殺したい気分だけど！」

「ホント、失敬な人ね」

「そう言わずに。アイスコーヒー淹いれました、よかったらどうぞ」

「お？　キッチンで何やってるのかと思ったら、こんなものを」

「ありがと。いただくわ」

「僕もいただきます」

　アイスコーヒーを飲みながら四人が──主に烏丸と太秦の二人だったが──くだらない雑談をしていると、淀屋橋、椥辻、墨染が風ふ呂ろから上がってきた。墨染がいたく満足そうな顔をしているので、たぶん心ゆくまで淀屋橋の胸を洗うことができたのだろう。

「次は向山君の番だけど、いまお湯を入いれ替かえているので、もう少し待ってね」

「はい、淀屋橋さん。僕はかまいませんけど」

「あれ？　お湯を節約するんじゃなかったの、朱鷺瑚さん？」

　と太秦が訊くと、淀屋橋はあくまで真しん剣けんな顔で応こたえてきた。

「だって、お風呂に入った向山君が、おお、これが女子六人が浸かったお湯か、ごくんごくん、くは～～、美う味まい！　とかやったら嫌でしょう？」

　ばたり、と向山がテーブルに突つっ伏ぷし、墨染や太秦はゲラゲラと笑った。

「わたしは飲まれてもかまわないって言ったんですけどぉ」

　と椥辻が残念そうに言う。

「とことん辛しん辣らつだな、朱鷺瑚さんは」

　烏丸はジト目になって、優やさしそうな笑えみを浮うかべている淀屋橋を見やった。
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　翌日──。

　忍海少尉が用意した朝食──彼女の部下が早朝、駐ちゆう屯とん地ち近くのコンビニまで買い出しに行ったらしい──をダイニングで摂とったあと、七人はそのままリビングでぐだぐだと過ごした。具体的には、リビングでゲームをやったり、テレビを見たり、ゲームをやったり、テレビを見たり。

「もちろんこの手のゲームは初めてです」

　と言う向山は、墨染や椥辻にこてんぱんにやられていたが、それでも楽しそうだった。

　昼食を食べたあと──昼も仕出し弁当だった──墨染が、

「向山春日にネームプレートを贈おくる」

　と言って、寮りようの部屋から彫ちよう金きん道具を持ち出してきた。

「これは？」

　向山が不思議そうな顔で五人を見回すと、代表して淀屋橋が答えることになった。

「ケイちゃん、趣しゆ味みで彫金をやるので、金属プレートとか鑿のみとか、部屋に置いてあるの。あなたの名前が決まったから、プレートに名前を彫ほってあなたにあげたいんだって。ついでだから、わたしたちも一彫りさせてもらうことにしたわ」

　興味津しん々しんという顔で向山が見守る中、墨染は名めい刺しサイズの金属プレートに彼の名前、向山春日という名前を彫り込んでいく。

　最後に、淀屋橋、烏丸、太秦、椥辻が、一回、二回と、金かな槌づちで鑿を叩たたいて作業は終わった。

　赤しやく銅どう色いろに輝かがやくネームプレートに細い鎖くさりを通すと、墨染がそれを淀屋橋に渡わたす。受け取った淀屋橋は恭うやうやしい態度でプレートを向山に差し出した。

「このあと向山君がどうなるかはわからないけど。これを見て、ときどきはわたしたちのことを思い出してね」

「ありがとうございます、皆みなさん」

　向山は深々とお辞じ儀ぎをして、淀屋橋から小さなネームプレートを受け取った。

　頭を上げた彼は掌てのひらに載っているプレートを見つめながらしみじみと言った。

「僕、こんなに嬉しい思いをしたのは生まれて初めてです。大事にしますね」

「大げさだな。そもそも記き憶おくがないんだから、過去の嬉しい出来事も忘れてるんだろ」
















「そうですけど、でも、こんな嬉しい気持ちになったことはなかったと思うんです」

　そう言って向山は嬉しそうな顔でネームプレートを首から吊つるすのだった。
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　向山にネームプレートを授じゆ与よしたあと、淀屋橋と太秦、墨染の三人は自習タイムにすると言ってリビングで教科書や参考書を広げた。

「わたしは創作タイムにするですよう」

　そう言って椥辻はリビングを出ていった。

「あたしは……どうしよっかなぁ」

「烏丸、あんたも少しは勉強したほうがいいんじゃないの？」

「う～ん、それはまたにするわ。あたしはちょっくらトランポリン跳とんでくるかな」

「あんた、あれ、好きよね」

「跳んでると嫌やなこと忘れるんだよ」

　と太秦に応えた烏丸は淀屋橋のほうに顔を向けた。

「いいかな、朱鷺瑚さん？」

　すると淀屋橋が忍海のほうに顔を向ける。

「どうなんですか、忍海少しよう尉い？」

「いいのでは？　この時間なら他に人もいないでしょうし。わたしもご一いつ緒しよしますから」

　と忍海が言うと、すかさず向山春日が手を挙げた。

「僕もついていっていいですか？」

「え？　おまえも来るの？」

「烏丸さんが跳ぶところを見てみたいです。ところで、トランポリンってなんですか？」

「知らないのかよ！」

　とツッコんだ烏丸だが、仕方がないので簡単に教えてやった。

「なるほど。僕もそれ、跳んでみたいです。僕にも跳び方を教えてください」

　真剣な顔で向山に見つめられ、烏丸は気け圧おされたように頭を引いた。

「え～と……どうなんすか、忍海少尉？」

「そうですねぇ。向山君を誰だれかに見られるのは避さけたいところですが」

　忍海は自分のＰＨＳを取り出してどこかに電話をかけ、誰かと小声で話し始めたが、やがて通話を終えると、烏丸のほうに顔を向けた。

「大丈夫です。体育館は監かん察さつ部で貸し切りにしましたので、遠えん慮りよなく跳んできてください。というか、わたしも行きますが」

「よし、じゃあ行くか。向山、おまえジャージも支給されたろ。跳ぶつもりなら、あれを持ってこい。あと、汗あせ搔かくからタオルも忘れるな」

「あ、はい、わかりました」

「あたしも準備してくるから」

「了りよう解かいです、烏丸さん！」

　そうして数分後。

　大きめのスポーツバッグを提さげた烏丸と向山、そしてデイパックを背負った忍海がリビングに集合した。

「んじゃ、朱鷺瑚さん、行ってきまっす」

「行ってらっしゃい。気をつけてね」

「いや、気をつけるも何も、トランポリン跳ぶだけだし」

「そうじゃなくて。向山君がトランポリンから落ちて首の骨を折ったりしないように気をつけてあげてね、という意味よ？　そんなことになったら、監かん督とく不行届と注意義務違い反はんで、わたしたち、全ぜん裸らでグラウンド百周は確実だわ」

「う。そ、そうだね、気をつけるよ」

「気をつけなかったら殺すわよ？」

「烏丸一士は粗そ忽こつ者ものだから、いくら注意してもしすぎるということはない」

　烏丸は太秦と墨染を睨にらみつけて言った。

「うるさいよ。わかってるよ」

「忍海少尉も、よろしくお願いしますね」

「わかっています、淀屋橋少尉。わたしも全ぜん裸ら罰ばつ走そうは嫌ですから」

　と淀屋橋に応えると、忍海は烏丸と向山を促うながした。

「では行きましょう。向こうで監察の人間が待っていますから」

　こうして烏丸と向山、忍海は官舎を出て体育館へ向かったのだった。
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「さぁ、跳ぶか」

　レオタードに着き替がえた烏丸がトランポリンに跳び乗った。

　彼女は膝ひざを曲げ、小さくジャンプする。

　落ちた反動でさらに高く跳び。

　それを繰くり返すうちに、自分の背よりも遥かに高いところまで跳ぶようになる。

　高みから見下ろすと、トランポリンの脇わきで向山が目を輝かせて自分を見上げているのが見えた。

　何度目かの大ジャンプのとき、烏丸は後方宙返りを決めてみせる。

　綺き麗れいに足裏から着地して、また高く跳び、今度は体を捻ひねってから着地。

　また高く跳んで前方宙返り、今度は足を伸のばしてお尻しりからつま先までを真まっ直すぐに伸ばした体勢で着地、勢いを殺して小ジャンプに移行、膝で反動を殺してトランポリンの上に立った。

「凄すごいです凄いです、烏丸さん、恰かつ好こういいです！」

　向山が拍はく手しゆをくれた。

「いやいや、この程度、はっははは」

　烏丸はトランポリンの上で足を肩かた幅はばに開き、腰こしに手を当て反そっくり返っている。見上げる向山からするとかなり危ない光景が拝めているのだが、自じ慢まんげに胸を張る烏丸は、自分の危ない恰好に気づいていないようだ。

「どうだ？　おまえもやってみるか？」

「ぜひやりたいです」

「んじゃ、ちょっと上ってきな」

　いきなり向山をトランポリンに上げて跳ばせたりすると忍海から何か言われるかと思った烏丸だが、彼女は監察部の同どう僚りようと体育館の隅すみにパイプ椅い子すを並べて座ったままお菓か子しを食べているだけで、とくに何も言ってこなかった。

　向山をトランポリンのマットの真ん中に立たせると、烏丸はジェスチャー入りで跳び方の解説をする。

「ほら、こう腕うでを振ふって膝曲げて真上にジャンプ。で、落ちてきた反動でもっと高く跳ぶ。やってみ」

「こうですか？」

　向山は言われたとおり、腕を振って膝を曲げ、えいやっと上に跳んだ。そして落ちた反動でもっと高く跳ぼうとしたが。

「あっ、あれれっっ!?」

　つんのめるように前方に倒たおれ込み。

「ぶはっ」

　顔面からトランポリンのマットに落ちた。

「着地するときに膝が突つっ張ぱってるから上う手まく衝しよう撃げきを吸収できないの。こうやって膝曲げて体を真下に沈しずみ込ませる。で、一気に力を解放して真まっ直すぐ上にジャンプ！」

　膝を大きく曲げ、体を沈ませた烏丸が一気に体を伸ばしてジャンプすると、トランポリンのマットが上下に揺ゆれた。

「な、なるほど」

　向山は烏丸の真ま似ねをしてもう一度チャレンジしてみる。今度は先ほどより上に跳べたが、まだ真上ではなく斜ななめ前方に跳んでいる。

「わわわわ」

　トランポリンの端はしに向かって跳んできた向山の体を烏丸が抱だき止めてやる。

「危ないな。初心者なんだから、いきなり高く跳ぼうとするなよ」

「あ、すみません」

　自分で勢いを殺しきれなかった向山は、烏丸に抱きつくような恰好になる。

「くっつきすぎだっつ～の」

「す、すみません。上手く跳はねるのを抑おさえきれなくて」

　ぽよんぽよんと弾はずみながら、なおも向山が抱きついてくる。

「近い近い、顔が近い」

　向山を押し返そうと烏丸が腕を突っ張ると、彼は後方へ倒れ込む。烏丸に抱きついたままだから、当然、彼女も向山に引っ張られて倒れ込んだ。

　トランポリンのマットの上で仰あお向むけになった向山と俯うつぶせになった烏丸が、密着したままぽよんぽよんと弾んだ。

「わ～～、馬ば鹿か、放はなせ放せ」

「すみません、すみません」

　烏丸がじたばたと暴れたので、二人は抱だき合ったままトランポリンの上で弾んでいる。

「ずいぶんとお楽しみのようですね」

　いつの間にかトランポリンの脇に立っていた忍海が、ポッキーを齧かじりながらにまにまと笑いつつ声をかけてきた。

「べっ、べつにお楽しんじゃいませんけどっ!?」

　ようやく向山を引き剝はがした烏丸は、そそくさと彼から離れた。

「いえいえ、いいんです。わたしも彼女も」

　忍海は隣となりに立っている同僚を指さして言った。

「空気みたいなものですから気にせずに続きをどうぞ」

「続ける気なんか毛頭ないんですけどっ!?」

「でも、いきなりレオタードを脱ぬいだりしないでくださいよ？　さすがにそれは見て見ぬ振りができないですから」

「脱がねえよっ！」

　とツッコんでから、烏丸は忍海のほうが階級が上なのを思い出し、慌あわてて言い繕つくろった。

「あ、いえ、脱ぎませんよ？」

「そうですか。まぁ、どうでもいいんですけどね。ではごゆっくりお楽しみください」

　そう言って忍海と同僚はトランポリンから離れていった。二人の背中に向かって烏丸が怒ど鳴なる。

「だから。お楽しまないですってば」

「あんまり変なことするとマイナス査定になりますからご注意を」

「ぐはっっ」

　烏丸は顔を巡めぐらせ、向山を睨みつける。

「おまえのせいであたしがマイナス査定を喰らったらどうすんだよ」

「え？　僕のせいですか？」

「おまえがあたしに抱きつくから変なことになったんだろうが」

「でも、バランス崩くずした僕を受け止めてくれたの、烏丸さんじゃないですか」

「もう受け止めねえ。むしろトランポリンの外に投げ捨てる」

「酷ひどい！」

「それより。ほれ、もう一度、やってみ」

　烏丸はトランポリンから下りると、手でぽんぽんとマットを叩たたいた。

「あ、はい、こうですか」

　トランポリンの上で向山が飛び跳ね。

　その傍かたわらで烏丸があれこれと教えたりダメ出ししたり。

　五分もすると、ようやく向山は真っ直ぐ上に跳べるようになった。

「うわぁ、これは面おも白しろいや」

　はしゃぎながら、向山は何度も何度もジャンプした。

「こっこれ、止まるにはどうしたらいいんですか!?」

「着地の瞬しゆん間かんに膝を大きく曲げ、腰こしを落としてショックを吸収するんだよ。それで跳ね方が小さくなるから。あとはそれを何度か繰り返せば立てる」

「お、おおぉ」

　烏丸に言われたように膝を曲げ、衝撃を吸収した向山だが、綺麗に立てなくて、ぼたりと背中から倒れ込んだ。向山の体は何度か小さく跳ねたが、すぐに跳ねは収まった。

「いやぁ、これ面白いですね」

　向山は静かにトランポリンから下りて烏丸の横に立った。

「烏丸さんみたいに宙返りできるようになるにはどのくらい練習すれば？」

「宙返りするだけなら、一日、二日でできるようになるんじゃないか？」

「そうですか。なら、明日から毎日練習して……」

「ダメだろ。おまえは他の団員に存在を知られちゃいけないんだから」

「あ、そうでした」

　向山はガックリと肩かたを落とした。

「まぁそう気を落とすな。もしかしたら、今日みたいに監かん察さつが貸し切ってくれるかもしれないだろ」

　向山の顔が輝かがやいた。

「よろしくお願いします、烏丸さん」

「いや、あたしに頼たのまれても困る」

「そんなこと言わずに、監察部に頼んでくださいよ」

　烏丸は、はぁ、とため息を吐ついて頷うなずいた。

「わかったわかった。でも、あたしが頼んでも聞いてくれそうにないから、朱鷺瑚さんに頼むように頼んでやる」

「お願いします」

　向山から嬉うれしそうな笑顔を向けられ、烏丸は照れたようにそっぽを向いた。

「まぁ、いいんだけどな」

「お願いついでにもう一ついいですか？」

「なんだよ？」

「烏丸さんの大ジャンプ、もう一度、見せてください」

「あ、ああ？　そんなに見たいか、あたしの華か麗れいなジャンプを？」

「はい、見たいです。ハイレグレオタードでの烏丸さんの華麗な大ジャンプ」

「そこかよ、見たいのは！　あたしがレオタードじゃないと見たくないのか？」

「そんなことはありません。あの極ごく薄うす戦せん闘とう服でのジャンプも大だい歓かん迎げいです」

　烏丸はジト目になって頭を引いた。

「おまえ、意外と欲よく望ぼうに忠実な奴やつだな」

「やっぱり恥はずかしいものですか？」

「今さらレオタードで跳ぶとこ見られたくらいで恥ずかしがらないけどさ」

「じゃあ、お願いします」

「いいよ。どうせあたしが跳びたくてここに来たんだからな。思い切り跳ぶから、そこで見てろ」

　そう言って烏丸は、身軽な様子でトランポリンに跳び乗った。

「よっし、行くか」

　何度か体を上下させて反動をつけると、烏丸は思い切り跳び上がった。

　前方宙返り。後方宙返り。くるくると横に体を回して。浮ういた直後に両足を前に伸のばして開かい脚きやく、上体を太ふと股ももに付けたり。たまにお尻しりや背中から着地して、また跳んで。それから烏丸は最後に思い切り高く跳んだ。

「凄すごい！　五メートル、いや六メートルくらい跳んでる!?」

　見上げている向山には、烏丸の体が体育館の天てん井じように衝しよう突とつしそうなほど高く跳んだように見えた。その高さのジャンプを繰くり返した烏丸は、何度目かの着地の際に膝ひざを深々と折り曲げて衝撃を吸収し、次に小さく跳んだ。彼女はその二回だけで見事にジャンプを止めた。

「ふ──。ま、こんなもんかな」

　額に浮かんだ汗あせを右手の甲こうで拭ぬぐいながら烏丸はトランポリンから下りてきた。

「あれだけ高く跳べたら気持ちいいんでしょうねぇ」

「まぁな。かなり気持ちいいぜ。ジャンプの頂点で周りを見下ろせば、極きよく端たんなこと言うと世界が変わって見えるわ」

「いいなぁ。僕も跳びたいなぁ。ちょっとチャレンジしてみていいですか？」

　トランポリンのほうへ進み出ようとする向山を、烏丸が制した。

「止やめとけって。今のおまえじゃ、姿勢を制せい御ぎよできずにトランポリンから放ほうり出されて床ゆかに落下、よくて捻ねん挫ざ、下手すりゃ骨折だ」

「やっぱり練習が必要ですねぇ」

「当たり前だろ。練習もしないで上手くなれるわけないんだよ」

「ですよねぇ」

「ただ、練習しすぎてもダメだ。やり過ぎると足首や膝を痛めるからな。あたしも始めた当初は暇ひまさえあればここに来て練習したもんだが、ちょっと足首を痛めたことがあってな。医務課に行って医者から注意され、それから練習量と頻ひん度どを抑えるようにしたわ。こんなとこでケガして魔ま妖ようと闘たたかえなくなったら、バカみたいだからな」

「魔妖と……たしかに皆みなさんにはそちらのほうが大事ですよね」

「あ～あ、喉のどが渇かわいたな。自じ販はん機きでなんか冷たい飲み物を買ってくるか」

　ひとしきりタオルで顔の汗を拭うと、烏丸はスポーツバッグからジャージの上を引っ張り出してレオタードの上に羽織った。

「向山は何がいい？」

「あ、僕も行きますよ」

「いいからそこで待ってろ」

　と言ってから、烏丸は声を潜ひそめて言葉を継ついだ。

「忍海少しよう尉いの仕事を増やしてやるな」

　烏丸は、おまえが従ついてくると忍海少尉も見張るために従いてこなくてはならない、ということを言っている。

「あ、そうか。そうですね。了りよう解かいです。じゃ、僕は水でいいです」

「ん、わかった」

　向山に向かって手を挙げると、烏丸は体育館の入り口にある自販機目指して駆かけ出した。
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　飲み物を買って戻もどった烏丸は、向山と二人で体育館の隅すみまで行って、パイプ椅い子すを二脚きやく広げ、片方に向山を座らせ、もう片方に自分が腰こしを下ろした。

「体育館の中、少し蒸むしますね」

　と言うと、向山はミネラルウォーターの入ったペットボトルを傾かたむける。

「冷れい房ぼうなんか入ってないからな」

　烏丸はペットボトル入りのスポーツドリンクを飲んでいる。

「ねえ、烏丸さん」

　向山の口調が改まったので、烏丸は思わず横に座っている彼の顔を見た。

「なんだ？」

「お訊ききしたいことがあるのですが、いいですか？」

「いいけど、スリーサイズとかは答えないぞ？」

「いえ、そういうのじゃありません」

「じゃあ、なんだよ」

「先ほどの話、魔妖と闘えなくなったらバカみたいだ、という話に関連するのですけど。烏丸さんはどうして討魔兵団に入ったんですか？　どうして命いのち懸がけで魔妖と戦っているんですか」

　烏丸が胡う乱ろんな者を見るような目つきになる。

「……ずいぶんと核かく心しんを衝つく質問だな。会って一日、二日の女子に訊くことか？」

「あ、不ま味ずかったですか？　では、この質問はナシの方向で……」

「べつに不味くはないよ」

　と向山を遮さえぎっておいて、烏丸は、そうだなぁ、と体育館の天井を見上げた。

「あたしはヒーローになりたかったんだよ」

「ヒーローですか？　ヒロインじゃなくて？」

「あたしは守られるお姫ひめ様さまより、お姫様を守る騎士ナイトになりたかったんだ。子供の頃ころからな。そんなだから漢おとこらしいとか言われちゃうのかもしれないけど」

「そんなことありませんよ。たしかに烏丸さんには漢らしいところもありますけど、でも可愛かわいい女子だと思いますよ」

「お、おお、そうか。なんか照れるな」

（っていうか、そんなこと言われたのは初めてだ。嬉しくなっちゃうじゃないか）

　舞まい上がりかける気持ちを抑おさえ、烏丸は平静を装よそおって話を続けた。

「まぁともかくだ、あたしはヒーローになりたかった。子供の頃は自分は特別なんだって思ってた。世界を救うヒーローになれると思ってた。でも中学生になり高校生になると、なれないのがわかるじゃないか。自分は特別なんかじゃないんだってことを思い知らされるわけだ。はは、現実は厳しいのさ」

　烏丸は自じ嘲ちよう気味に笑う。

「ふつうのあたしは、ふつうに大人になって、ふつうに生きていくしかないと思ったんだ。ヒーローになることを諦あきらめたんだ。そんなときだよ、あの大事件が起きたのは」
















　無言で首を傾かしげる向山に向かって顔を寄せ、烏丸は声を潜めて言葉を継いだ。

「東京で次じ元げん震しん動どうが起きて練ねり馬ま区が壊かい滅めつした。壊滅した練馬区に魔ま素そが溢あふれ出し、魔妖が出現した。通常兵器じゃ魔妖は倒たおせないのがわかった。魔妖を倒せるのは討魔能力を持った者が使う戦せん闘とう技能、魔マ技ギだけっていうのがわかった。全国で一いつ斉せいに資質検査が行われ、あたしには討魔の能力があることがわかった」

　黙だまって烏丸の話を聞いていた向山に向かって、彼女は、な？　と言った。

「あたしは人にない能力を持っていた。それは唯ゆい一いつ無二の能力じゃなかったけど、少なくともあたしは特別だった。だったら。その特別な能力を活いかさない手はないと思ったんだ。この能力を駆く使しすれば、世界を救うヒーローになれるじゃんとか思っちゃったわけだ」

「なるほど」

「だから兵団に入って妖よう魔まと戦おうとした。もちろん命の危険があることはわかってたさ。でも、ヒーローになれるチャンスを逃のがすわけにはいかないって、そう思ったんだ。ずっと特別になりたくて、でも特別であることを諦めて。なのに突とつ然ぜん、特別になれるチャンスが巡めぐってきた。だったら逃せるはずないじゃん。あたしは迷うことなく志願した。で、討魔兵となって今に至る……って感じだな」

「崇すう高こうな使命感ですね」

「よせやい、崇高なもんか。単なる妄もう想そうだ。椥辻に言わせりゃ、中二病を拗こじらせましたね、ってなるらしいんだけど、そうかもしれないな」

「ちゅうにびょう？」

「いや、それは説明が面めん倒どうくさいからスルーしろ」

「あ、はい」

「でもなぁ。いざ兵団に入ってみると、これが違ちがうんだな。違ったんだな」

「何がどう違ったんですか？」

「ここにヒーローなんか要いらないんだよ。特別な能力を持ったあたしなのに、あたしたちなのに、魔妖との戦争ではただの歩兵だってことを思い知らされた。今さら辞めるわけにもいかないから続けてるけどな。現状は、もしかしたらヒーローになれるかもしれないという微かすかな希望を抱かかえて足あ搔がいているだけだ。恰かつ好こう悪いだろ」

　向山はあくまでも真しん剣けんな顔で、いえ、と首を横に振ふった。

「素す敵てきです。恰好いいと思います」

「え？　マジで？　マジでそんなこと思ってんの!?　おまえバカだろ」

　向山が情けない顔になった。

「あれ？　褒ほめたのにバカにされた」

「あ～～、いや」

　烏丸は右手でがしがしと髪かみの毛を搔かき毟むしった。

「なんでこんな話をしちゃったかな。恥はずかしい。気にするな。忘れろ」

　そう言って立ち上がった烏丸は、

「なんかむしゃくしゃする。もう一回、跳とぶわ」

　と言ってトランポリンのほうへ歩いていく。

　その背中に向かって向山は微笑ほほえみかけた。

（ヒーローになりたいという烏丸さんの気持ち、少しも恥ずかしくなんかないと思いますけど。むしろ誇ほこってもいいんじゃないでしょうか）

　向山は空っぽな自分の心の一部が温かなもので埋うめられたような、そんな気がした。
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　それからさらに一時間半ほど跳んだり向山に教えたりした烏丸は、体育館のシャワー室で汗を流ながしてから、向山と共に体育館を出た。例によって、ひっそりと忍海があとを従いてきた。

　夕食前に官舎に戻ってみると、すでに事態は動き出していた。

　監かん察さつ部の人間が官舎を訪おとずれ、

「淀屋橋少しよう尉いは明日の午前九時に司令部に顔を出すように」

　という沢良宜中ちゆう佐さの伝言を伝えてきたのだ。

　それを聞いた淀屋橋小隊の面々はリビングに集まり、額をつき合わせ、自分たちや向山はどんな扱あつかいになるのだろうかという話をしているところだった。

　烏丸と向山本人もその話し合いに加わったのだが、結局、話を聞いてみなければたしかなことはわからないという情けない結論に落ち着いた。

「不確定なことをいつまでも話し合っていても仕方がないわね。ご飯を食べたら、各自、勉強するなり原げん稿こうを描かくなりして、今日は早めに寝ねましょうか」

　という淀屋橋の言葉に、全員が重い腰を上げた。

　夕食はまたもや仕出し弁当だった。

　それなりに美お味いしかったから文句を言う者はいなかったが、いつもの食事時と違って、ダイニングは重苦しい雰ふん囲い気きに包まれていた。

　食事が終わると解散になり、その後はリビングで本を読み出す者、部屋で自習を始める者、部屋で原稿を描く者──椥辻だ──などに分かれ、静かな夜が過ぎていく。

　やがて二十三時を回り、淀屋橋が消灯を告げて歩いた。

　全員がベッドや布ふ団とんに潜もぐり込み、官舎の明かりが消えた。

　明日、どんな指令が下るのだろうか。向山春日はどんな扱いを受けるのだろうか。そんなことを気にしながら五人の隊員は眠ねむりについた。向山自身も、明日からの自分の処しよ遇ぐうを気にしつつ浅い眠りに落ちていった。
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　翌朝、またもや忍海の部下が届けてくれた朝食を食べ終えると、淀屋橋は司令部に行ってくると皆みなに告げて官舎を出て行った。残された四人と向山は気もそぞろで、ゲームの続きをやろうと言い出す者はいなかった。同人誌の締しめ切りが近いはずの椥辻でさえ、リビングに陣じん取どったまま淀屋橋の帰りを待っていた。

　その淀屋橋が戻ってきたのは午前十時前だった。

　リビングダイニングに上がってきた淀屋橋に、烏丸が勢い込んで訊いた。

「どうだった、朱鷺瑚さん？　向山の処遇は決まったの？」

　ええ、と頷うなずいて淀屋橋が空いている席に腰を下ろすと、ソファーやビーズクッションに座っていた他の隊員も集まってきた。もちろん向山春日も。

「二に乃の瀬せ大佐から直じき々じきに聞かされたわ」

　と淀屋橋が応こたえると、烏丸が低く唸うなるように言った。

「二に師し長ちようから直々にか」

　二乃瀬大佐は第二師団の司令官だ。小隊長クラスが直々に呼び出されることなど、ふつうなら考えられない雲の上の存在である。

「それだけ向山くんが重要人物ってことね」

　烏丸、太秦、椥辻、墨染は、ちらっと向山に視線を走らせたが、彼はいつもと変わらぬふうに笑えみを浮うかべたまま淀屋橋を見ているだけだった。その表情からは不安など感じられないが……。

「で？　こいつ、どうなるの？」

　烏丸が向山に向かって顎あごをしゃくると、太秦が上体を乗り出した。

「やっぱり医務課預かりで人体実験……なんてことはないわよね？」

「ぜひ見学を……」

　烏丸が椥辻の額にチョップを打ち込んだ。

「あう！　痛いですよう」

「おまえは少し黙ってろ！」

「暴力反対ですよう」

　額を摩さすりながら椥辻が恨うらめしそうな目を向けてきたが、烏丸はそれを無視して淀屋橋に向き直った。

「どうなの、朱鷺瑚さん」

「さすがに人体実験とかはないわね。でも、そうね、似たり寄ったりのことをさせられるのかしら」

「どういうこと？」

　淀屋橋は向山に視線を向け、

「向山くん、あなたは他の隊に組み込まれて実戦配備になるそうよ」

　と告げた。

「淀屋橋さんたちの隊ではなく、他の隊に組み込まれるのですか」

　そこで初めて向山の顔が曇くもった。

（それは予想外だったな。う～ん、そうか。他の隊にか）

「お？　なんだ、あたしたちと別れるのが寂さびしいか？」

　烏丸が少し戯おどけた調子でそう言うと、向山が真面目な顔で、

「そうですね。少し、いえ、かなり寂しいです」

　などと応えてきたので、烏丸は少し面食らう。

「そ、そうか」

「あたしも寂しいですよう。今度こそ一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入りましょうよう」

「誤解されるようなことを言うな」

「そうよ。入るのはいいにしても、そんなことを誰だれかに知られたら、みんな揃そろって懲ちよう罰ばつ房ぼう行きになるわよ」

「入るのはいいの!?」

　烏丸や太秦が大きく仰のけ反ぞった。

「大だい丈じよう夫ぶですよう。間違えたことにすればいいんですからぁ」

「いやいや、おまえのそんな言い訳を監察部が信じるはずないだろ」

　と烏丸がツッコむと、太秦がすっと腕うでを伸のばして忍海を指さした。

「っていうか。そこで監察部の人間が聞き耳立ててるんだけど」

「そうでしたぁ！」

　椥辻が頭を抱えて身み悶もだえる。

「全ぜん裸らでどっきり♥　裸はだか男子とお風呂で遭そう遇ぐう大作戦が使えなくなった！」

「バカだな、こいつ。腐くさった大バカだ」

　と烏丸は蔑さげすんだ視線を椥辻に向ける。

「腐っているにもほどがあるわね。腐ふ体ていの輩やからとは、まさに椥辻のことだわ。ちなみに椥辻の場合、『ふてい』は『腐くさった体からだ』と書くわ」

「お！　上う手まいな、太秦」

　と烏丸が手を打った。

「だけど、こいつの場合、腐ってるのは体だけじゃないけどな。むしろ脳のう味み噌そが腐ってるけどな」

「腐り果てて爛ただれてるわよね」

「納豆みたいに良い方向に腐っていればまだ食べられるけど、この腐り方はどうにも使い道がない」

　などと、烏丸、太秦、墨染が口々に腐すと、椥辻は思いきり不服そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「みんな、ちょっと酷ひどくないですかぁ？」

　ぷふっ、と向山は小さく噴ふいたが、すぐに真ま面じ目めな顔に戻もどると、小さくため息を吐つく。

「皆さんといると楽しいです。他の隊に組み込まれて皆さんとお別れしなくてはならないのは残念です」

（寂しいだけじゃなく、僕の能力が百％発揮できるかも不安なんですけど）

　と思う向山だが、それはまだ口にしないでおく。どうしてそう思うのかと問い詰つめられると困るのだ。自分でも理由がよくわかっていないのだから。

「それは、まぁ、あたしらも一緒だよ」

「あら。珍めずらしく素す直なおね、烏丸」

　と太秦が揶や揄ゆする。

「うるさいよ。それより」

　太秦を睨にらみつけた烏丸だが、すぐに顔を淀屋橋のほうへ戻した。

「春日はどの隊に組み込まれるの、朱鷺瑚さん？」

「宇う多た野の小隊……だそうよ」

「へえ。宇多野小隊か」

「実力者ね」

「エリート精せい鋭えい部隊ですよう」

「上層部の受けもいいですよね。我が隊と違ちがって」

「そうよねぇ。うち、上層部の受け、悪いものねぇ。誰かさんのおかげで」

「何が言いたいんだ、太秦!?」

「べつに。烏丸が上から睨まれてるおかげで朱鷺瑚さんがいつも苦労してるとか、べつに言いたくはないけど、でも事実よね」

「言ってんじゃねえか！」

「ほらほら、ザミちゃん、わたしがセッちゃんの無茶とか無む謀ぼうとか無理とか無法のせいで苦労しているのは事実だとしても、そんなふうに直接的に言ってはだめよ？　もう少しオブラートに包んで指し摘てきしましょうね」

「朱鷺瑚さん……」

　烏丸の顔が情けなさそうに歪ゆがんだ。

「朱鷺瑚さんこそ、全然オブラートに包んでないと思うんだけど」

　また向山が、ぷふふっ、と笑った。

「よかったじゃん、烏丸。向山に受けてるわよ」

「べつに受けを狙ねらって生きてるわけじゃないよ」

「その宇多野小隊のこと、教えてもらえますか？」

　烏丸は曖あい昧まいな顔で向山を見やった。

「教えるってもなぁ。有名だから名前は知ってるけど、詳くわしくは知らないし。朱鷺瑚さんは知ってるの？」

「小隊長が宇多野中ちゆう尉いで、以下、七しち条じよう准じゆん尉い、四しの宮みや曹そう長ちよう、上かみ桂かつら討とう魔ま士し長、伊い勢せ田だ一等討魔士の五人編制だったわね。魔妖との戦せん闘とう経験も豊富で、豊と島しま園えん駅の先まで進出したこともある……のではなかったかしら」

　烏丸が、ひゅ──、と口笛を吹ふいた。

「豊島園駅の向こうっていったら、第四汚染度ダーテイー・フオーじゃなかったっけ。そこまで行って、全員生きて帰ってるのか。そりゃ精鋭だな」

「たしかにね。第四汚染度を経験して生せい還かんした小隊は今のところ四個しかいないはずよ。選えりすぐりの実力者と言っていいんじゃないかしら」

「春日の預け先がそこなら、まぁ安心……なのかな」

「最初は廃区外がい縁えん付近で向山君の魔技の実地試験を行うらしいわね。いきなり第四汚染度地区へ行くなんてことはないから大丈夫」

　そう言って、淀屋橋は全員の顔を見回した。

「というわけで、今回のミッションは一ひと四よん〇まる〇まる時を以もつて終しゆう了りよう。一ひと四よん三さん〇まる時に向山君はわたしたちと一緒に本部に出頭。いいかしら？」

　向山は淀屋橋に向かって敬礼を送った。

「はい、了りよう解かいしました」

「おまえの敬礼、なんか様さまになってないよな」

「敬礼なんてしたことなかったので。たぶん」

「まぁ、そうだろうけどさ。あんまりへらへらしてると、殴なぐられっぞ。討魔兵団には恐こわいお姉さんとか無茶苦茶なお姉さんとか出で鱈たら目めなお姉さんとか、いるからな。あたしも入団当初は何度も殴られた」

「烏丸の場合は、反はん抗こう的な態度を取るからでしょ」

「反抗的と言うほど反抗的な態度を取った覚えはないんだけどな」

「烏丸士長の場合は、顔つきからしてすでに反抗的」

「殺すぞ、墨染！」

「上官にもそういう喧けん嘩か腰ごしの態度で接するから目をつけられるって言ってるの」

「バカにバカなこと言われて『仰おおせのとおりです』って頭を下げるのも癪しやくじゃん？」

　太秦が、あ～あ、と嘆なげいて天を仰あおいだ。

「あんたも駄だ目めな奴やつの部類ね。椥辻のこと言えないわよ」

「こいつと一緒にすんな！」

「烏丸士長と同列にされたくないですよう」

　向山が、くすくすと笑いながら言った。

「どっちもどっちですね」

「殺すぞ！」

「裸に剝むいて写生しますよ？」

　向山は慌あわてて右手を挙げると、眼前でぶるぶると振ふった。

「勘かん弁べんしてください」

「わたしは写生するから、春日はしゃせ……」

「止やめろっ！」

　ごん。

「痛いですよう」

「馬ば鹿か二人はおいといて。十四時まで、まだ四時間くらいあるけど、それまでどうするの、朱鷺瑚さん？」

　太秦がそう訊きくと、淀屋橋はにっこりと笑って言った。

「この官舎を引き払はらうわけだから、掃そう除じね」

「うぇぇ、掃除かよ～」

　烏丸、太秦、椥辻、墨染の顔が嫌いやそうに歪んだ。

「ここ、広いから大変だわね」

「ザミちゃんの言うとおりね。六人しかいないのだから大変よ」

「私も手伝いますから、七人で、ですね」

「あら、忍海少しよう尉いに手伝ってもらえれば心強いわね。立つ鳥跡あとを濁にごさずと言うでしょう？　綺き麗れいに掃除してから引き払いましょうね」

「うえ～い、烏丸了りよう解かいっす～」

　やる気のなさそうな声こわ音ねで烏丸が右手を挙げると、太秦、椥辻、墨染から、了解！　の声が上がった。

「えぇと、向山も了解しました」

「じゃ、さっさとお昼を済ませて掃除に取りかかりましょうか」
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　午後の一時半頃ごろに掃除を終えると、七人は身み支じ度たくを調ととのえる。もっとも向山は掃除用のエプロンを外して上着を着ただけだが、掃除のためにジャージに着き替がえていた女子六人は、改めて隊服に着替えることになる。

　着替えてリビングに勢せい揃ぞろいした淀屋橋小隊の面々は、向山の視線が自分たちにロックオンされているのに気づいた。

「何をじろじろ見てるんだよ」

「あ、すみません。これでお別れと思うと寂さびしくて、皆みなさんの姿を目に焼き付けておこうと思いまして」

「そ、そうか？　なら、まぁ、許してやる」

「相変わらず謎なぞの上から目線」

「うるさいよ、墨染」

「春日ぁ、スカート脱ぬぎましょうかぁ？」

「おまえは余計なことを言うな、椥辻」

「どうせ目に焼き付けてもらうなら、色っぽい恰かつ好こうのほうがいいじゃないですかぁ。そのほうが春日も楽しいでしょうしねぇ」

「そうですね！」

「おまえも調子に乗んなや」

　六人がリビングでわいわいと騒さわいでいると、忍海少尉の冷静な声が割って入った。

「皆さん、もう出頭時間が迫せまっていますけど」

「そうだったわ。遅ち刻こくでもしようものなら、それこそ大おお泊どまり少しよう佐さから全ぜん裸ら兎うさぎ跳とびでグラウンド十周を命じられてしまうかも」

　淀屋橋が真しん剣けんな表情でそう言うと、烏丸が嫌そうに顔を歪めた。

「あの人なら本気でやりかねないよな」

「じゃ、急ぎましょう」

　七人は官舎をあとにして司令部へと急いだ。

　駆かけながら、向山はちらりと背後を振り返ってみる。遠ざかっていく二階建ての官舎を見やった彼は、少しだけ感傷的になった。

（一いつ泊ぱく二日だったけど、楽しい時間だったな。もしかすると生まれて初めて僕が経験した楽しい時間だったのかもしれない。中でも烏丸さんの話は面おも白しろかったな）

　ヒーローになりたいから命いのち懸がけで戦っている。そんな烏丸の動機は、向山にそれなりのインパクトを残した。

（僕もヒーローを目指せばいいのだろうか。戦って魔妖を倒たおし続ければ、いつかヒーローになれるのだろうか）

　このあと、自分の未来に何が待ち受けているのか。それが楽しみでもあり、怖こわくもある、そんな気分になって向山は駆け足を続けるのだった。
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　向こう山やま春日かすがと淀よど屋や橋ばし小隊の五人が官舎を出てから数日後──。




　沢さわ良ら宜ぎ中ちゆう佐さの執しつ務む室の窓まど際ぎわで、部屋の主である沢良宜と第二師団長の二に乃の瀬せ大佐が安っぽいパイプ椅い子すに腰こし掛かけたまま小さなため息を吐ついた。

「上う手まく行きませんでしたね」

　と沢良宜が言うと、二乃瀬大佐は難しい顔で応こたえた。

「宇う多た野の小隊、能力や戦せん闘とう力に不足はないと思ったのだが……どうやら相手が誰だれでもいいというわけではないようだな」

　向山春日を加えた宇多野小隊が任務遂すい行こうに失敗したという報しらせを受け、急きゆう遽きよ、二乃瀬が沢良宜の部屋を訪おとずれたのである。

「そのようですね。廃はい区く周辺の哨しよう戒かいと低級魔ま妖ようの掃そう討とうなら、それほどの難易度ではないと思ったのですが、向山春日が人を選ぶとなると、少し面めん倒どうなことになりますね」

「今回は遭そう遇ぐうした魔妖の数が多かったから、こちらの想定よりも難易度が高くなってしまった。任務に失敗したことは致いたし方ないとも言えるが、向山の能力が上手く発動しなかったのは痛いな」

　二乃瀬がそう言うと、沢良宜が難しい顔で頷うなずいた。

「それもそうですが、いくら魔ま素そ嵐あらしが酷ひどかったとはいえ、廃区周辺地域にあれだけの数の魔妖が出現するというのが異常事態です。今回はたまたま魔素嵐が収まって魔妖群が引き返してくれたからいいようなものの、下手をすると廃区周辺地域の住民に被ひ害がいが及およぶところでしたよ」

「そうだな。魔素嵐の発生回数が増え、魔妖の活動が以前より活発になっているのが気になるが、今は向山春日の能力を十全に発揮させる手段をどう確保するかが最大の課題だ」

　難しい顔で腕うで組ぐみして椅子の背もたれに背中を預けている二人は、一いつ般ぱん将校用の軍務服姿である。監かん察さつ将校の沢良宜や師団長の二乃瀬が戦闘服でオフィスに座っていたら、いろいろ問題がある──来客があったときとか──から当然といえば当然だった。

　二乃瀬の言葉に沢良宜は、そうかもしれませんが、と応えて考え込み、二乃瀬は腕組みをしたまま天てん井じようを見上げ、徐おもむろに言葉を絞しぼり出した。

「魔力を高め、結果として魔マ技ギの威い力りよくも高める。彼がそんな魔ア技シ補ス助トが使える人材なら、我々にとっての救世主になるかもしれないと期待したのだが、対象者を、あるいは魔技を、もしくは場所を？　気象を？　魔ま素そ濃のう度どを？　魔妖を？　選ぶとなると、救世主になるのは難しいな。強力な援えん軍ぐんにならなれるかもしれないが」

　二乃瀬の言葉に沢良宜が顔を上げた。

「淀屋橋の報告書が真実ならば、ですが。わたしはまだ真実かどうか、疑わしい気分なんですよ」

「淀屋橋少しよう尉いは噓うそを吐つくような女ではないよ。それはわたしが保証する」

　そう二乃瀬が請うけ合うと、沢良宜は揶や揄ゆするような口調で言った。

「噓は吐かなくても、白昼夢くらいは見るかもしれません」

「小隊の五人が揃そろってか？」

「魔妖に何かされたという可能性は捨てきれないでしょう？」

「魔妖に何かされたのなら、生きて戻もどってはいないさ。それに凍こおって粉々に砕くだけた魔妖の破は片へんは回収、確かく認にんした。淀屋橋少尉の報告と矛む盾じゆんはない」

　二乃瀬はやおら椅子から立ち上がり、狭せまい部屋の中を行ったり来たりと歩き始める。

「だから我々は、とりあえず淀屋橋少尉の報告が真実だという前提で行動するしかない。真実なら、我々にとっては大きなプラスをもたらすからな。もし間ま違ちがいだったとしても、マイナスはあまりない」

「今回は出てきた魔妖がＣやＤだったからよかったようなものの、向山のテスト中に淀屋橋小隊が遭遇したような強力なのに出くわせば、新たな犠ぎ牲せいが出るかもしれません」

　足を止めた二乃瀬は、熱のない顔を沢良宜に向けた。

「それはマイナスと言うより、必要経費と言うべきだな」

「必要経費……ですか」

（相変わらず冷れい徹てつで酷こく薄はくな女ひとだ。この女ひとが師団長というのだから、第二師団の兵には同情するよ。もっとも、一いつ師し長ちようも三さん師し長ちようも似たり寄ったりだけど）

　沢良宜は自分のことを棚たなに上げ、三人の師団長を冷れい酷こくなマキャベリストだと断じたが、そんな思いは胸の奥底に隠かくして、二乃瀬を見上げたまま訊きいた。ちなみに一師長や三師長というのは、兵団の将兵がよく使う略し方だ。

「それはあなたの管かん轄かつで、わたしがとやかく言うことではありませんからいいのですが。それよりも。このあとはどうするんですか？　これ以上の大おお事ごとになると、それこそ一師長や三師長が黙だまっていないでしょう。事がややこしくなるばかりでは？　最悪、長官の耳にでも入ったら……」

　という沢良宜の指し摘てきに、二乃瀬はきっぱりと答えた。

「条件を確定したい」

「条件？　条件とはなんです？」

「向山春日が魔技補助を使うための条件だよ。二度使ったのなら、三度でも四度でも使えるはずだ。一度目の淀屋橋小隊のときは大きな効果を発したのに、二度目の宇多野小隊のときは大して効果がなかったのはどうしてか？　何が違うのか？　そこを調べ、彼の魔技補助の効果が最大限に発揮される条件を探さぐり出す」

「具体的には、どうするんです？」

「別の隊に組み入れてみる。組み入れて、廃区へ送り込む。もしかしたら魔素濃度が足りていなかったのかもしれないし、ある程度強力な魔妖でないと能力が発揮されないのかもしれない」

　という二乃瀬の言葉に、沢良宜は目を見開いた。

「本気ですか!?　送り込んだ小隊を失ったらどうする気です!?　大問題になりますよ!?」

　二乃瀬は薄うすく笑いながら言った。

「だから保険をかけておくよ」

　沢良宜の目が細められる。

「どんな保険をかけるつもりです？」

「淀屋橋小隊を使う」

「なるほど。一度、彼女たちに魔技補助を使って大きな効果を発揮している以上、再現性は他の隊よりも高いというわけですか。だからもう一度、淀屋橋小隊に組み込むと？」

「いや、そうではない」

　沢良宜は思わず耳を疑ったが、二乃瀬は平然としている。

「その手の正せい攻こう法ほうではない、ということさ。だから保険なのだよ」

　そう言って二乃瀬はにたりと笑った。

（いつにも増して悪あく辣らつな笑えみだな。心の底から第二師団の兵には同情するよ。とくに淀屋橋小隊にはな）
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　翌日の昼──。




「昼食後に師団司令部まで出頭するように」

　という二乃瀬大佐からの命令を受けた淀屋橋朱と鷺き瑚こは、食堂で急いで昼食を済ませると、第二師団司令部へと向かった。彼女を見送った隊服姿の四人──烏からす丸ま、太秦うずまさ、椥なぎ辻つじ、墨すみ染ぞめ──は、そのまま食堂に残り、緊きん張ちようと疑念を隠せないまま二乃瀬大佐からの呼び出しの意味を論じ合った。

「またもや師団長の呼び出しって、どういうことだ？」

「前回のときも驚おどろいたけど、二度続けてって、どういうことかしらね」

　と烏丸と太秦が顔を見合わせる。

「もしかして、わたしたち、また何かやらかした？」

　太秦がそう言うと。

「またって言うなよ」

「でも、今回ばかりは心当たりがないですよう」

「今回って言うな、椥辻！　それじゃ、いつもあたしたちが何かやらかしてるみたいじゃないかよ」

「そうでしたぁ。いつもじゃなくて、たまにですよねぇ」

　烏丸は嫌いやそうに顔を歪ゆがめて彼女の言葉を訂てい正せいした。

「たまに、じゃなくて、ごくたまに、だ」

「やらかした自覚はあるのですね。偉えらいです」

「上から目線でもの言うな、墨染！」

「いや、でも、真ま面じ目めな話、なんだろうね」

　太秦は考える素そ振ぶりを見せたが、すぐに意味ありげな視線を烏丸に向けてきた。

「昨日の任務で突つっ走ぱしったこと？」

　太秦が言う「昨日の任務」とは、向山春日を加えた宇多野小隊が、哨戒がてら彼の能力を確認する任務の最中に魔妖群と遭遇したとき、支し援えん小隊として付近にいた淀屋橋小隊が、半ば命令を無視するように廃区へと侵しん攻こうして魔妖の群れを叩たたいたことを指している。

「前回に続いて二回目だし。それで師団長が怒おこった……とか？」

「いやいや、たしかに合流命令は無視したけど、結果的にはいい判断だったじゃん」

「軍隊という組織では結果論は歓かん迎げいされない。過程こそが重視される」

「んなこと言ってるから、いつまで経たっても廃区を解放できないんだよ、墨染！」

「わたしに言われても困る」

「……そうだな。すまなかった」

　烏丸は墨染に対して手を挙げ謝ったが、どうにもお座なりな感じだった。

「命令無視に腹を立てた二師長が朱鷺瑚さんを呼び出して体たい罰ばつを与あたえる……とか？」

　と太秦が言うと。椥辻が上体を乗り出してきた。

「朱鷺瑚さんに対する体罰なら、わたしもやりたいですよう」

「この腐くされ外げ道どうが」

　と椥辻を睨にらみつける烏丸の腕うでを太秦が叩いた。

「あ、そうか。ねえ、もしかして向山絡がらみの何かかも？」

「え？　向山の何がどう絡んで朱鷺瑚さんが師団長から呼ばれるんだよ？」

「指揮所の通信士オペレーターの友人から仕入れたばかりのネタだから、詳くわしいことはわからないんだけど、向山の奴やつ、昨日の任務のあと、また医務課に押し込められたって話だし、あいつのほうが何か問題を起こしたのかも」

「でもでも太秦士長、春日が何かやらかしたのだとしても、朱鷺瑚さんが師団長から直じき々じきに呼び出される理由がわからないですよう」

「監かん督とく不行届で𠮟しつ責せきされるとか？」

　太秦がそう言うと、烏丸が、いやいや、と手を振ふった。

「あたしらに監督責任はないだろ」

「一いつ緒しよにいるあいだにわたしたちに感化されて、何か酷いことをやったとか？」

「あたしら、悪の手先かよ！」

「もしかして春日の奴、誰だれかに手を出したのかもしれませんよう」

「はぁ？」

「手を出したというか、エッチなことして、それで犯おかされた女子が司令部に訴うつたえて、怒いかり心しん頭とうの二師長がわたしたちを懲ちよう罰ばつ房ぼう送りにしようと」

「おいぃ！　それこそ、あたしらにはなんの責任もないじゃないかよ！　濡ぬれ衣ぎぬだ！」

「衣服だけじゃなくて、いろんなところが濡ぬれちゃいますよねぇ」

　何を想像したのか、椥辻はぐふぐふと笑った。

「もしかして、久しぶりに男を間近で見て興奮した小隊女子が、逆に寄って集たかって春日を輪ま姦わしたのかもしれないですよう。ういひひひ」

　烏丸が、びし、と椥辻を指さして怒ど鳴なる。

「この腐ふ女じよ子しをどうにかしろ！」

「表面のカビなら削けずり取ればいいけど、芯しんまで腐ると、もうどうしようもない。廃はい棄き処分にするしか」

　墨染の言に、烏丸がジト目になって頭を引いた。

「相変わらず辛しん辣らつだな、墨染」

「まぁ椥辻の場合、芯が腐ると言うより、心しんが腐っているんだけどね」

「おまえも辛辣だな、太秦」

「みんな酷ひどいですよう。どうしてわたしばっか虐いじめるんですかぁ」

「「「腐っているから」」」

「がふぅっっ」

　椥辻は血ち反へ吐どを吐はいて食堂のテーブルに突つっ伏ぷした。

「このバカはほっといて。朱鷺瑚さん大だい丈じよう夫ぶかな」

　烏丸が心配そうな顔になってそう言うと。

「朱鷺瑚さんなら平気でしょ。相手が師団長だろうが討とう魔ま将しようだろうが、柳やなぎに風よ」

「いや、平気だから恐こわいんじゃないか。お偉いさんを相手に、朱鷺瑚さんがいつもの毒舌やら皮肉やら婉えん曲きよくな脅おどしやらを炸さく裂れつさせたらどうすんだ」

「それは……恐いわね」

「だろう？」

「烏丸士長も太秦士長も、朱鷺瑚さんがいないと大だい胆たんなことを言う」

「当たり前だろ、墨染。いないから言えるんだ」

「そうそう。朱鷺瑚さんの前で下へ手たなこと言ったら一日中、ねちねちと嫌みや皮肉を聞かされ続けるわよ。あと、巡じゆん回かい中に魔妖に出くわしたら『魔妖に向かって突とつ撃げき。ただしセッちゃんだけ』とか言われそうじゃない？」

「あたしを引き合いに出すなよ」

「まぁ考えていても仕方がないですしぃ、ここはおとなしく朱鷺瑚さんが戻もどるのを待ちましょうよう」

　上体を倒たおしたまま顔だけを上げて椥辻がそう言うと、太秦が頷うなずいた。

「椥辻の言うとおりね」

「こいつが正論を吐くと、なんか腹立たしいな」

「正論を言っても怒られ、正論でなくても怒られる。わたしどうすればいいんですかぁ」

「死ねばいいと思うよ」

「死ねばいいんじゃない？」

「死んでください」

「みんな、酷すぎぃ」

　椥辻はテーブルに顔を伏せ、さめざめと泣き出す（振りをした）のだった。
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　そのまま小一時間、四人が食堂で待機していると、淀屋橋が戻ってきた。

　入り口に彼女の姿を認めた太秦が手を挙げる。

「朱鷺瑚さん、お疲つかれ様ぁ」

　すでに朝食が終しゆう了りようする時間帯だから食堂からは人の姿が少なくなっており、大きな声を出しても注目される虞おそれはない。空いた通路を走るような足取りで近づいてくる淀屋橋を、四人は立ち上がって迎むかえた。

「何か言われました？」

「二師長はなんて？」

「怒られませんでしたかぁ？」

　烏丸、太秦、椥辻が口々に訊きくと。

「シフトが変へん更こうになったわ。というか緊きん急きゆうの作戦が発動。わたしたちの小隊も作戦に従事することになったから、急いで出しゆつ撃げき準備よ」

「昨日の今日でまた出動なの？　人使いが荒あらいわね」

　と太秦は嫌そうな顔をするが、烏丸は不ふ審しんそうな顔だ。

「その話を二師長が？　わざわざ二師長が命令するって、おかしくない？」

「向山春日君絡みだから」

「あ！」

「今回の作戦にも彼が参加するの。というより、今回も彼の能力を確かく認にんするのが作戦目標みたい。だから、彼と接せつ触しよく時間が長かったわたしたち小隊も、支援部隊チームとして作戦に参加しろというのが二師長の命令」

「なるほど。だけど……」

　烏丸はまだ納なつ得とくし難がたいという顔で首を捻ひねっている。そんな彼女を淀屋橋が追い立てた。

「ほらほら、考えるのはあとあと。作戦開始に遅おくれたら、それこそ懲罰房行きよ？　すぐに部屋に戻って戦せん闘とう服に着き替がえて出撃準備！」

　烏丸以下の四人がやる気のなさそうな敬礼を淀屋橋に向けた。

「了りよう解かい！」

「はい、自室まで駆かけ足」

　五人は慌あわただしく食堂を退出し、淀屋橋を先頭に走って寮りようの部屋まで戻った。
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　急いで隊服を脱ぬぎ、下着も脱ぎ、戦闘服を着込み、支給所で装備を調ととのえると、淀屋橋小隊の五人は駆け足で集合場所に向かった。

　講堂と呼ばれている建物に着いてみると、すでに他の小隊は勢せい揃ぞろいしていた。

「わたしたちが最後よ。急いで、みんな」

　淀屋橋に急せかされて四人が整列を終えると、隣となりに並んだ桃もも山やま小隊の宇う野の辺べ曹そう長ちようが烏丸に向かって声をかけてきた。

「遅おせ～よ。あんま人を待たせるなよ、烏丸ぁ」

「まだ集合時間になってないでしょ。文句があるなら時間を決めた指揮官に言って」

「大おお泊どまり少しよう佐さに言えるわけね～だろ」

「大泊少佐!?　マジ？」

「マジもマジ、大マジだ。あそこにいるだろが」

　と指し摘てきされ、烏丸や太秦が目を転じると、なるほど、たしかに眠ねむそうに欠伸あくびをしている大泊少佐が少し離はなれたところに立っていた。烏丸が嫌いやそうに顔を顰しかめて呟つぶやいた。

「眠り姫ひめ様さまのお出ましかよ」

　顔を淀屋橋に向けた烏丸は、囁ささやくように訊く。

「朱鷺瑚さん、知ってたの？」

「まさか。いま初めて知ったわね」

「大泊少佐が出てくるなんて、二乃瀬大佐も本気なんだね」

　感心の顔で太秦がそう言うと。

「そこ！　私語を慎つつしむように！」

　横に並んだ五個小隊の前方に仁に王おう立ちになっている郡こう津づ少しよう尉いが、烏丸や太秦たちを睨みつけてきた。烏丸、太秦、宇野辺は首をすくめ、僅わずかに視線を外す。

「全員揃そろったな？」

「桃山小隊、集合済みです」

「武む庫こ川がわ小隊、集合済みでぇす」

「樟くず葉は小隊、集合済みです」

「貴き船ぶね小隊、集合済みです」

「淀屋橋小隊、集合しました」

「では、大泊少佐から作戦の説明がある。全員、静せい聴ちよう！」

　びし、と全員が姿勢を正した。

「あ～、眠ねみい」

　ふらふらとした足取りの大泊少佐が欠伸をしながら小さな演えん壇だんに立つと、姿勢を正した二十五名が小さくずっこけた。極ごく薄うすの戦闘服に身を包んだ少佐の小こ柄がらな体が、演壇の上で左右にゆらゆらと揺ゆれている。

「少佐、しゃんとしてください、しゃんと」

　横から大泊小隊副長の藤ふじ阪さか中ちゆう尉いが声をかけた。

「わかってる。わかっているよ、藤阪ちゃん」

　うんうんと頷いた大泊は、目の前に整列している五個小隊二十五人を壇だん上じようから見み渡わたした。

「今回の作戦指揮を務める大泊だ。わたしの小隊と君たちの五個、合わせて六個小隊三十五名が作戦に関かかわる。これを一個中隊として、わたしが指揮を執とることになった」

　六個小隊で三十五名なのは、大泊少佐の部隊が十名から成っているからである。

　佐さ官かんが小隊長を務める場合、小隊は通常の五名編制ではなく、八名とか十名とかのことが多い。佐官の場合、自隊だけで動くことはなく、他隊を指揮することになる。要するに野戦司令部という位置づけになるわけだ。司令部となる小隊には、通信機器やら武器やら食料やらを運うん搬ぱんするために、パワーアシスト機能付き外骨格を装備した兵員がいる。彼女たちは、通つう称しよう「ロボ」とか「ロボ娘こ」などと呼ばれていた。

　廃区では道路上に瓦が礫れきが散乱しているので普ふ通つうの自動車では移動できない。道路状じよう況きようが悪くても移動ができる戦車や装そう甲こう車であっても走るのは難しい。そもそも廃区では操縦士の体調が保もたないのだ。討魔兵団の兵士は対魔妖戦闘が専門で、特とく殊しゆ車両を運転できる者は少数だし、何より戦車や装甲車を討とう魔ま庁ちように配備するのには自衛隊幹部が強きよう硬こうに反対していた。そこで討魔庁はパワーアシスト付きの外骨格を導入し、車両に頼たよらずとも重い荷物を運べる態勢を整えたのだった。

　大泊小隊にも三名の「ロボ娘」が配属されていて、人が持ち運べないような重い武器や機材、食料などを運搬する役目を担になっていた。

「作戦目標は、最近、割と頻ひん繁ぱんに出しゆつ没ぼつしているＡ級やＳ級魔妖の発見と駆く逐ちくだ」

　さすがに声を上げる者はいないが、討魔兵の中には驚おどろきに目を見開いたり眉まゆを顰ひそめたりする者はいた。

「危険な任務になるが、みな、そのつもりで作戦に臨のぞんでほしい」

　全員の顔が引き締しまるのを確認すると、大泊は逆に表情を緩ゆるめた。

「はい、ここまでは公式。言わば建前だね。今から本音の話をするので、みんな、近くへ集まるように」

　にまにましながら大泊が手招きしたので、二十五名はまたもや軽くずっこけた。

「整列しなくてもいいから、とにかくもっと近くに寄って」

　と言われ、二十五名は押おし競くら饅まん頭じゆうのように、大泊の前にひしめき合った。

「では、今回の作戦に加わるゲスト登場。はい、向山春日君」

　後方に居並んでいた大泊小隊員の後ろに隠かくれていた向山が、ひょこっと顔を出した。

「こっちにお出いで」

　大泊に手招きされて向山が進み出ると、今度はあちこちで私語が湧わいた。

「誰だれだ、あれ？」

「聞いてるだろ。淀屋橋小隊が拾った男子」

「廃区で生きてたっていうアレか」

「なんでここにいる？」

「っていうか、ゲスト!?」

「作戦に加わるって、つまり……」

　ざわざわとざわめく五個小隊を楽しそうに眺ながめていた大泊は、唐とう突とつに手を打った。

「はい、静かに。ではゲストを紹しよう介かいするよ」

　大泊は向山に向かって、演壇に登って自分の隣に立つようにと促うながした。

　壇上の大泊に一礼すると、向山は階段を上り、大泊の隣に立った。

　向山も女子の討魔兵同様、薄うす手での戦闘服に身を包んでいる。急きゆう遽きよ、向山用に作り替かえられた代しろ物ものらしい。全員の視線が向山に釘くぎ付づけになった。中でも椥辻ほか数名が熱い視線を送っている。二十五名の注目を一身に浴びているというのに、壇上の向山はそれほど緊きん張ちようしていないように見えた。

　烏丸は彼の態度に感心してしまう。

（相変わらず飄ひよう々ひようとしてるな、あいつは。自分が何者かもわからないまま対魔妖戦闘の最前線に立つ討魔兵団に半ば強制的に組み込まれてしまったってのに、全然動どう揺ようしてなかったし。肝きもが太いとか度胸があるとかじゃなく、ネジが一本、いや二、三本抜ぬけてるだけなんじゃないのか？）

「さて、では本音の話をするよ？」

　という大泊の言葉に、全員、姿勢を正し、改めて向山と大泊を交こう互ごに見やった。

「今回の作戦目標（裏）カツコうらは、彼、向山春日の能力を把は握あくすること。彼の能力とは、討魔兵の魔力を増大させ、魔技の威い力りよくを飛ひ躍やく的に高めるというものだ」

「本当かよ」

「やっぱりマジなのか」

「噂うわさは聞いていたけど」

　などという控ひかえめな声が幾いくつも漏もれる。

「ぶっちゃけＳ級魔妖なんてどうでもよくて、こっちが本命だ」

　と大泊が断じると、今度はあちこちから呆あきれの声が湧く。

「ぶっちゃけたな」

「いいのか、それで」

「一いつ師し団だんや三さん師し団だんの奴やつ等らが知ったらどうすんだ」

「いや、もう知られてるだろ」

「っていうか。討魔将殿どのに知られたら、えらいことになりそうじゃん？」

　彼女たちが危き惧ぐすることを大泊や二乃瀬が考こう慮りよに入れていないはずがない。つまりこの作戦は、そのリスクを冒おかしても実行する価値があると上層部が考えたということだ。そう考えた者は、表情を窺うかがうように大泊の顔を見やった。しかし彼女は、いつもの眠そうな顔で話を続けるだけで、その表情や態度からは何を考えているか、さっぱり読めなかった。

「はい、静かに」

　大泊の注意で、場はぴたりと鎮しずまった。

「いま言ったように、向山春日の能力を測るのが裏の目的。そのために、彼を安全に廃区内へ運び、魔妖と接触し、戦闘に入る必要がある。その役目は」

　瞬しゆん時じ、大泊の細い目が見開かれた……ような気がして、勢揃いした五個小隊のメンバーに緊張が走った。

「貴船小隊に任せる」

　桃山、武庫川、樟葉の各小隊員から微かすかな安あん堵どの息が漏れたのを、淀屋橋は見み逃のがさなかった……というか、聞き逃のがさなかった。

「貴船小隊小隊長、貴船繭まゆ実み、了りよう解かいであります」

（厄やつ介かいな任務ですから、みんなが嫌がるのも無理ないわね）

　淀屋橋は、そう思った。彼女は、もしかしたら今回は、自分の小隊が向山を任されるのではないかと密ひそかに期待していたのである。

（さすがに、それはないですか。貴船も桃山も武庫川もわたしたちより格上の小隊ですし、この大事な任務を振ふるのであれば、当然、上層部はわたしたちよりも他の隊を選びます。セッちゃんやカガちゃんは残念がるでしょうけど）

　そういう淀屋橋自身も少し残念な気がしていた。

　最初は、男子と同じ屋根の下で暮らすなんてどうすればいいのだろうと思った淀屋橋だったが、暮らしてみると、案に相そう違いして楽しい時間を過ごすことができた。向山の控えめで茫ぼう洋ようとした性格が、我の強い烏丸や太秦とも軋あつ轢れきを生むことなく、和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きを醸かもし出せたのだろう。そんな向山のことを彼女もけっこう気に入ったのだ。

（向山君も、わたしたちのことを気に入ってくれたと思うんですけど）

　しかし、そんなことは上層部には関係ない。上層部の人間は情じよう緒ちよに左右されることなく、効率の善よし悪あしやコストパフォーマンスの高低で物事を判断するのだ。若い女子ばかりで構成されている討魔兵団だが、そして戦う相手は他国の軍隊ではなく魔妖だが、それでも軍隊には違ちがいない。上層部の判断に異を唱えるのは難しい。決定を覆くつがえすのはもっと難しい。だから淀屋橋は思考を切り替え、現実の問題に意識を集中させた。

（今回は精せい鋭えい部隊と一いつ緒しよの作戦行動ですからなんとかなるでしょうけど、でも、このあいだの肉のサイコロみたいな強大な魔妖に遭そう遇ぐうしたら苦戦は免まぬかれないでしょう。向山君には活かつ躍やくしてもらわないと……あれ、でも？）

　淀屋橋は内心で首を捻ひねった。前回の作戦では、宇多野小隊に配属された向山は期待されたような能力を発揮できなかったという話だった。淀屋橋小隊は別の場所で魔妖と戦っていたから直じかに見たわけではないが、あとから聞いたところでは、宇多野小隊各員の魔技の威力はいつもと大して変わらなかったらしい。

（だから改めて確かめたい。上層部がそう思うのは自然なのかもしれませんけど。でも）

　淀屋橋はなんとなく違い和わ感を覚えた。

（彼の魔技補助は、わたしたちの戦せん闘とう力を大おお幅はばにアップさせたわ。なのに宇多野小隊では発揮されなかった。それは何が原因だったのかしら。使用された魔技の特質？　使用者との相あい性しよう？　それとも向山君の気分の問題……なんて、まさかね）

「ちょっと、朱鷺瑚さん」

　考え込んでいた淀屋橋は、後ろから烏丸に脇わき腹ばらを突つつかれた。

「あ？　な、何かな、セッちゃん？」

　淀屋橋が前を向いたまま囁ささやくように訊きくと、烏丸はもう一度、彼女の背中を突いてから囁き返した。

「少しよう佐さの話、終わったよ」

　淀屋橋が慌あわてて視線を大泊に向けると、なるほど、彼女は向山と一緒に演えん壇だんから降りるところだった。

「あとで少佐の話の内容を教えてね」

「珍めずらしいな。朱鷺瑚さんが話を聞き逃すなんて。なに考えてたの」

　そんな烏丸の問いには答えず、淀屋橋は前を向いたまま、背中に回した右手の掌てのひらを握にぎったり開いたりする。

（意味がわからん）

　淀屋橋の意図がわからず首を捻る烏丸だが、大泊に変わって郡津少しよう尉いが壇上に上がると慌てて姿勢を正した。対魔妖戦で大活躍した郡津少尉は、その戦功で半年ほど前に昇しよう進しんしたばかりのうるさ型だった。上官にも平気で注意するし、下士官に対しては「兵の手本となるべきだ」と言って殊こと更さらうるさいし、厳しい。ここで彼女に目をつけられると、作戦が終わったあとで、また𠮟しつ責せきを喰らう。ただでさえ烏丸は目をつけられているのだ。

（郡津ブラックリストの上位に名を書かれているだろうしな、あたしは）

　思いきり背筋を伸のばした姿勢で、烏丸は壇だん上じようの郡津を注視した。

「本作戦に従事する各小隊の隊列を申し渡わたしておく」

　そこで言葉を切った郡津は、睨ねめつけるような視線で居並ぶ小隊員を見み渡わたすと、手にしたタブレット端たん末まつを持ち上げ、覗のぞき込んだ。

「淀屋橋小隊」

　いきなり名を呼ばれて烏丸の心臓が跳はね上がる。淀屋橋が、はいと返事をすると。

「淀屋橋小隊は先行偵てい察さつ任務である。進行ルートは端末に送っておくから、あとで確かく認にんしておいてもらいたい」

（注意されるわけじゃなかった）

　烏丸は安堵の息を吐はいたが、すぐに気を引き締め直す。偵察は、大きな危険と隣となり合わせの任務だ。今回は精鋭の四個小隊が控えているから、魔妖と遭遇すれば彼女たちが駆かけつけてくる。そういう意味では心強かったが、それでも先制攻こう撃げきを受ければ、援えん軍ぐんが来る前に全ぜん滅めつすることだってあり得る。とくに前回のような強力な魔妖に出くわせば。

　烏丸だけでなく、太秦も、椥辻も、墨染も、緊張を顔に浮うかべ、体を強こわばらせた。

「淀屋橋小隊小隊長、淀屋橋朱鷺瑚、了解しました」

　と応こたえた淀屋橋の声には、あまり緊張感が滲にじんでいなかった。

（さすがに朱鷺瑚さん、優やさしい顔して肝が太いよな）

　あの特大サイズのバストの中には、胆たん力りよくという名の詰つめ物が満まん載さいになっているのだろうかと、烏丸はくだらないことを考える。

「本隊の前衛フオワードに桃山小隊と貴船小隊、中衛ミツドフイールドに大泊小隊と樟葉小隊、後衛デイフエンシブに武庫川小隊という陣じん形けいで行く」

　各小隊長から、次々に声が上がった。

「桃山小隊小隊長、桃山未み玖く、了解」

「貴船小隊小隊長、貴船繭実、了解」

「樟葉小隊小隊長、樟葉友ゆ里り衣い、了解」

「武庫川小隊小隊長、武庫川琴座ライラ、了解でぇす」

「同じく、ルートは端末に送っておく。あとで確認しておいてもらいたい」

　四人の小隊長が、了解！　と返事をすると、郡津は左ひだり腕うでを掲かかげた。

「時刻合わせをしておこう。いま０まる９きゆう時１ひと２ふた分４よん６ろく秒」

　全員が自分の左腕の時計に注目する。

「秒読みする。５ごー０まる……５ごー５ごー、５ごー６ろく、５ごー７なな、５ごー８はち、５ごー９きゆー、１ひと３さん分０まる０まる秒」

　という郡津の声に合わせて、作戦に参加するすべての隊員が時計の秒表示が００になるのを確認した。

「よろしい。では出撃場所まで移動する。移動の後、改めて小隊長は集まってもらいたい。最終的なブリーフィングを行い、出撃する。状じよう況きよう開始は１ひと０まる時とする。移動を始める前に貴船小隊はこちらへ来てくれ。向山春日と引き合わせる」

「貴船小隊、了解しました」

　郡津少尉の前に貴船小隊の五名が集合した。
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「初めまして。向山春日です。よろしくお願いします」

　にこやかな顔で一礼する男子を見て、貴船小隊の面々は拍ひよう子し抜ぬけした。

（男子だな）

（本当に男子だ）

（廃区で生存していたって、信じられないんですけど）

（迫はく力りよくとか、まったく感じないね）

　などと、勝手気ままな感想を抱いだく。

「貴船中尉」

「は。大泊少佐」

　大泊は背せ伸のびすると、馴なれ馴なれしく貴船繭実の肩かたを抱いてきた。貴船のほうが背が高いから、なんとなくおかしな体勢だ。

「大事な大事なおゲ客ス様トだ。よろしく頼たのむよ？」

「あ、はい、了解しました」

「ゲストの安全確保は最優先事じ項こう。つまり、君たちは命に代えても彼を守らなくてはならないということだ。わかるよね？」

　という大泊の言葉に、貴船小隊の隊員たちは、ぎくりと体を強ばらせた。

「あ、はい、わかっております」

「と同時に、彼の能力を引き出すために、魔妖と戦ってもらわなくてはならない」

「それも承知しております。ですが」

　貴船がちらっと向山に視線を向けると、何な故ぜか視線が合ってしまった。不意に彼がにこやかに笑いかけてきたので、貴船は思わず顔を背そむけてしまう。

「淀屋橋の報告書は読んでいるね？」

　貴船は慌てて顔を大泊のほうへ戻もどした。

「あ、はい、読みました」

「彼は対象者に触ふれることによって、対象者の魔技の威い力りよくを高めるそうだ。だから、思いきり触さわられてくれ」

「は……はい、了解です」

「どこを触られたらいちばん効果が高いかも調べてくれるとありがたい。背中なのか、腰こしなのか、肩なのか、それとも」

　大泊は、ほくそ笑えむように、くふ、と笑った。

「おっぱいなのか」

　対照的に貴船小隊員の顔が歪ゆがむ。

「おっぱいの場合、貧ひん乳にゆうがいいのか巨きよ乳にゆうがいいのか、それともほどほどがいいのかの確認も頼むよ？　君の小隊には大中小と揃そろっているから好都合だ」

（まさか、その理由でわたしの小隊が選ばれたんじゃないだろうな!?）

　貴船は疑わしそうな視線を大泊に向けるが、彼女は素知らぬ顔で追い討うちをかけてきた。

「おっぱいがもっとも効率よく魔ま力りよくを高める位置だというなら、ただ手を置くだけでいいのか、揉もんだほうがいいのかも知りたいね？」

「い、いえ、その……」

「おっぱいを揉まれたら、最強無敵の討魔兵士になれるかもだね。羨うらやましい話だ」

（羨ましいなら、あんたが揉まれろ）

　貴船以下、五人は内心でそうツッコんだが、さすがに口には出せなかった。

「もちろん我々も知りたいが、向山君だって、どこに手を置けばもっとも効率がいいか、置いただけでいいのか、それとも動かしたほうがいいのか、知りたいだろうしね。ねえ、向山君？」

「はい、大泊少佐」

（もちろん知りたい。僕の能力が誰だれにでも使えるのか、そうではないのか。使えないとしたら、その理由はなんなのか。僕は切実に知りたいと思っていますよ）

　という思いを押し隠かくし、向山は爽さわやかな笑顔で貴船に向かって頭を下げた。

「よろしくお願いします、貴船中尉」

（こっ、こいつ、本気でおっぱい揉みに来てる？　そしてその爽やかな笑顔は何!?）

　貴船はどう対応すればいいかわからず、大いに困こん惑わくする。そんな彼女にかまわず、向山は爽やかな笑顔を他の四人にも向けてきた。

「よろしくお願いします、貴船小隊の皆みなさん」

「マジでぇえ～!?」

「あり得ないんですけど～」

「おっぱい揉ませるなら、淀屋橋とか武庫川でいいんじゃないすか？」

　淀屋橋と武庫川は、ここに集まった兵員の中では巨乳ツートップだと誰もが認める存在である。

「あの……優やさしくお願いします」

「一人裏切り者がいるんだけどっっ!?」

「うるさいな、君たち」

　という大泊の一言で、騒そう々ぞうしくなった場がぴたりと鎮しずまった。

「君たちに逃にげ道はない。もう諦あきらめろ。諦めて実験……作戦に従事しろ」

（おい、この人、いま実験って言ったぞ！）

（最低だ！）

（ぶっちゃけすぎ！）

　大泊は眠ねむそうな目で五人を見回した。

「ともかく、だ。魔ア技シ補ス助トが効くのか。効いたのなら、どういう状態が効率がいいのか。それを調べるのが君たちの役目だ。いいかな？　わかったかな？」

　作戦指揮官の大泊少佐から念押しされてしまえば、小隊長としては了りよう解かいするしかない。

「貴船小隊……了解しました」

「よろしくお願いします、貴船中尉」

　向山がにこやかな笑顔のまま頭を下げてきたので、貴船は思わず天を仰あおいだ。

（だから、なんだこの爽さわやかな笑顔は。こんな笑顔で頭を下げられたら、邪じや慳けんにできないじゃないか）

　小さなため息を吐つくと、貴船は顔を戻した。

「こちらもよろしくお願いする、向山春日君」

「では、ここから向山春日は貴船小隊と共に行動すること。いいね？」

「了解です、大泊少佐」

　向山は笑顔のまま大泊に敬礼を送ったが、彼の敬礼はまったく様さまになっていなかった。
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　偵てい察さつ任務を負った淀屋橋小隊は、他の五隊に先行して廃区へと侵は入いった。進行ルートは目白通り沿いに旧練馬区役所を目指すというものだ。魔素濃のう度どはそれほど高くないから、現状、複数の強力な魔妖に出で会くわすという可能性は低かったが、それでも烏丸や太秦、椥辻は文句を垂れっぱなしだ。

「損な役回りを押しつけられたもんだな！」

「本当よね。これもあなたが上層部から目をつけられているからじゃないの？」

「はぁ？　目をつけられてるのは、あたしだけじゃないだろ？」

「そうですよう。多かれ少なかれ、淀屋橋小隊は三女師団トリスケリオンのブラックリストに載のっている人間ばかりじゃないですかぁ」

「おまえを筆頭にな！」

「はっはっは～～。わたし毎年、冬コミの時期に何がなんでも有給取るんで、庶しよ務むに睨にらまれてますからねぇ」

「胸を張るな、胸を」

「あなたがいなくなるおかげで、小隊の年末業務がいつもキツくなるんですけど？」

　そう言って太秦が椥辻を睨みつけた。

「年に一度のわたし的お祭りなんですから見み逃のがしてくださいよう、太秦士長。夏コミ新刊は通つう販はんで我が慢まんしてるんですからぁ」

「そんなことで威い張ばらないでよ！」

「胸を張ったところで朱鷺瑚さんの通常営業には遠く及およばない」

「がふぅっ」

　椥辻が血ち反へ吐どを吐はく真ま似ねをする。

「墨染二士が酷ひどいですよう。わたしのほうが階級上なのにぃ」

「いやいや、階級が上の人間をほとんど敬わないおまえが言うな」

　と烏丸がツッコむと、即そく座ざに太秦がツッコミを被かぶせてきた。

「あんたもね！」

「そんなことないですよう。わたし、烏丸士長のことは愛してると言ってもいいくらいに敬ってますからねぇ」

「言葉でなく行動で示せ」

「じゃあ、愛してる証しよう拠こに、ちゅ～しますかぁ？」

「吐はき気けがする」

「酷すぎますよう」

　などと無む駄だ口ぐちを叩たたきながら西進するうちに、五人は環かん七なな通りまで到とう達たつした。

「環七に出たな」

　足を止めた烏丸が辺りを見み渡わたすと、その隣となりに太秦が立った。

「今のところ、とくに何もないわね。魔妖にも遭そう遇ぐうしなかったし」

　唐とう突とつに椥辻が、あ！　と叫さけんだ。

「どうしたの、カガちゃん？」

「いつの間にか魔素濃度が上がってますよう。っていうか、なんですか、これぇ!?」

　バイザーに映し出された数値を見て、椥辻が悲鳴のような声を上げる。

「濃度が高い魔素隗かいがあちこちに発生してますよう」

　淀屋橋と烏丸が大急ぎでバイザーの表示を切り替かえた。

「ケイちゃんは魔妖の出現を探さぐっていて」

「墨染、了解。引き続き魔妖の出現を探知」

　バイザーの表示を確認した烏丸が叫ぶ。

「うわ、ヤバいな！　発生した特濃魔素隗の数が増えてる！」

　淀屋橋がすかさずマイクに向かってがなり立てる。

「こちら淀屋橋小隊！　緊きん急きゆう連れん絡らく！　大泊小隊、応答願います！　緊急連絡！　大泊小隊、聞こえますか!?　応答願います！」

　淀屋橋は珍めずらしく眉まゆを顰ひそめ、舌打ちをした。

「駄だ目め。通信機能に障害が出ているわ。この魔素隗の影えい響きようかしら。カガちゃん、あなたのほうのでやってみて」

「やってみますよう」

　椥辻がスイッチを入れると、バックパックから通信機のアンテナがするすると伸のびた。

「こちら淀屋橋小隊の椥辻。大泊小隊、聞こえますか!?」

　何度か呼びかけを繰くり返していた椥辻だが、やがて悲鳴のような声で淀屋橋に告げた。

「駄目ですよう。ぜんぜん通じません！」

「ケイちゃん、味方の位置はわかる？」

「魔力感応機マジツクレスポンスには反応している。所定の位置にいるのは間ま違ちがいない……あ！　魔妖と思われる反応が多数発生！　味方の陣じん形けいが乱れ始めた。交戦状態に入ったものと推測される」

　魔妖との交戦を始めた友軍が戦いつつ後退してしまったら、淀屋橋小隊だけが廃区内に取り残されることになる。

「朱鷺瑚さん、不ま味ずいぞ！」

　その可能性を恐おそれた烏丸が指し摘てきすると、淀屋橋はすぐに自隊を下げる決断を下した。

「味方のところまで後退しましょう」

　下手をすると命令無視に問われかねないが、通信が途と絶ぜつしている上、友軍が魔妖と交戦を始めたとなれば、座して見ているわけにはいかない。だが彼女の決断は遅おそきに失した。いや、決断自体は遅くなかったのだ。事態が予想外の早さで意外な方向に展開してしまったと言うべきか。

　淀屋橋小隊と後方の友軍のあいだに魔素嵐が発生した。魔素嵐の濃度は汚染度五地区ダーテイー・フアイブレベル。魔素への耐たい性せいが高い討魔兵といえど、長時間に亘わたって浴び続ければ無事では済まないという濃度だ。

「朱鷺瑚さん、魔素濃度、濃こすぎ！　真まっ直すぐ友軍のところへ後退できませんよう！」

　そのとき、墨染の声が四人の内耳共振装置レゾナンスフオンから響ひびいてきた。

「魔素嵐の中に魔妖発生！　一ひと、二ふた、三さん、四よん！　レベルは……」

　墨染の声が悲鳴に変わった。

「Ｓ級が四体！」
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　その頃ころ、後方では大泊小隊以下の五個小隊が不意に出現した魔妖と交戦していた。

　全方位に魔妖が発生しているので、本隊は十字形に陣形を変えている。中心に貴船小隊、前方に桃山小隊、右に樟葉小隊、左に大泊小隊、後方に武庫川小隊という陣形だ。貴船小隊を中心に置いたのは向山春日を守るという意味合いからだが、他の四個が魔妖を防いでいるあいだに、彼に魔技補助を発動させようという意味もある。

「おい、向山君、魔技補助を頼たのむ！」

「わかりました、貴船小隊長。誰だれから行きますか？」

　大おお柄がらな女子、三み室むろ戸ど士長が進み出てきた。

「わたしから行きましょう。いいですね、小隊長？」

「いいだろう。やってくれ」

「頼むぞ、向山」

　周囲では友軍が魔妖と交戦しているというのに、背はい囊のうを下ろした向山はいつものにこやかな顔を崩くずさないまま訊きいてきた。

「手を置く場所はどこがいいですか？　背中？　腰こし？　胸？」

「せ、背中で」

　向山が、ずいと顔を近づけてきた。

「僕としては胸だと嬉うれしいんですが」

「い、いや、背中で」

「どうしても背中じゃなきゃ駄目ですか？」

「駄目に決まってるだろ！」

　向山はわざとらしく、はぁあ、と大きなため息を吐ついた。

「仕方がありませんね。了解です」

（仕方なくないよ。胸に固こ執しゆうするなよ）

　三室戸は内心で向山にツッコんだ。

（さて、今回はどうなるかな）

　向山は興味津しん々しんという思いで右手を伸ばす。

　多くのＡ級、Ｓ級魔妖に包囲されているというのに、失敗してもこの人たちが死ぬだけだと、向山はどこか冷めた思いだった。そのときは自分も死ぬことになるだろうが、あまり恐きよう怖ふは感じない。

「では行きます」

　と断った向山が三室戸の大きな背中の真ん中辺りに掌てのひらを押しつける。その直後、彼女は体内の魔ま力りよくが増大する感覚を覚えた。

「お？　おお!?　これなら行けるか？」

　三室戸の得意魔技は魔力源追尾魚雷ホーミングトルピドウ。

　味方として識別されていない魔力源──つまり魔妖だ──を自動的に追つい跡せきする魔技弾だんである。威い力りよくはそれほど大きくはないが、離はなれた場所から攻こう撃げきできるから、現状、かなり効果的な魔技と言える。通常なら三室戸が発射できる追尾魚雷は四～五個。すべてを一個の魔妖に集中させればＡ級の魔妖を撃げき破はできるといった程度の威力だ。しかし今の魔力なら魚ぎよ雷らいを十発くらいは用意できそうだし、命中すれば、二、三発でＡ級の魔妖を撃破できそうな気がする。

　三室戸は体内で練り上げた魔力を解放し、魔技による魚雷を発生させた。一個、二個、三個、四個と魔技の魚雷が姿を現してきて、最終的に計十発の魚雷が三室戸の周囲に浮うかんだ。いつもより数も多いが、サイズ的にもいつもより大型だった。三室戸は威力が増しているのは間違いないと確信する。

　彼女はそれぞれの魚雷に狙ねらう魔妖のデータを設定した。

「よし。これで魔妖の三体は撃破できるはず！」

　意気込んだ三室戸は脳内で発射のスイッチを入れる。

「魔力源追尾魚雷ホーミングトルピドウ、発射シユート！」

　魚雷はするすると滑すべるように動き出し、山やま形なりの軌き道どうで飛んでいった。しかし。

「あ、あれ？」

　魚雷を見送った三室戸が素すっ頓とん狂きような声を上げた。体内の魔力がみるみる減げん衰すいしていくのを感じたのだ。飛び去った十発の魚雷のうちの五発が重みに耐たえかねたように地面に落ち、二発があらぬ方向へと飛び去った。まともに飛んでいったのは三発だけだった。

「どういうことだ、これはぁ!?」

　呆あつ気けに取られた顔で三室戸が叫ぶ。

　彼女が放ったのは魔技の魚雷だから、魔妖が相手でなければ爆ばく発はつしない。地面に落ちた魚雷は、瓦が礫れきの山に潜もぐり込むように消しよう滅めつした。あらぬ方向へ飛んだ魚雷も、結局、地面に落ちて消滅。残りの三発だけが魔妖に命中して爆発した。しかし魔妖一体につき魚雷一発だったせいで、魔妖に大きなダメージを与あたえることができていない。

（いったいどういうことだ？　さっき感じたあの大きな魔力なら、轟ごう沈ちんは無理でも、大破くらいはできるはずなのに）

「おい、向山、何がどうなってるんだ？」

　疑わしそうな顔で三室戸が背後を振ふり返ると、向山も首を捻ひねっている。

「おかしいですね。上う手まく魔力を高められたと思ったんですけど。やっぱり背中より胸に手を置いたほうがいいのかもしれません」

「お断りだよ！」

「いや、三室戸士長、やってみよう」

　という貴船の声に、三室戸がぴょんと跳とび上がった。

「マジっすか、小隊長!?」

「もちろん本気だよ。少しよう佐さも仰おつしやったではないか。どんな条件なら向山の魔技補助が発動するのか確かめろと」

「だ、だからといって、わたしが」

「我々が置かれた現状からすると、君の魔力源追尾魚雷ホーミングトルピドウがもっとも効果的だ。違うか？」

「違いはしませんが。いや、しかし、ですね」

「やるんだ、三室戸士長」

　抗こう議ぎする三室戸の声は次し第だいに弱々しくなった。

「で、ですが」

「向山君、わたしが許可する。三室戸の胸に手を置いて、もう一度、チャレンジだ」

（これは思わぬ役得）

　向山は笑え顔がおで頷うなずいた。

「了りよう解かいです」

「いいな、三室戸士長？」

　対照的に三室戸は泣きそうな顔になっているが、泣き出さずに歯を食いしばって、

「うぅぅぅ、了解しまし……た」

　と応えたのだから、さすがに歴戦の討魔兵ではあった。
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　相手の背中に密着するようにして脇わきの下から手を差し入れた向山が三室戸の胸に手を置くと、彼女は大きく顔を歪ゆがめた。討魔兵の戦せん闘とう服は極ごく薄うす素材でできているから、ほとんど裸はだかで触さわられているような感かん触しよくだ。

（あ、これ、柔やわらかくて弾だん力りよくがあって、凄すごくいい感触）

（ゆ、指をそこに置くな！　そんなに強く押さえるな！　ヤバい、乳ち首くび勃たっちゃう！）

「どうだ、三室戸士長、魔力は増大したか？」

　顔を赤くした三室戸が弾はずむ息を抑おさえて答えた。

「あ、あの、はい、増大している気がしますが……」

「よし、やってみろ」

　胸に置かれた向山の手に対する意識を振り払はらい、三室戸はなんとか魚雷を生成する。

「魔力源追尾魚雷ホーミングトルピドウ、用意セツト」
















　浮かんだ魚雷は十四個あった。

「ほう？　さっきより多いな。いつもの三、四倍あるじゃないか。胸に手を置いたほうが効果が高いということか？」

　貴船が目を細めて向山と三室戸を見やると、彼女は歯を食いしばったまま意識を魚雷に集中させ、魔力源追尾魚雷ホーミングトルピドウを発射シユートした。

「一番から十四番まで、発射シユート！」

　ところが、またも魚雷は八本が落下、消滅し、飛んでいったのは六本だけだった。

「ちっ」

　貴船があからさまに舌打ちする。

「だらしないぞ、三室戸」

「いえっ!?　いつもより二本多いんですがっ」

「胸まで触らせておいて、たった二本か。出した魚雷、全部飛ばせよ」

「好きで触らせたわけじゃありませんけどっ？　っていうか、飛ばせられないのは向山のせいでしょうっ!?　どうしてわたしが怒おこられなきゃならないんですかっ！」

「いいや、おまえのせいだ。大泊少佐に怒られるのはわたしなんだぞ。もっと気張れ！」

「小隊長が無茶苦茶なこと言い出した！」

　もにゅもにゅ。

「そしておまえは、どさくさに紛まぎれて揉もむなっっ！」

　がす！

　三室戸は思わず向山の頭を殴なぐりつけてしまう。向山は彼女の胸から手を離し、頭を押さえて呻うめいた。

「痛たたた」

「こら！　向山にもしもの事があったら大泊少佐に怒られるのはわたしなんだぞ！」

「でしたら。小隊長がやったらいいじゃないですか」

「わたしの魔技は遠えん隔かく攻撃ができないからな。おまえが適任なんだ」

「責任逃のがれ！　というか、責任の押しつけ！」

「すみません、僕の力が足りないばかりに。今度はもっと強く握にぎって……いえ、最初から揉んだほうがいいのかもしれません」

　向山は真ま面じ目めな顔で両手を眼前に掲かかげて迫せまってきた。

「要いらんわっっ！」

　三室戸は必死の形相で向山を押し返す。

「そうか。掌だけじゃ接せつ触しよく面が足りないのかもしれない。よし交代だ。次は棚たな倉くら、おまえがやれ」

「え？　わたしっすか!?」

「そうだ」

「なんでわたしが!?」

「三室戸はもうさんざんに試ためした。別の人間のデータがほしい」

「で、でも……」

「大泊少佐の罰ばつゲームを、わたしと一いつ緒しよに受けるか？」

「やりますぅ」

「というわけで、向山君、相棒交代だ」

「助かった～」

　三室戸は盛せい大だいに安あん堵どの息を吐はき。

「なんでわたしが～」

　棚倉は嘆なげきの声を上げた。

「向山君、今度は棚倉の背中から抱だきついてみるんだ」

「うげぇ？」

（なんか、だんだん楽しくなってきた！）

「あまり気は進みませんが、貴船小隊長の命令とあらば」

「いやいやいや。あんた、もの凄く乗り気になってるんですけど!?」

「早くしろ、棚倉！　味方が苦戦している！」

「うえぇ～～」

　棚倉は渋しぶ々しぶ、嫌いや々いや、向山に背中を向け、自分は魔力を練り始めた。

　棚倉の魔技は魔力で創つくった網あみで魔妖の動きを抑えるというもので、攻こう撃げき力はないに等しいのだが、魔力の網に搦からめ捕とられた魔妖は身動きがままならず、魔技を操あやつる討魔兵は易やす々やすと討うち取ることができる。ただ、三室戸の魔力源追尾魚雷ホーミングトルピドウほど射程が長くないので、網を投げるにはもっと魔妖に近づく必要がある。

「一ひと〇まる時方向で特Ａ級の魔妖が二ふた、Ｓ級魔妖が一ひと、大泊小隊と交戦中。その中の一ひとを狙う。小隊、前進」

　貴船の命令で、貴船小隊は十時の方向へ進んでいく。

「目標の魔妖との距きよ離り、およそ八はち〇まるＭメートル」

　索さく敵てき担当の円えん町まちから声が上がった。

「天てん網もう恢かい々かい疎そにして漏もらさず」

　背中に密着している向山の体温を感じながら、棚倉はなんとか魔技の網を放った。

（気が散って、練り上げた魔力が霧む散さんしそうなんですけど）

　魔力はいつもより増大している気はするが、これだけ注意力散さん漫まんな状態で撃うった魔技がいつもより強力になっているとは棚倉には思えなかった。そして実際、魔技の網の効果はいつもとそれほど変わらなかった。

「天網恢々疎にして漏らさず」は攻撃力がない変わり、魔妖の強弱に拘かかわらず、拘こう束そくすることは可能なのだ。だから、いま放った魔術の網がいつもより強力なのかどうか、判然としなかった。

　身動きができなくなった魔妖は、大泊小隊の集中攻撃であっさり屠ほふられたようだ。掩えん護ご射撃にはなったが、向山の特とく殊しゆ能力が効果を発揮したのかどうかは不明のままだった。

「もう一度だ、棚倉。今度は二体同時に狙ねらってみろ」

「む、無理っすよ、小隊長」

「向山の魔技補助が効いているなら不可能ではないはずだ」

「効いているなら……ですけど」

「だから確かめるんだよ」

「ですが、そのためには、さらに魔妖に近づかないとならないすよ」

「多少の危険は冒おかしても近づくさ。でないと大泊少佐から罰ゲームを喰らう。下手すると衆しゆう人じん環かん視しの中、教練グラウンドを全ぜん裸らで百周だぞ？」

「それは嫌いやぁぁ。魔妖と戦って討うち死にしたほうがマシかも」

「だったら行くぞ。目標は大泊小隊と交戦中のＳ級魔妖二ふた。貴船小隊、前進！　向山君も頼たのんだぞ」

「はい、了解です」

　六人はさらに進んで、大泊小隊を攻撃している魔妖二体を視野に入れた。大泊小隊は別の魔妖二体も同時に相手にしているらしい。

「さすがだな。特ＡやＳを四体も五体も相手にするなんて」

　と三室戸が感心の声を上げた。

「けど、苦戦しているっぽいっすよ」

「二つ押さえれば、感謝されるだろう。やれ、棚倉」

「了解。やってみます」

「抱きつかれるより胸を揉まれるほうがいいか？」

「抱きつかれるほうで！」

「後ろから抱きつかれて胸を揉まれるというのはどうだ？」

（この人、他ひ人と事ごとだと思って好き勝手なこと言ってくれるな）

「僕もそちらのほうがいいような気がしてきました」

「おまえのは単なるスケベ心だろ！」

「そんなことはない……と思いますけど？」

（あるだろ！）

「小隊長、そんなことされたら気が散って魔力を練り上げるどころじゃないっすよ。最悪、誤射して味方を搦め捕っちゃうかもしれないっす」

　棚倉の魔技の網は魔力を感知して能力を発動するが、その魔力が敵のものか味方のものかまでは区別しない。味方の頭上に降らせれば味方を拘束してしまうことになる。味方はあっという間に魔妖の餌え食じきだ。

「それだと全裸での罰走がグラウンド五百周くらいに増えそうだ。止やめておくか」

「大泊少佐なら『全裸で匍ほ匐ふく前進一キロ』とか言い出しそうじゃないですか？」

　と深ふか草くさ一士が口を挟はさんできた。

「うわぁ、おっぱいがすり減っちゃうぅ」

　円町が悲鳴を上げると。

「すり減るほどないだろ、円町のおっぱい」

「三室戸士長が容よう赦しやない！」

「おい、黙だまれ。そして棚倉、早くしろ！」

「うぇい、了りよう解かいっす。棚倉、天てん恢かい撃ちます」

「やれ、向山」

「喜んで」

　にこやかな顔で向山が棚倉の背後から抱きついてきた。

「うぇぇぇ、ちょ、これ、魔技を撃つどころじゃないんですけど～？」

「早くしろ、棚倉」

「小隊長が酷ひどい！」

　文句を言いながらも棚倉は歯を食いしばり、意識を魔術に集中させるべく努力する。

「天網恢々疎にして漏らさず」

　魔術の網が二個、浮うかんだ。

「二つ出たっ！」

　なるほど、体内で練り上げた魔力はいつもより大きな気がする。バイザーに映った魔力感応機が探知した敵データを確認した棚倉は、敵味方の位置を頭に叩たたき込こむ。

「よっし、天網恢々疎にして漏らさず、射出！」

　小さく畳たたまれた状態で頭上に浮かぶ魔術の網を棚倉が撃った。網の一つはそのまま射出され、前方の魔妖──巨きよ大だいな芋いも虫むしのような形状だった──の頭上で網が開いて落下、見事に絡みついて、その動きを止めた。しかし、もう一つは。

「うわぁあ」

　僅わずかに開いた状態で落下して、棚倉と向山を搦め捕った。何しろ魔技の網は魔力に反応するだけで敵味方を識別しないのだ。棚倉は自分の魔術の網に搦め捕られ、身動きできなくなってしまった。

　貴船は天を仰あおぎ、深草や三室戸が爆ばく笑しようした。

「棚倉士長、超ちようウケるんですけど～」

「笑ってないで、早く斬きってよ！」

　向山に抱きつかれた体勢のまま魔技の網に雁がん字じ搦がらめにされた棚倉が悲鳴を上げる。

（棚倉の天恢に搦め捕られたってことは、やはり男のくせに魔力を持ってはいるんだな。向山春日、どうにも規格外というか常識外れというか）

　やはり一ひと筋すじ縄なわではいかない存在のようだと、貴船は感心し、同時に警けい戒かい感かんも抱く。

（が、それはそれとして）

　魔技の網に搦め捕られたまま藻も搔がいている棚倉を見やり、貴船はため息を吐つく。

「おい、深草、斬ってやれ」

「面おも白しろいので、もう少しこのままでいいような気が」

「ごるぁ！　殺すよ、深草？」

「その恰かつ好こうで凄すごまれても、笑いしか出てきませんけど？」

「ぐぅう」

「はいはい、斬ります斬ります。少し待っててください」

　深草は魔力を練り上げ、自分の魔技を発動させる。

「出いでよ、真ま金がねの魂こん魄ぱく、その名は千せん斬ざん憂ゆう国こく！」

　いつの間にか深草の右手は日本刀を握にぎっていた。それは魔技で創つくり上げた刀で、魔力に反応して力を揮う。逆に言えば、魔力のないものを斬きることはできない刀だ。

「動かないでくださいよ、棚倉士長。動くと士長まで斬っちゃいますよ？」

「早くしてくれ」

　棚倉は思いきり体を縮めて叫さけんだ。

「向山君も動かないで。千斬憂国が反応するほどの魔力を君が持っているかどうかわからないけど、万が一ということもあるから」

「はい、棚倉さんにしがみついています」

「あんまり強くしがみつくな」

「でも、斬られたくはないですから」

「ひぃぃ、なんか当たってる！　背中になんか当たってるぅ！」

「ほら、動かないでくださいってば」

「ぐぅううぅ」

　棚倉は必死の形相で歯を食いしばり身動きを止めた。

　深草が魔術の刀の切っ先を魔術の網に入れて手前に引くと、網の一部はすぐに斬れた。さくさくと、深草が魔術の網を斬り裂さいていく。網に大きな穴が開いた頃ころに天恢の魔力が切れ、網は消しよう滅めつした。

　深草の千斬憂国は、魔力を、あるいは魔力を持つ者を──それが討魔兵であろうと魔妖であろうと──斬り裂くことができるが、思いきり刀を伸のばしたとしても間合いはおよそ三メートル。対魔妖戦という意味においては、あまり使い勝手のいい魔技ではなかった。ただ、棚倉の天恢と組み合わせると恐おそろしく強力になる。だから貴船小隊は強いのだ。

「助かった……っていうか、いつまでしがみついてるんだ！」

　棚倉は背中に張りついている向山を押し返しつつ、足裏で蹴けった。

「離はなれますから蹴らないで」

　向山が名残なごり惜おしそうに棚倉の背中から離れた。

「円町、どうだ？」

「大泊小隊は網あみに搦め捕られた魔妖を撃げき破はしました。それで残り三体です」

「なら、もう大だい丈じよう夫ぶだな。他の隊の応おう援えんに向かうか」

　貴船はバイザーに敵味方の位置を映し出す。

「近いのは桃山んところだな。そちらへ……」

　貴船が顔を巡めぐらしたそのとき。

「あっっ！」

　向山が低く鋭するどく叫んだ。今まで聞いたことがない切せつ羽ぱ詰つまった声だ。おまけに彼の顔からは笑えみが消えている。振ふり返った貴船が、向山の様子がおかしいのに気づいた。

「おい、どうした、向山君!?」

　ゆっくりと首を回した向山は、何かに驚おどろいたのか、大きく目を見開いた。

「淀屋橋小隊が……襲おそわれている？」

「な、なに？」

　彼の言葉で、ようやく貴船は淀屋橋小隊が先行していることを思い出す。

「そういえば連中からなんの連れん絡らくもないな。おい、円町、淀屋橋小隊はどこにいる？」

　と訊きかれ、円町は魔力感応機を操作してみるが。

「あれ？　おかしいですね。淀屋橋小隊の居場所がわかりません」

「なんだって!?」

　強力な魔妖の群れと遭そう遇ぐうし、その対応に大わらわになっていた本隊には、淀屋橋小隊の居場所を確認する余よ裕ゆうがなかったのだ。

「っていうか、これ!?」

「どうした、円町!?」

「淀屋橋小隊が先行していると思われる付近に、強力な魔素嵐発生中。居場所が特定できないのは、そのせいと思われます！」

「今度は魔素嵐か。厄やつ介かいだな」

「これは……」

　向山は淀屋橋小隊の五人から贈おくられた小さなネームプレートが熱を帯びているのに気がついた。ネームプレートには自分の名前が彫ほってある。あの五人につけてもらった大事な名前が。戦せん闘とう服を着用するときは邪じや魔まになるのでプレートは背囊に入れたままだ。見てもいないし触さわってもいない。それでもプレートに異変が起きているのがわかった。

（ネームプレートに異変が起きているということは）

　向山は瓦が礫れきの中から救い出されて以来、初めて激しい焦しよう燥そうを感じた。

「このままでは淀屋橋小隊のみんなが全ぜん滅めつする!?」

「なんだって!?　どういうことだ、向山君!?　なぜ君にそんなことがわかる!?」

　怒ど鳴なるような貴船の問いかけに答えず、向山は突とつ然ぜん、駆かけだした。

「おい、向山君！　向山春日！」

　貴船は慌あわてて呼び止めたが、向山はおかまいなしに走り去っていってしまった。

「小隊長、どうしますか？」

　貴船はギリギリと歯ぎしりした。

「どうもこうも、このまま彼を見失ったら、我々は衆しゆう人じん環かん視しの前で全ぜん裸ら盆ぼん踊おどりの刑けいだぞ。向山が魔妖に殺されでもしたら、全裸で縛しばり首か、全裸で逆さ磔はりつけだ！」

「ひぃいぃぃ～～」

　四人は蒼そう白はくな顔で震ふるえ上がる。

「魔妖が襲ってくる前に彼を確保しなくてはならない。追いかける！」
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　大おお泊どまり小隊以下、桃もも山やま、武む庫こ川がわ、樟くず葉はの各小隊は、ようやくのことで遭遇した強力な魔ま妖よう群を屠ほふることができた。さすがに重要な軍事作戦に選ばれた精せい鋭えい揃ぞろいといったところだろうか。しかし、いくら精鋭であっても、これだけの魔妖群を相手に戦えば激しく消しよう耗もうする。各隊の兵員の多くは、すでに魔力切れ寸前といった状態だった。桃山、武庫川、樟葉の各小隊から報告を受けた大泊少しよう佐さは、作戦の継けい続ぞくが困難であるのを知った。

（貴き船ふね小隊も戦闘していたから向こう山やまのデータも取れただろうし、ここはいったん退ひくか）

　そう思った大泊は、副長の藤ふじ阪さか中ちゆう尉いに声をかける。

「藤阪ちゃん、いったん退くよ」

「了りよう解かいです、少しよう佐さ」

「先行していた淀よど屋や橋ばし小隊はどうした？」

「魔ま素そ嵐あらしが酷ひどくて居場所が特定できません！」

「くそ。あいつら、また厄介ごとを引き起こしやがって。無事に戻もどったら全裸でリンボーダンスさせてやるぞ」

　魔素嵐の発生は淀屋橋小隊になんの責任もないだろうに、大泊少佐はそんな呪のろいの言葉を吐はいた。

「まぁ、連中はしぶといから自分たちでなんとかしているとは思うが。肝かん心じんの貴船小隊はどうした？」

　大泊がそう訊くと、通信担当の部下から悲鳴のような声が上がった。

「貴船小隊が前進していきます！」

「なんだって!?」

　大泊の顔色が変わった。貴船小隊には向山春日かすががいるのだ。突とつ出しゆつした貴船小隊が強力な魔妖群に囲まれたら、向山もろとも殲せん滅めつされる虞おそれがある。

「向こうの通信士オペレーターを呼び出せ！　すぐに後退させろ！」

　いつも眠ねむそうな目をしている大泊が鬼おにの形ぎよう相そうで叫ぶのを見て、珍めずらしいこともあるものだと藤阪中尉は驚いた。

　通信士からは、よくない報告が返ってきた。

「魔素嵐のせいで貴船小隊とも上う手まく連絡が取れません！　現在位置ですら見失いそうになっています！」

「続けて呼べ。合わせて淀屋橋小隊の居場所も探さぐるように」

　と命じておいて、大泊は忙せわしなく頭脳を回転させる。

（貴船隊を追いかけるか？　いや、それでは全滅する虞がある。これ以上犠ぎ牲せいを出すのは不ま味ずい。淀屋橋小隊と合流させようにも、どちらも連絡が取れないんじゃ……かといって、座して見ていたら向山春日を失う危険が。くそっ）

　大泊は次善策で妥だ協きようすることにした。

（中ちゆう途と半はん端ぱで効果が薄うすい手かもしれないが、現状、二に兎とを追うしかないのだ。まったく、二に乃の瀬せ大たい佐さも無茶を言ってくれる）

　大泊は新たな命令を藤阪中尉に下した。

「藤阪ちゃん、樟葉を本部へ戻して増ぞう援えんを呼ばせよう。誰だれかを向かわせないと、指揮所も本気にならないかもしれないからね。樟葉小隊には何がなんでも増援を連れてこいと厳命して。大佐がうんと言わなかったら、全員、大佐の前で全裸切腹しろって。そうすりゃ、さすがの大佐も増援を出す気になるでしょ。で、増援が来るまで、我が隊と桃山、武庫川の三隊はこの場に待機」

　藤阪中尉は、本気ですか!?　という言葉をすんでのところで吞のみ込んだ。少佐が洒落しやれや冗じよう談だんでこんな命令を下すはずがないのだ。あくまでもどこまでも彼女は本気なのだ。

「了解です」

　藤阪は通信担当の印南いなみ士長を介かいして樟葉小隊に、駐ちゆう屯とん地ちへ戻って増援部隊チームを連れてくるようにと命じ、最後にこう言った。

「増援を連れてくることに失敗したら、樟葉小隊は五人揃そろって二乃瀬大佐の前で全裸切腹してもらう。そこまですれば、さすがに二乃瀬大佐も増援を出す気になるだろうからな。というのが大泊少佐の厳命だ。そう言え」

「こちら大泊小隊の印南。樟葉小隊へ大泊少佐からの追加命令を伝えます。どうぞ」

「こちら樟葉小隊の富との木き、大泊少佐からの追加命令を受けます。どうぞ」

「増援を連れてくることに失敗したら、樟葉小隊は五人揃って二乃瀬大佐の前で全裸切腹するように。そこまでやれば、二乃瀬大佐も増援を送る覚かく悟ごを決めるはず。というのが、大泊少佐の命令です。増援が来なければ、我々はこの場で総員玉ぎよく砕さいする覚かく悟ご完かん了りようであると大佐に伝えるように。以上」

　通信機の向こうで、富木の、ぎゃあ！　という声が上がった。

「樟葉小隊、了解……したくはありませんが、しました。以上」

「印南、通信を終しゆう了りようする」

　印南士長がそう言うと、内耳共振装置レゾナンスフオンから富木士長の恨うらめしそうな声が返ってきた。

「……富木、通信を終了します」
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　樟葉小隊が増援を要よう請せいするために戻っていったことを藤阪が大泊に伝えると、少佐は次の命令を発した。

「我が隊を中心に、右に桃山隊、左に武庫川隊を配置。各員の魔ま力りよくは枯こ渇かつ気味だろうから、対魔妖戦用の火器を配る。郡こう津づに手配させて」

「それも了解です」

　大泊が言った「対魔妖戦用の火器」とは、最近開発された武器で、討とう魔ま士しが予あからじめ魔力を込めておいた弾だん丸がんや砲ほう弾だんを撃うてる銃じゆう火か器きである。一いつ般ぱん兵が撃ってもそれなりの効果が期待できるというのが売りだった。あくまでそれなりの効果でしかないが、もっと威い力りよくを高めれば、対魔妖戦に投入できる戦力を大おお幅はばにアップできるのではないかと上層部は考えているようだ。ただ、討魔兵がこの武器を持つと自分自身の魔力の円えん滑かつな発動が阻そ害がいされ気味なので、討魔士のあいだではあまり評判が芳かんばしくない。他人の魔力と自分の魔力が衝しよう突とつするせいではないかというのが技術開発部の意見だった。

（現状は魔力切れの奴やつが多いから、あの武器を持っても大きなマイナスにならないという計算だな）

　藤阪中尉は、大泊少佐の考えをそう推おし量った。

「郡津少しよう尉い、対魔妖戦用の銃じゆうを各隊に配ってくれ」

「了解です」

　郡津は敬礼を解くや、マイクに向かって大声を発した。

「ロボ娘こ！　対魔妖戦用の銃を下ろして各隊へ配布！」

　強化外骨格を装着している討魔兵が、背負っていた大きな荷箱を下ろし始めると、その周りへ大泊小隊の兵員が寄っていく。

「まさか、これのお世話になるとはな」

「本当に効くの、これ？」

「実戦でも多少の効果はあったみたいよ」

「多少ねぇ」

「何もないよりはマシでしょ」

　などと無む駄だ口ぐちを叩たたきながら、小隊の隊員が銃を受け取っていく。

「我が隊への配布が終わったら、武庫川と桃山の二隊にも配るんだ」

　郡津はロボ娘にそう命じた。少し軽くなった荷箱──それでも七十、八十キロくらいあるだろうか──をもう一度背負い直したロボ娘が、がしゃこん、がしゃこんという重そうな足音を響ひびかせてその場を離はなれていく。直後に印南から大きな声が上がった。

「いま、一いつ瞬しゆんですが貴船小隊と連れん絡らくが取れました。貴船小隊は向山春日を追いかけているそうです」

　大泊の顔が曇くもった。

「どういう状じよう況きようだ、それは？」

「よくわかりません。その報告を受けたところで、また通信が途と絶ぜつしました」

「貴船ぇ、向山に勝手な行動を許しやがったんかぁ？　裸はだかに剝むいて大食堂のショーケースに飾かざるぞう？」

　どうやら大泊少佐は本格的に機き嫌げんを損そこねたらしい。副長の藤阪は、とばっちりがこちらに来ませんように、と心の中で強く祈いのった。
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　淀屋橋小隊は絶体絶命のピンチに陥おちいっていた。特Ａ級の魔妖四体とＳ級の魔妖三体に周囲を包囲されてしまったのだ。先ほどから脱だつ出しゆつ経路を開こうと必死で攻こう撃げきしているのだが、ようやく特Ａの魔妖を一体、撃げき滅めつできただけだった。残りの六体が、じりじりと間合いを詰つめてきている。

「おい、これ、かなりヤバいんじゃないか？」

　液体窒素槍ニトロジエノンを発射した烏からす丸まが言うと、隣となりにいた太秦うずまさが少し蒼そう白はくな顔で頷うなずいた。

「かなりっていうか、本格的にヤバいわよね」

「ヤバいですよう。もう討ち死に確定コースじゃないですかぁ？」

「どうする、朱と鷺き瑚こさん？　できるだけ粘ねばって魔妖に嬲なぶり殺されるか、突とつ撃げきしてあっさり殺されるか、どっちが幸せだと思う？」

「どちらも不幸せよねぇ」

　と淀屋橋が応こたえると、横から太秦が言った。

「突撃したとき、魔妖があっさり殺してくれればいいんだけど。手足を一本ずつ千切られ、生きたまま内臓を喰くわれるとかされたら嫌いやよね」

「それは嫌ですよう。処女のまま死ぬなんて不幸ですよう」

　椥なぎ辻つじはマジ泣きを始めた。

「しようがないだろ。あたしら、男女交際禁止なんだから」

「そうよね。男を知っちゃうと、たいていの場合、魔力が減げん衰すいしちゃうっていうからね」

　太秦がそう言うと、椥辻が泣きながら嚙かみついた。

「魔力があろうとなかろうと、死んじゃうなら同じじゃないですかぁ。こうなったら烏丸士長でいいですよう。わたしの処女をもらってくださいよう」

「あたしは女だ！」

「だいぶ混乱してるわね、椥辻の奴。まぁ、わたしも叫さけび出したい気分だけど」

　太秦は自じ嘲ちよう気味にそう言った。

「自害する？　そうすれば恐きよう怖ふや絶望とさよならできる」

「墨すみ染ぞめ、おまえ冷静だな」

「そうでもない。おしっこちびりそう」

　烏丸や太秦が嫌そうな顔で体を引いた。

「ここで漏もらすなよ？」

「セッちゃんこそ冷静ね」

「そうでもないさ、朱鷺瑚さん。恐こわくて、何か喋しやべってないと気ぃ狂くるいそう。っていうか。朱鷺瑚さんこそいつもと変わらないな」

「達観してるわよね。恐こわくないの？」

「もちろん恐いわよ、ザミちゃん。でも、そうね、死ぬときは死ぬし、死なないなら死なないし、焦あせっても仕方ないかなとは思うわね」

「じゃあ、どうすんの？　ここでゆっくり魔妖に殺されるのを待つの？」

「焦りはしないけど、それは諦あきらめるってことじゃないわ、セッちゃん。可能性がある限り頑がん張ばってみましょうよ」

「具体的には？」

「ここでひたすら耐たえる」

「そ……それで何が変わるの？」

「というか、どんな可能性があるの？」

　烏丸と太秦が怪け訝げんそうな顔で問いを重ねると、淀屋橋が、

「粘っていれば、援えん軍ぐんが来るかもしれないでしょ？」

　と答えたので、烏丸は低く唸うなって首を捻ひねる。

「あ……あ～～。どう思うよ、太秦？」

「う～ん。さっきは本隊も交戦していたんでしょう？　こちらに援軍を寄よ越こす余よ裕ゆうなんかあるかしらね」

「でも、本隊の指揮を執とっているのは大泊少しよう佐さなのよ」

「まぁたしかに。居眠り爆撃姫スリーピングボマー様だもんな」

「だから諦めずにもう少し頑張りましょう。魔妖を倒たおさなくても、近づけなければいいの。それなら魔力を節約できるわ」

「ってことだ、墨染。おまえの魔マ技ギが頼たよりなんだからな。気張れ」

「気張ってはいる」

　じっさい、墨染の退廃的防御天蓋デカダンスドームは今も五人を覆おおっていて、魔妖がときおり繰くり出してくる遠えん隔かく攻こう撃げきを、悉ことごとく撥はね返しているのだ。

「今のままなら、もう少し粘れる。でも、近づいてこられたら不ま味ずい」

「わかってるよ。足止めはあたしと太秦でなんとかする」

　烏丸がそう応えると、隣で太秦が直径一メートルほどもある火球を発射した。

　火球は山やま形なりの軌き道どうを描えがいて宙を飛び、いちばん近い魔妖に命中し、ずぶずぶとその体内に潜もぐり込んでいく。全身がびっしりと棘とげのような物に覆われた魔妖──全長が三メートルほど、体高が二メートルほどある──の体の半分ほどが灼しやく熱ねつして橙だいだい色いろに変色した。けれど橙色は次し第だいに薄うすれ、魔妖本来の色合い、くすんだ灰色に戻もどっていく。魔妖はその場に停止して全身の棘をふるふると震ふるわせている。淀屋橋小隊の攻撃を警けい戒かいしているのだろうか。

「このあいだのサイコロよりは効いていると思うんだけど、撃げき退たいするにはほど遠いわね」

「あちらの一体はわたしが吸魔大輪ラブラフレシアで魔力を吸い取っているから、攻撃しなくてもいいわ。ザミちゃんとセッちゃんは、今の奴の足止めに注力してね」

　烏丸は、了りよう解かい！　と応え、すかさず液体窒素槍ニトロジエノンを四本、撃った。

　液体窒素槍ニトロジエノンは真まっ直すぐに宙を飛んで、太秦が攻撃した箇か所しよ、まだオレンジ色に変色している部分に見事に命中する。凍こおりついた表層部にぴしりと亀き裂れつが走って、魔妖本体の一部が欠損した。魔妖はごろり、ごろりと転がるようにして、ゆっくり淀屋橋小隊から離れていく。

「やたっ！　撃退したぞ！」

　烏丸が歓かん喜きの声を上げると、椥辻が悲鳴のような声を被かぶせてきた。

「別の奴が接近してきますよう！」

　ぐすぐすと泣きながら魔力感応機マジツクレスポンスで魔力源を探知していた椥辻が絶ぜつ叫きようを放つ。

「もうダメですよう。二体同時に近づいてきますよう。どっちもＳ級ですよう」

「おまえも泣いてないで攻撃しろ！」

　鳴きながら椥辻が烏丸に取りすがってきた。

「男～～。死ぬ前に男をくださいよう！」

「駄だ目めだ、こいつ。もう使い物になんねぇ」

「朱鷺瑚さん、さすがに移動したほうがよくない？　このままだと、前後から挟はさみ撃うちになりそうだけど!?」

「そうね。場所を移しましょう。向こうに見えるビル、あれ、わりとしっかりしていそうだから、とりあえずあそこに逃にげ込みましょう」

　なるほど、淀屋橋が指し示したビルは、窓まど枠わくは歪ゆがみ、壁かべに罅ひびが入っているものの、建物自体には大きな損傷がないように見える。

「ケイちゃん、お願いね」

「頑張る」

　淀屋橋を先頭に、墨染、太秦が歩き出した。墨染が退廃的防御天蓋デカダンスドームを保持しての移動になるから全力疾しつ走そうはできない。防御天蓋ドームの外に出てしまうと、魔妖からの攻撃を防ぎようがない。

「ほら、椥辻、行くぞ！」

「男をくださいよう」

「さっさとしないと置いてくぞ？　魔妖相手に初体験したいのか!?」

「それは嫌ですよう」

「だったらきりきり走れ！」

　よたよたと走り出す椥辻を追い立てつつ、烏丸は淀屋橋たち三人のあとを追いかけた。
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　向山は必死に走った。散乱する瓦が礫れきを乗り越こえて走った。近くにいる魔妖から攻撃される虞おそれもあったのに、身を隠かくそうともせず、ひたすらに道を駆かけていった。

　どこへ？

（淀屋橋小隊のみんなのところへ！）

　どうして自分がこれほど強く淀屋橋小隊を救いたいと思うのか、向山自身にもよくわからない。わからないが、彼女たちを死なせてはならないということは強く感じる。

（おそらく淀屋橋小隊のみんなが、僕の存在に、僕の未来に、大きく関かかわっているということなんだろうな）

　だからなんとしても彼女たちを救いたい。向山はその一念に突つき動かされ、危険も顧かえりみずに走っていた。

　彼の魔ま力りよくそのものは小さいから、魔力感応機はあまり役に立たなかった。だから向山はどこに淀屋橋小隊がいるのかを知らないまま走っている。けれど、その一方で彼は確信していた。

（この先に淀屋橋小隊のみんながいるのは間ま違ちがいない！）

　魔ま素その濃のう度どはかなり高い。並の男子ならすでに動けなくなっているはずだが、彼の足は止まらない。瓦礫の散乱する足場の悪い道を、飛ぶように走った。

　やがて目指す者が間近に感じられ、その気配に、感かん触しよくに、向山は安あん堵どの息を漏らす。

（まだ五人とも生存している）

　向山は持てる力を振ふり絞しぼって走り続けた。
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　廃はい墟きよになったビルに逃げ込んだ五人だが、それで事態が好転したとは言い難がたかった。

「朱鷺瑚さんが吸魔大輪ラブラフレシアを撃ち込んだ奴やつは動かなくなってますけど、Ｓ級二ふたがじりじりと接近してきますよう。さっき退けたトゲトゲも再接近中ですよう」

　バイザーに映し出された魔妖を示す赤い点てん滅めつを睨にらみながら、立て膝ひざをついた体勢で椥辻はバックパックから伸のびた指向性アンテナの調整を繰り返す。

「カガちゃんも、ようやく働く気になったようね」

　と朱鷺瑚が言うと、烏丸が、ふん、と鼻を鳴らした。

「今さらだけどな」

「ケイちゃん、いったん魔技を解除してもいいわよ。少し休んで」

「了解」

　墨染は魔力を節約するために防御天蓋ドームを消した。

「とはいえ、この建物もいつまで保もつかわからないし。カガちゃん、まだ他隊との連れん絡らくは取れなさそう？」

　と訊きかれた椥辻が、唐とう突とつに、あ！　と叫んだ。

「どうした!?　まさか、魔妖の新あら手てが出現したんじゃないだろうな!?」

「み……味方だ！」

「なにぃ!?」

「本当!?」

「やった！」

　安堵の息を吐はいた淀屋橋が、

「援軍の規模は!?」

　と訊くと、椥辻は、ん？　と首を捻った。

「小隊一個だけですよう」

「はぁ？」

「マジ!?」

　烏丸と太秦が目を見開き、墨染が小さく肩かたを落とした。

「それじゃ援軍にならない」

「戦力の小出しは却かえって戦力を消しよう耗もうさせるだけなのに。大泊少佐ともあろう人が、そんな間ま抜ぬけなことを？」

（相変わらずキツいな朱鷺瑚さん。まぁそのとおりだけど）

「あれ、違う？　一個小隊と？　これ……」

「どうした、椥辻!?」

「援軍は他にもいるの!?　っていうか、いるのよね!?」

　烏丸と太秦が椥辻に迫せまると、彼女はいきなり立ち上がった。

「男だぁぁぁ！　男、来たぁぁぁ！」

　椥辻は、男、男、男が来た！　と叫さけびながら、コンクリートの床ゆかの上を踊おどるように飛び跳はねた。烏丸と太秦は顔を見合わせ、哀あわれみの籠こもった視線を交かわして頷うなずき合う。

「恐きよう怖ふのあまり、とうとうイカれちまったか」

「椥辻がこんなにメンタル弱いなんて、意外だったわね」

　足を止めた椥辻が烏丸と太秦を、びし、と指さして言った。

「違いますよう！　わたしは正気ですよう！」

「だったら。何がどうしたっていうのよ、椥辻？」

「だから男が来たんですよう。これで助かりますよう」

　烏丸と太秦は、もう一度、顔を見合わせた。

「意味がわかんないんだけど？」

「それで正気って言われてもな」

「二人ともバカなんですかぁ！」

　そう叫ぶと、椥辻はビルの壊こわれた窓から外へ飛び出していった。

「あ、おい!?」

「どこ行くのよ、椥辻!?」

「朱鷺瑚さん、椥辻のバカが！」

　窓から外を窺うかがっていた淀屋橋が振り返って叫んだ。

「ケイちゃん、もう一度、防御天蓋ドームをお願い！」

「了解」

　床に座って休んでいた墨染が立ち上がり、魔力を練り上げる。

「退廃的防御天蓋デカダンスドーム、発動」

「カガちゃんを追いかけるわよ」

　窓から抜ぬけ出した四人は、墨染を中心にして椥辻のあとを追いかけて走った。
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「見つけたぁぁ！」

　前方から椥辻の奇き声せいが聞こえてきた。

「ここ、ここ！　ここですよう！」

　そんな椥辻に応こたえる声が聞こえた。

「椥辻さん！」

　男の声だった。ということは。

（向山春日か！）

「よかった！　間に合った！」

　もう一度、向山の声が聞こえ、思わず烏丸は走る速度を上げた。墨染の防御天蓋ドームの範はん囲いを出てしまったが、彼女はお構いなしに走って崩くずれかけた建物の角を曲がる。そこに見えたのは、向山春日を受け止めて泣き笑いしている椥辻の姿だった。

「春日、春日ぁ、来てくれたんだね、春日ぁぁ！」

「もちろん来ましたよ」

　椥辻の胸に顔を埋うずめたまま、向山は荒あらい呼吸を繰くり返している。ここまで全力疾走してきたことが窺われた。

　二人の姿を見た烏丸の胸に小さな嫉しつ妬と心が湧わいた。

（椥辻の奴め、春日を独ひとり占じめしやがって……って、何を言ってるんだ、あたしは！）

「よかったぁぁ。もう死んだかと思ったですよう」

　椥辻の胸から顔を上げると、向山は荒い息のまま言った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです、死なない、ですよ」

「助かったぁ。助かったですよう。これでまた冬コミに行けますよう」

　向山の背中に回した腕うでに力を込め、椥辻は泣き笑いを続けている。

「よがっだぁぁ。助がっだぁ。今日はわたしが助かった記念日だぁ。わたしの無事な生せい還かんを記念して、春日にはわたしの処女をもら……」

　ごす！

「んぎゃっ!?」

　後頭部に痛つう撃げきを喰らった椥辻は、向山を抱かかえていた両りよう腕うでを思わず放してしまい、支えを失った彼は、ばたりと地面に倒たおれた。

「痛いぃぃ」

　椥辻は右手で後頭部を撫なでながら、拳げん骨こつを振り上げた体勢のまま固まっている烏丸を恨うらめしそうな顔で見やった。

「何するんですかぁ、烏丸士長～？　横暴ですよう」

「どさくさに紛まぎれて要いらんこと言うな。春日も困ってるだろうが！」

　そう言って烏丸は、倒れた向山を指さした。

「が～～ん！」

　椥辻は大きく仰のけ反ぞった。

「わたしの処女をもらうのが困ったこと……侮ぶ辱じよくですよう！」

　椥辻がさめざめと泣き出した。

「もう、こいつは。本当に使えない奴だな」

「烏丸さん、お久しぶりです」

　必死で息を整えながら、向山はなんとか立ち上がる。

「いやいや、今日、出しゆつ撃げきのときに顔合わせただろ。相変わらず緊きん張ちよう感のない奴だな」

「すみません」

「どうしてここに？　とか、訊きたいことは山ほどあるが、それは後回しだ。ここに来たってことは、またあたしらを助けてくれるんだろ？」

「もちろんです。そのつもりで走ってきました」

　向山が蕩とろけるような笑えみを向けてきたので、烏丸は思わず視線を逸そらせてしまう。

　そのとき、淀屋橋と太秦、墨染が駆かけ込こんできた。

「向山君！　どうしてここに!?」

「本当に向山だわ。信じられない！」

「椥辻一士が狂くるったのもわかる」

　三人が口々に叫ぶと、椥辻が墨染にツッコんだ。

「狂ってはいませんよう！」

「いつも狂っている一歩手前だから、常態と言えば常態」

「墨染二士が酷ひどすぎるですよう」

　喚わめき合う二人を押し止とどめて、烏丸が言った。

「痴ち話わ喧げん嘩かはあとにしろ」

「墨染二士と痴話喧嘩する趣しゆ味みはないですよう」

「っていうか、この二人の喧けん嘩かだと、痴話喧嘩じゃなくてチワワ喧嘩ね」

「ザミちゃん、上う手まいわ！　座ざ布ぶ団とん一枚あげる！」

「朱鷺瑚さんも、そこで乗るんじゃなくて！」

「ごめんなさい」

「あははは」

　向山が笑い出した。

（こんな窮きゆう地ちに陥おちいっているというのに、あまりにもらしいやりとり！）

　向山は笑いを抑おさえることができなかった。笑っているのに、安あん堵どのあまり涙なみだが出てきた。

「どうしたの、向山君？」

「いえ、ちょっと……」

　向山は浮うかんだ涙を右手の甲こうで拭ぬぐう。

「淀屋橋さんの巨きよ乳にゆうを見たら嬉うれしくなっちゃって」

　涙を誤ご魔ま化かすように、そう戯おどけてみる。

「あら、そう？」

　淀屋橋はまんざらでもなさそうだったが、残り四人の眉まゆが跳ね上がったのに気づいて、向山は慌あわてて手を振ふった。

「いえいえ、べつに淀屋橋さんのおっぱいしか目に入ってないわけじゃないですよ？　皆みなさんの小ぶりだけど形のいいおっぱいもちゃんと目に入っていますから」

　四人はジト目になって向山を見やった。

「こいつ、爽さわやかな顔して意外と下げ衆す野や郎ろうだよな」

「どうして男って巨乳が好きなのかしらね」

「男なんてそんなもの。向山が特別なわけではない」

「墨染が悟さとったようなこと言い出したぞ」

「朱鷺瑚さん、その巨乳の半分、いえ四分の一でいいからわたしに恵めぐんでくださいよう」

「そして椥辻が恥はじも外聞もない」

　いきなり向山が爆ばく笑しようした。五人は毒気を抜かれたように、腹を抱えて笑っている向山を見つめる。

「おまえ、ちょっと失礼じゃね？」

　と烏丸が責めるように言うと、向山は顔を上げ、ごめんなさいと謝った。

「皆さんが、あまりにもいつもどおりの皆さんだったので、安心しちゃって。そうしたら笑いを抑えられませんでした」

「意味不明だな！」

　と烏丸がツッコむと、それより、と言って向山はいつになく真ま面じ目めな顔になった。

「魔妖が迫せまってきています。あれらを撃げき退たいしなくては」

「そうね。向山君が来てくれたのなら、アレを使えるはずだものね」

　そう言って淀屋橋が向山に意味ありげな視線を向けると、彼は自信満々の顔で頷いた。

「使えます。たぶん」

　太秦が思いきり情けない顔になる。

「自信満々で『たぶん』って言われると、全身の力が抜けていくんですけど」

「前回も上手くいったのだし、なんとかなるわよ」

　と慰なぐさめるように言ってから、淀屋橋は全員の顔を見回した。

「では……一番手はわたしとカガちゃんにしましょうか」

「そのココロは？　朱鷺瑚さん」

「セッちゃんとザミちゃんは、すでにさんざん魔技を撃うってきたから、少し休んだほうがいいと思うわ」

「あぁ、そうかもしれない」

「カガちゃんは泣いていただけだから、まだ魔力に余よ裕ゆうはあるものね？」

「朱鷺瑚さんがキツいですよう」

（いや、まったくだ）

　と同意する烏丸だが、その思いを口にすることはなかった。

「ということで、向山君、わたしとカガちゃんへの魔ア技シ補ス助トをお願いね」

「わかりました。では、二人同時に触ふれられるよう、並んで立ってください。それで魔技は使えますよね？」

「大丈夫よ」

　そう応えて、淀屋橋が正面に魔妖を視し認にんできる場所に立つと、椥辻もその隣となりに立った。

「触さわるのは背中でいいですか？　貴船隊ではあまり上手くいかなくて、いろんなところを触って試ためしたんです。背中だけじゃなく、肩かたとか腰こしとかおっぱいとか」

　淀屋橋と椥辻が即そく答とうした。

「背中で」

「おっぱいで！」

「まぁあ、カガちゃんたら、なに寝ね言ごとを言っているのかしら」

　淀屋橋は握にぎった右手を左手の掌てのひらで包み、ぱきり、ぽきりと指を鳴らした。

「寝言は寝てから言うべきよね？」

　笑みを浮かべて淀屋橋が迫ると、椥辻は蒼そう白はくな顔で首を縦に振った。
















「あうぅ、間ま違ちがえました背中です。背中ですよう」

「そうよね？」

　淀屋橋は首だけをぐりんっと回して向山に笑顔を向ける。笑顔なのにどこか引き攣つった感じがして、とても不気味だった。

「向山君も、戯ざれ言ごとを言っていると首をねじ切りますけど？」

「い、いえ、たんに貴船隊ではそういうところも試したという事実をお話ししただけで、べつに僕が皆さんのおっぱいを触りたいとか、そういうことではありません。ええ」

　烏丸と太秦がジト目になって向山を見やった。

「明らかに触りたがっていたように見えたんだが」

「春日って、けっこうむっつりスケベよね」

　そんな太秦の指し摘てきを、向山はきっぱりと否定した。

「いいえ。僕はむっつりスケベではありません。爽やかなスケベを目指していますから」

「目指すな、そんなモン！」

　烏丸が鋭するどくツッコむと、淀屋橋が、ほらほらと注意する。

「遊んでないで早くしましょう。魔妖が迫ってきてるわ」

「あ、すみません」

　向山は頭を下げると、右の掌を淀屋橋の背中に、左の掌を椥辻の背中に押し当てた。

「うわ、凄すごい！」

　淀屋橋は体内を巡めぐる魔力が急激に増大していくのを感じた。

（急激にというより爆ばく発はつ的にと言ったほうが相応ふさわしいくらいね）

　それは椥辻も同じだった。

「凄い凄い、これは凄い！　これだったら天地創造とかもできちゃいそうですよう」

　凄いと感じたのは淀屋橋と椥辻だけではなかった。向山もまた、二人の魔力の増え方に驚おどろいていた。同時に確信もしていた。

（やはり淀屋橋小隊のみんなは、僕との相あい性しようが抜ばつ群ぐんだ。いや、これは相性なんてものじゃないかも。もしかするとこれは……）

　向山の思考を破るような大声が響ひびいた。

「行くわよ。吸魔大輪ラブラフレシア」

　淀屋橋が魔技の種子を空中に散布すると、蒔まかれた種子は風に逆らうように魔妖に向かって飛んでいく。種子は軽いし速度も遅おそいが、飛ぶ方向は淀屋橋がしっかりコントロールしているので、風に流されることなく狙ねらう魔妖にまで到とう達たつした。

　一方の椥辻はというと、魔技を発動させた彼女の周囲に多数の黒くろ猫ねこが影かげのように湧わき出ていた。

「猫ネコ大行進プシキヤツトマーチング」

（こいつの魔技名、何度聞いても力が抜ぬけるけど……それはともかく、今日は数が多い。これも向山の魔技補助の威い力りよくか）

　一いつ斉せいに走り出す黒猫の群れを見送りながら、烏丸はそんなことを思った。

　黒猫の群れは瓦が礫れきを飛び越こえ、恐おそるべき速度で魔妖に迫った。

　一体の魔妖の体に、ぼん！　と巨きよ大だいな赤い花が咲さいた。毒々しいまでに赤くて巨大な花が一つ、二つ、三つと咲いていく。

「早はやっ！」

「でかっ！」

　烏丸と太秦は目を見開いて驚きの声を上げた。

　吸魔大輪ラブラフレシアが咲くまでの時間が、いつもより大おお幅はばに短縮されている。おまけに咲いた吸魔大輪ラブラフレシアは、いつもよりずっと大きかった。その分、魔力を吸収する力も強いようで、体に幾いくつもの花を咲かせた魔妖は、みるみる萎しぼんでいった。

　別の魔妖には黒猫の群れが襲おそいかかった。飛びつき、爪つめで引ひっ搔かき、齧かじる。一いつ匹ぴきずつの威力は小さいが、三十体、四十体と集まると、恐るべき攻こう撃げき力を発揮する。魔妖は大きな体を削けずり取られ、黒猫を振り落とそうと巨きよ体たいを震ふるわせた。何頭もの黒猫が地面に落ちるが、落ちてもすぐに魔妖の体に飛びつき、這はい上がる。魔妖はすでに体積が半分近くにまで減っていた。

「どちらも凄い攻撃力だ。あたしらの出る幕なさそう」

　烏丸が舌を巻くと、太秦も墨染も感心の顔で低く唸うなった。

「助かるわね」

「でも」

「ん？　どうした、墨染？」

「春日は、貴船小隊ではあまり上手くいかなくていろいろと試したって言ってた」

「それが？」

「こんな凄すさまじい威力なのに？　上手くいかなくて何度もやり直した？　どうして上手くいかなかったのかな？」

「そう言われると」

　烏丸と太秦は顔を見合わせた。そこへ貴船小隊の面々が雪な崩だれ込んできた。

「よっ、淀屋橋少しよう尉い！」

　走りづめで息を切らせた貴船が叫さけぶと、次の吸魔大輪ラブラフレシアを撃ち込む魔妖を探そうとしていた淀屋橋が振り返った。

「貴船中ちゆう尉い！」

「こっ、これはどういう状じよう況きようだ!?」

「セッちゃんかザミちゃん、交代してくれる？」

「うぃっす。少し休めたのでなんとかなりそう」

「じゃあ、よろしくね」

　烏丸と交代した淀屋橋は貴船の前に進み出て現状を説明する。すぐに息せき切った貴船小隊員が次々に追いついてきた。

「向山の奴やつ、めっちゃ足が速い」

「というか。なんか淀屋橋小隊の居場所を確信してるみたいな走り方だったが？」

「あいつ、魔力感応機は使えないようなこと言ってなかった？」

「ちょっと待って！　何あれ!?」

　烏丸を見た貴船小隊員が仰ぎよう天てんするが、それも当然、彼女の周囲には液体窒素槍ニトロジエノンが二十本以上も浮うかんでいたのだから。

「あいつ、いつもは五、六本、多くても十本くらいだったろ？」

「あれが向山春日の真骨頂……なわけ？」

「だったら、どうしてわたしたちのときは上手く働かなかった？」

　貴船小隊の四人の隊員は疑念と羨せん望ぼうと不ふ審しんの入り交じった目で、向山と彼が手を置いている烏丸、椥辻を見やるのだった。
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　向山の魔ア技シ補ス助トの威力はそれはもう大したもので、淀屋橋が貴船に経過報告をしているあいだに、椥辻の猫ネコ大行進プシキヤツトマーチングと烏丸の液体窒素槍ニトロジエノンが周囲にいた魔妖をすべて屠ほふってしまった。少しして魔素嵐も収まり、通信状況が改善された。

「小隊長、本隊が危険ヤバいです！」

　貴船小隊の円えん町まち一士が声を張り上げた。

「Ｓ級やら特Ａ級やらの魔妖に包囲されています。そして三個小隊しかいません！」

　貴船は急いで多機能型ヘッドセットマルチネコミミに接続してあるバイザーに映像を映し出す。

「これはマジでヤバそうだ。すぐに戻もどろう。淀屋橋少尉、来てくれるな？」

「もちろんです、貴船中尉」

「駆かけつける途と中ちゆうで、本隊を囲んでいる魔妖に攻撃されるかもですよ、朱鷺……」

　さすがに他隊のいる前で「朱鷺瑚さん」は不ま味ずいので、烏丸は急いで言い直した。

「じゃなくって、小隊長」

「それは問題ありません」

　と脇わきから向山が応こたえたので、烏丸はそちらへ顔を向ける。

「どう問題がないんだ？」

「墨染さん」

　向山に名を呼ばれた墨染が、そうか！　と手を打った。

「みんな、わたしの退廃的防御天蓋デカダンスドームに収容する」

「いやいや、十一人いるぞ？」

「そこはそれ、向山春日のお力に縋すがる」

　なるほど、たしかに、それなら、などと、淀屋橋や烏丸、太秦が声を上げた。

「向山春日、よろしく」

「はい、墨染さん」

「向山春日はわたしのどこを触さわりたい？」

「そうですね、可能ならおっ」

　すかさず淀屋橋が遮さえぎった。

「もちろん背中よ」

「もちろん背中ですね。わかっていますとも」

　こくこくと首を縦に振ふる向山だったが。

「あんまりわかってないよな、あいつ」

「なんか残念そうだったわよね」

　烏丸と太秦が、ひそひそと言葉を交かわした。

「行きます」

　向山の掌が背中に当たるのを感じた墨染が魔ま力りよくを練り上げ、魔術を発動させる。

「退廃的防御天蓋デカダンスドーム、発動。タイプ鳥籠バードケージ！」

　ぶわぁっと防御天蓋ドームが頭上に広がった。いつもの墨染の防御天蓋ドームをよく知っている他の四人が驚きに目を瞠みはる。

「マジか!?」

「なんなの、この大きさ」

「ビックリね」

「小隊長のおっぱい並み！」

「カガちゃん、わたしのおっぱいはこんなに大きくありません！」

　他隊の前でも平気で部下を「ちゃん」付けする淀屋橋は、両の拳げん骨こつで椥辻のこめかみを挟はさみつけ、ぐりぐりと拳こぶしを動かした。

「痛いたたた、ごめんなさいですよう」

「いつもとそんなに違ちがうのか？」

　と貴船が訊きくと、違いますね、と烏丸が答えた。

「いつもの墨染の防御天蓋ドームを墨染自身のおっぱいだとしたら、この防御天蓋ドームは淀屋橋小隊長のおっぱいくらいあります」

「ですから。喩たとえるのにわたしのおっぱいを持ち出さないで」

　淀屋橋は烏丸を軽く睨にらみつけながら、しかし、こうも思っていた。

（なぜ向山君が魔技補助を使えるのか。わたしたち相手だと絶大な効果を発揮するのに、他隊だと効果が薄うすいのはどうしてなのか。その理由はまったくわからないけれど、でも。もしかすると彼は、わたしたちにとっての、いえ、日本にとっての救世主になりうる存在なのかも）

　そんな彼女の推測は正しくもあり、間違ってもいる。彼が救世主になるのか、あるいはもっと別の何かになるのか。それはまだ決まっていないのだ。そして、それを決める大きな要因が自分たちであることを淀屋橋たちは知らなかった。
















　烏丸の言葉に貴船は感心の顔で大きく頷うなずいた。

「なるほど、それは凄すごい。向山春日の魔技補助、ハンパじゃないな」

　しかし、それならどうして？　と貴船も思う。

（どうしてわたしらにはその威力が発揮されなかった？）

「烏丸士長も貴船小隊長も酷ひどい」

　墨染が不満そうに頰ほおを膨ふくらませる。

「はいはいケイちゃん、文句はあとでわたしに言ってくれればいいわ。それより早く本隊のところへ向かわないと」

「了りよう解かい、小隊長」

　すぐに十人は、墨染を中心にして彼女の防御天蓋ドームに守られながら、本隊が交戦している場所まで走るのだった。
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　淀屋橋小隊と貴船小隊が駆けつけたとき、大泊小隊、桃山小隊、武庫川小隊はカスター中佐率いる第七騎き兵へい隊状態だった。第七騎兵隊との大きな違いは、彼女たちにはこうして援えん軍ぐんがやって来たということだった。

　向山の支し援えんを受けた淀屋橋小隊の五人が代わる代わるに魔技を放ち、三個小隊を取り囲んでいた魔妖への攻撃を開始した。向山の魔技補助の威い力りよくは絶大で、淀屋橋小隊の五人は圧あつ倒とう的な攻撃力と破は壊かい力で魔妖を屠っていく。Ｓ級や特Ａ級の強大な魔妖の群れが壊かい滅めつするまで、十分かそこらしかかからなかった。

　救われた三個小隊の兵員は誰だれもが目を瞠みはり、口を開け、目の前で繰くり広げられる魔妖の殲せん滅めつショーに見入った。それは歴戦の勇士である大泊少しよう佐さであっても同じだった。あまりに圧倒的で衝しよう撃げき的なその光景に、彼女は虜とりこになった。

（これだけの火力があるのなら、我々の悲願、魔素発生源となっている光ひかりが丘おか地区までの進出も可能になるんじゃないかな）

　大泊は久しぶりに心が躍おどるのを感じた。

（もう他隊に組み込んで試験する必要もないね、これなら）

　大泊は内心で何度も頷いた。

（これなら、もう淀屋橋小隊で決まりでしょう。二乃瀬大たい佐さにはそう推すい薦せんしておこう）
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「では、正式な辞令を発給する」

　執しつ務む室の大きな執務机の前に立った二に乃の瀬せ大たい佐さは、すこぶる真ま面じ目めな顔でそう宣言した。

「まずは淀よど屋や橋ばし小隊各員の昇しよう進しんからだ。淀屋橋朱と鷺き瑚こ少しよう尉い。今日から君は中尉だ」

　二乃瀬大佐が手にした小さくて薄っぺらな紙切れを淀屋橋に手て渡わたそうとすると、彼女は丁てい寧ねいに頭を下げて両手を伸のばした。

「今後も研けん鑽さん努力を惜おしまず、東京廃はい区くの奪だつ還かんと復興に向けて尽じん力りよくしてほしい」

「淀屋橋朱鷺瑚、謹つつしんで拝命いたします」

　任命証を受け取った淀屋橋が下がると、二乃瀬は秘書官から次の証書を受け取った。

「烏からす丸ま討とう魔ま士し長」

「はい、二乃瀬大佐」

　烏丸が進み出ると、二乃瀬は証書を差し出してきた。

「君は今日から曹そう長ちようだ」

「烏丸刹せつ那な、謹んで拝命いたします」

　低頭した烏丸が任命証を受け取った。

「今後も研けん鑽さん努力を惜しまず以下同文」

　かくっ、と烏丸が小さくずっこける。

「次、太秦うずまさ討魔士長」

「はい」

「君も今日から曹長だ」

「太秦薊あざみ、謹んで拝命いたします」

「今後も研鑽以下同文」

「短くなっていますけどっ!?」

　思わずツッコんでしまった太秦は慌あわてて口を手で押さえ、二度、三度と頭を下げてから回れ右をした。

「次。さくさくいくぞ」

（さくさくって）

　二乃瀬大佐の物言いに、淀屋橋や烏丸は苦く笑しようするしかない。

「椥なぎ辻つじ一等討魔士」

「はい、二乃瀬大佐」

「君は今日から討魔士長だ」

「椥辻可か香が、謹んで拝命いたします」

「今後も研鑽以下同文」

（手て抜ぬきだな）

（仕方がないわよ。今日のメインは、わたしたちじゃなくて向こう山やま春日かすがなんだから）

　烏丸と太秦は、聞こえるか聞こえないかというレベルのひそひそ声をかわした。

「最後に墨すみ染ぞめ二等討魔士」

「はい、二乃瀬大佐」

「君は今日から一等討魔士だ」

「墨染桂けい花か、謹んで拝命いたします」

「以下同文」

（おいぃ！　同文の前！　何も言ってないんだけど！）

　烏丸は内心で思いきりツッコんでみたが、二乃瀬大佐に視線を向けられ、慌ててそっぽを向いた。五人が整列し直すと、二乃瀬大佐は、さて、と言って一同を見回した。

「諸君の活かつ躍やくによって大おお泊どまり小隊以下が救われた。一階級昇進くらいでは収まらないような活躍だった。二階級特進にしてもいいと思ったほどだ」

「まだ死んでません！」

　五人は声を揃そろえてツッコんだ。

「まぁ、わたしはそれくらい感謝しているということだよ。よくやってくれた」

　鬼おにの師団長、二乃瀬大佐にそう言われてしまえば、五人に文句のあるはずもない。五人はありがとうございます！　と素直に頭を下げた。

「大活躍と言えば、もう一人いたな」

　そう言って大佐が視線を向山に向けた。

「君の活躍なくしては淀屋橋小隊の活躍もなく、ひいては大泊小隊以下の無事な生せい還かんも叶かなわなかっただろう。助かったよ、向山春日君」

「いえ、僕はそれほど大したことをしたわけじゃありません。淀屋橋小隊の皆みなさんの潜せん在ざい能力を引き出しただけです。皆さんの力があったからこその結果です」

（そこだ。どうして淀屋橋小隊の力を引き出せて、他の隊では出せなかったのか。そこにわたしは大いに興味があるんだが、しかし、それを悠ゆう長ちように追究している余よ裕ゆうはない。君が淀屋橋たちの力を引き出せるというなら、存分に引き出してもらおうじゃないか）

　そんなことを考える程度には二乃瀬大佐は冷れい徹てつな現リ実ア主リ義ス者トだった。

「君が淀屋橋小隊の能力を引き出せるのなら。そして君が討魔兵団への入隊を望むのなら。君の居場所は淀屋橋小隊以外にないとわたしは思ったんだ、向山春日君」

「はい、僕もそう思います」

　と応こたえて、向山はにっこりと笑った。

「双そう方ほうの利害が一いつ致ちしたというわけだな」

「僕には帰る場所も知ってる人もありませんから、ここに置いてもらうのがいちばんいいのだと思っています。それに僕は淀屋橋小隊の皆さんに命を救われたのですから、恩返しをしないとなりませんし」

（恩返しねぇ。まさかそれが淀屋橋の力を引き出せる原動力とか）

　一いつ瞬しゆん、そんなことを考えた二乃瀬だが、すぐに自分で自分の考えを否定した。

（そんなわけないな。猫ねこの恩返しじゃあるまいし……いや、なんだっけ、あれ。亀かめ？）

　正しくは鶴つるである。が、それはともかく。

（理由はともかく、引き出せるというなら、こちらはそれを利用させてもらうだけだ）

　そんな本音を押し隠かくし、二乃瀬はにこやかな顔で任官証を差し出した。

「というわけで、向山春日、貴君を討とう魔ま庁ちよう三女師団トリスケリオン第二師団所属淀屋橋小隊二等討魔士として配属する」

　向山は二乃瀬のすぐ前まで進み出ると、丁寧に一礼して任官証を受け取った。

「向山春日二等討魔士、討魔庁三女師団第二師団所属淀屋橋小隊への配属命令、謹んで拝命いたします」

「その希け有うな能力を十分に発揮して、我々の廃区の奪還と解放の戦いに協力してくれ」

「精せい一いつ杯ぱい、頑がん張ばるつもりです」




　　　２




　昇進式と向山の任官が終わると、淀屋橋小隊の六人は、浮うき浮うきとした足取りで二乃瀬大佐の部屋を退出していった。今日の午後と明日いっぱいは休きゆう暇かを与あたえたから、これから六人は池いけ袋ぶくろか新しん宿じゆく辺りに繰くり出して祝しゆく杯はいを上げるのだろう。

　淀屋橋小隊と入れ替かわるように、沢さわ良ら宜ぎ中佐が入室してきた。二乃瀬は秘書官を部屋から出して人ひと払ばらいすると、応接用のソファに座って沢良宜と向かい合う。

「お茶は出せんが、勘かん弁べんしてくれ」

「かまいません、ミネラルウォーターを持ってきました」

　沢良宜は五百ミリリットルのペットボトルをテーブルの上に載のせた。

「しかし大佐、向山春日を正式な兵員として登用するとは思い切ったものですね」

　二乃瀬は沢良宜の置いたペットボトルに手を伸ばして蓋ふたを開け、一口、二口と中身の水を美う味まそうに飲む。さすがの沢良宜も意表を衝つかれ、呆あつ気けに取られた。

「南アルプスはいいよな。もちろん六ろつ甲こうも美味いけど」

　そう言って笑いながら、二乃瀬は沢良宜に向けてペットボトルを突つき出した。

「遠えん慮りよせずに飲みたまえ」

「それ、元々わたしが買ってきた……いえ、いいんですが」

　沢良宜がペットボトルに口をつけて水を飲むと。

「これで君とわたしは間接キッスを交かわした間あいだ柄がらだね？」

「ぶほっっ」

　思わず咽むせる沢良宜を、二乃瀬は面おも白しろそうに眺ながめている。

「あんまり嬉うれしくない間接キッスですね」

　濡ぬれた口くち許もとを服の袖そでで拭ぬぐって沢良宜がそう言うと。

「そんな悲しいことを言うなよ。なんだったら、間接じゃなくて直接してみるかい？」

「遠慮しておきます」

「即そく答とうで拒きよ否ひかよ」

「それより本当にいいのですか？　向山を入団させて淀屋橋小隊に配属するなんて」
















　二乃瀬は両りよう腕うでを頭の後ろで組むと、上体を仰のけ反ぞらせ、天てん井じようを見上げた。

「大泊少佐からの報告を聞けば、使わないわけにはいかないだろうさ。彼はとてつもなく大きな戦力になるはずだ」

「ですが、いろいろと問題があるのでは？　なんと言っても向山は男子なのですから」

「問題はあるが、問題ない。淀屋橋小隊の連中が男と間ま違ちがいを犯おかすのなら。あるいは逆に向山が淀屋橋小隊の連中を犯すなら。それはそれで一興」

「いいんですか、それで」

　沢良宜は、なんだか情けなさそうな顔になっている。

「間違いを犯した結果。あるいは逆に犯された結果。誰だれかが子を宿したのなら。産まれてくるその子が討魔士の資質を持っているなら。きっと彼女は、強力な討魔の兵士に育ってくれるだろうよ」

　二乃瀬は意地が悪そうな笑えみを浮かべた。

「もしかしたら彼かもしれないがね。そうなればそうなったで、我々にとっては歓かん迎げいすべき事態だと思わないか？」










　　　あとがき




　最初にお断りですが。作中に現実にある地名や組織名が出てきますが、言うまでもなく本作はすべてフィクションです。舞ぶ台たいは現実の日本とは少し違ちがう世界に存在する少し未来の日本です。言うなれば銃じゆうと魔ま法ほうの現代版ファンタジーです（今のところ銃はほとんど使われず、魔法も魔マ技ギと呼ばれていますが）。本作で書きたかったことや狙ねらったことなどいろいろありますが、それをここで言うのは野暮というもの。読んだ読者の皆みなさんが好きなように感じてくださればいいのです。主人公である向こう山やま春日かすがは、この先、空っぽな己の内面を埋うめつつ変へん貌ぼうしていきますが、その変化の触しよく媒ばいになるのが淀よど屋や橋ばし小隊の五人です。向山春日が本当に救世主になるのか、あるいはもっと別の何者になるのか、あるいは何者にもならないのかは、淀屋橋小隊と彼の今後の交流に懸かかっているわけです。とまぁ、そんな構想もあるにはありますが、そこまで書けるかどうかは本作の売り上げ次第。応おう援えんのほど、よろしくお願いします。

　そして謝辞を。

　新作の立ち上げに尽じん力りよくしてくださった担当、竹Ｂ様。忙いそがしい中、素敵なイラストを描えがいてくださったきくらげ様。お二人の力がなければ、この作品は生まれませんでした。ありがとうございます。そうそう、そもそも本作が生まれたきっかけは「あの漫まん画が、面白いよね」という担当さんとの雑談からだったような気が。あの漫画の作者様にもお礼を言っておこうと思います（言われても困るかも、ですが）。ありがとうございました。




　それはさておき、今回は二ページしかないので、急いで今後の予定です。

　来月、十一月二日には講談社ラノベ文庫さんから新作が出る予定です。そちらは本作とガラリ変わって現代ラノベ業界ものラノベです。実在の作家さんが何人も登場しちゃうという問題作（笑）。なんだ、それ!?　と思った方、「雨あま音おと天あま袮ねのラノベ作家養成講座──おまえをラノベ作家にしてやろうか！」を手にとって中身を確かめてみてください。かなり実じつ践せん的な内容になってますから、ラノベ作家を目指す方にも大いに役立つはずです。

　本作＝「東とう京きよう廃はい区くの戦女三師団トリスケリオン」の二巻目は来年の冬に……といったところでしょうか。

　では来月、「雨音天袮のラノベ作家養成講座」でお目にかかりましょう。




　二〇一六年九月吉きち日じつ


舞まい阪さか＠大だい丈じよう夫ぶか日本代表 洸こう　拝










舞阪洸

●まいさかこう



どうも舞阪です。新作をひっさげて戻ってきました。今回の作品は、某マンガをリスペクトしすぎた結果、生まれたという誕生秘話があったりなかったりしますが、戦闘服が薄ければ薄いほど効果大という設定は、デビュー作以来、一貫した舞阪思想。というより、もはや信念（笑）
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東とう京きよう廃はい区くの戦女三師団トリスケリオン
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